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新
島
　
襄
の
言
葉

新
島
と
い
え
ば
、
学
生
た
ち
が
呼
び
捨
て
に
し
て
い
る
用
務
員
・
松
本
五
平
を
「
五
平
さ

ん
」
と
「
さ
ん
」
づ
け
で
呼
び
、
通
り
で
す
れ
違
う
幼
い
小
学
生
・
足
利
武
千
代
に
丁
寧
に

あ
い
さ
つ
を
し
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
出
会
う
人
を
大
切
な
一
人
と
受
け
止
め
敬
意
を

払
う
姿
勢
は
、
学
生
た
ち
に
対
し
て
も
も
ち
ろ
ん
徹
底
さ
れ
、
そ
れ
は
「
教
職
員
は
学
生
を

丁
重
に
扱
う
こ
と
」
と
遺
言
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
ん
な
新
島
は
南
山
義
塾
の
開
校
式
（
１
８
８
２
年
4
月
30
日
）
で
祝
言
を
述
べ
、
残
さ

れ
た
草
稿
に
よ
る
と
教
員
は
雀
の
よ
う
に
つ
ま
ら
な
い
小
さ
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
そ

の
一
方
で
生
徒
の
中
に
鶴
の
よ
う
に
飛
翔
す
る
優
れ
た
大
人
物
が
い
る
と
語
っ
た
（『
新
島

襄
全
集
１
』
４
２
４
頁
）。
こ
の
新
島
の
言
葉
は
、
取
る
に
足
ら
な
い
「
一
羽
の
雀
」
さ
え

決
し
て
「
神
が
お
忘
れ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
」（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
12
章
６
節
）

と
の
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
と
合
わ
せ
て
心
に
留
め
る
と
き
に
、
な
お
味
わ
い
深
く
感
じ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

南
山
義
塾
は
新
島
の
大
学
設
立
運
動
に
も
協
力
し
た
地
元
の
有
志
が
子
弟
の
た
め
に
資
金

を
出
し
合
っ
て
作
っ
た
私
塾
だ
が
、
奇
し
く
も
現
在
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
に
あ
り
、

か
つ
て
は
そ
の
跡
地
を
同
志
社
女
子
大
学
が
所
有
し
て
い
た
。

こ
の
新
島
の
言
葉
を
、
私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
新
た
な
出
会
い
へ
と
向
か
う
際
の
、

新
島
の
祝
言
と
し
て
大
切
に
心
に
と
め
た
い
と
願
う
。

山
下
　
智
子
（
同
志
社
女
子
大
学
准
教
授
）

■�教員タル者己カ雀ノ如キ人物デアリ、� �

生徒ノ中ニ鶴ノ如キ
�



大　学
ハリス理化学館同志社ギャラリー 第22回企画展

「支え合う志」をつないで　―障がい学生支援制度発足20周年―
 今出川：2021年3月19日～5月23日　京田辺：2021年7月1日～10月31日
障がい学生支援制度発足20周年を迎えるにあたり企画展を開催
しました（障がい学生支援室（現スチューデントダイバーシテ
ィ・アクセシビリティ支援室）と同志社社史資料センターとの
共催）。本展は、障がい学生支援制度の20年の歴史とその前史
を振り返ることで、同志社がつないできた「支え合う志」を概観
し、今後の多様な障がい学生支援のあり方を考える機会となり
ました。

企画展の様子
（ハリス理化学館同志社

ギャラリー2階企画展示室）
山本覚馬建白写

（同志社大学図書館所蔵）
点字用タイプライター

 （スチューデントダイバーシティ・
アクセシビリティ支援室所蔵）

次第「ヘレンケラー女史
歓迎講演会」

（同志社女子大学 史料センター所蔵）

『2021年度　同志社研修・交流会』
 2021年6月30日

法　人

6月30日（水）、同志社研修・交流会をZoomで開催し、220名を超える教職員の参加が
あった。植木朝子大学長から「ダイバーシティキャンパスの実現に向けて」の演題で
基調講演が行われ、引き続き、「同志社 with コロナ」のテーマでコーディネータに圓
月勝博同志社一貫教育委員会委員長、パネリストに中川好幸小学校教諭、村上準中
学校・高等学校教諭、水上陽一香里中学校・高等学校教諭、そして講演者である植
木大学長も加わってパネルディスカッションが行われた。



中学校・高等学校

『京都医療センターとの学術交流等に関する包括連携協定を締結』
 2021年3月23日
同志社女子大学と独立行政法人国立病院機構京都医療センターは、学術交流等に関
する包括連携協定を締結し、本学京田辺キャンパスにて記者発表が行われました。
本協定は教育・研究及び医療等の全般における交流及び連携を推進し、相互の教育・
研究及び医療技術等の一層の進展と地域社会の発展に寄与することを目的としてい
ます。

女子大学

高校では、十分な感染症対策のもと、球技
大会を行いました。
幸い天候にも恵まれ、素晴らしい青春の一
日となりました。

昨年に引き続きコロナ禍で様々な行事が制
限される中、中学１年生の取り組みとして、
七夕の飾り付けを行いました。
生徒達の願いが叶えられる事を願っています。

『 球技大会』
 2021年6月7日『 七夕』

 2021年7月7日



『母の日礼拝』 2021年5月13日

女子中学校・高等学校

5月13日（木）の母の日礼拝に向けて、中高宗教部員が中心となりカーネーション徽章
の販売と献金を行いました。生徒同士が協力し合い、一生懸命行事に取り組んでい
る姿が印象的でした。礼拝当日は日本基督教団ゴスペルハウス教会の金度亨先生を
お招きしお話ししていた
だきました。

『2021年度入学式』 2021年４月９日

 

香里中学校・高等学校

コロナ禍の為、昨年は６月まで延期した
入学式を今年は４月９日（金）に中学校は
午前、高等学校は午後に分けて執り行い
ました。
参列者も各家庭１名と規制し、来校でき
ない方の為に動画配信も行いました。
生徒達はこれから始まる同志社香里での
生活に心弾ませていることだと思います。

前日までのカーネーション徽章と献金の会計 礼拝当日の献金呼びかけ

中学生の宣誓 高校生の宣誓

八田総長理事長の祝辞

徽章の販売・献金の様子 母の日礼拝講師奨励礼拝前の生徒達



国際中学校・高等学校

『日本文化の日』
 2021年6月21日

コミュニケーションホールにおいて、各部
が工夫をこらしての部紹介を行いました。

日本文化に触れるため、一日学校生活を浴
衣で過ごし、昼休みには「マスク着用浴衣
で集合写真」の企画を生徒会主催で、コロ
ナ禍の中、日程を分散して行いました。

（６月21日（月）高校３年生、22日（火）
高校２年生、24日（木）高校１年生、28日

（月）中学生）

『 中学生部紹介』
 2021年4月8日

国際学院

国際部：『Miyako Ecology Center』
 2021年4月7日

In April, we, G5 students went to the Miyako Ecology 
Center. We went there to learn more about plastic 
pollution for our exhibition. We all knew a lot already, 
but we wanted to know more about the ways in which 
Kyoto tries to help our planet. We found more 
information that really helped us be even more aware 
about how dangerous and big the problem of plastic 
pollution is. It was interesting to find new ideas on how 
we, and even you, can help the environment ourselves. 

新一年生が国際学院に入学して、２ヵ月が経ち
ました。子ども達は、初めての英語の授業にも
慣れてきて、積極的に発言する様子も見られる
ようになってきました。探究学習では、学校探
検をして自分が通う場所のコミュニティについ
て理解したり、朝顔を育てて命の大切さと生き
物を育てる責任を学んだりして、意欲的に学習
に取り組んでいます。新型コロナウイルスの影
響で、様々な制限がある中でも、前向きに活動
する子どもたちの姿が日々輝いています。

初等部：『新一年生の学校生活』
 2021年6月



『花の日礼拝』
 『七夕発表会』

 

幼稚園

6月16日（水）に花の日礼拝を行いました。
園児は各家庭から花束を持ち寄り、ホールに捧
げました。昨年はコロナ感染防止対策として時
間差で各学年が別々にホールや保育室で礼拝を
行いましたが、今年は感染対策を十分にとった
うえで、全園児がホールに集いたくさんの花束
を前に聖話を聞き、神様がいつも私たちを守っ
てくださり、美しい花をたくさん咲かせていた
だき、すべてのものに命を与えてくださったこ
とに感謝の気持ちを込めてお祈りを捧げまし
た。特に年少組にとっては、初めて聖話を聞き、
静かな雰囲気の中全園児で心を一つにして礼拝
をする貴重な機会となりました。

7月2日（金）、幼稚園リチャーズホールにて七夕発
表会を行いました。感染対策をとりながら時間差登
園を行い、舞台上で1学期間の遊びや生活のまとめ
として、それぞれが合奏や表現、歌の発表を披露し
ました。昨年は観客なしで園児だけで行った発表会
ですが、今年は園児1名に対して保護者1名が会場に
入り、子どもたちが力を発揮する姿を見てもらうこ
とができました。昨年に引き続き、コロナ禍におい
て数々の制約がありましたが、その中で試行錯誤を
しながら様々な活動を行い、友達と頑張ったり、一
つのものを作り上げていったりする経験を経て成長
できたことを嬉しく思います。

小学校

小学校のハーモニーウィーク（良心探求ウィーク）の一日として、花の日の礼拝を行
いました。私たちが多くの人の支えの中で生きていることを思い、まわりの方々へ
の感謝を新たにする時となりました。例年は子どもたち一人ひとりが持ち寄った花
を花束にしていましたが、今年は花の鉢植えを用意して、手作りのカードとともに
日ごろお世話になっている方々に感謝のメッセージを届けました。

『花の日礼拝』 2021年５月19日



私 の 志
（本文4〜7頁）イ ン タ ビ ュ ー の 2 人

松江で地域おこし事業に携わっています。学生時代は経済学
部。ゼミの調査で京焼の窯元を訪ねた時に触れた、「伝統は使
われなければ残らない」という言葉を思い出しています。

うつで仕事を辞めようかと悩んだ時、一緒に同志社で過ごした
幼なじみから言われました。「固定観念を捨て、もっとフォーカ
スして生きた方がいい」と。今は長野県の古民家に移住して古
着屋その他の仕事をしながら、持続可能な生き方を模索中です。

金
井
一
記
さ
ん

１
９
８
５
年
京
都
府
生
ま
れ
。同
志
社
中
学
・
高
校
を
経
て
２
０
０
８
年
、同
志
社
大
学
政
策
学

部
卒
業
。同
年
、株
式
会
社
キ
ー
エ
ン
ス
入
社
、２
０
１
０
年
１
月
退
職
。２
０
１
１
年
２
月
、母

方
の
実
家
で
あ
る
蕎
麦
の
老
舗
、本
家
尾
張
屋
に
入
社
。２
０
１
３
年
３
月
退
職
。２
０
１
７
年

10
月
、長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
に
移
住
。２
０
１
８
年
11
月
、辰
野
町
初
の
古
着
屋「
Ｏ 

ｔ
ｏ 

＆（
お
と
と
）」を
オ
ー
プ
ン
。２
０
２
０
年
６
月
、店
内
に「
Ｄ
Ｉ
Ｙ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

１
㎡
」を
設
置
。

河
野
美
知
さ
ん

１
９
７
７
年
京
都
府
生
ま
れ
。
２
０
０
１
年
、
同
志
社
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
株
式
会
社
に
入
社
。
報
道
部
に
所
属
し
、「
Ｔ
Ｓ
Ｋ
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の
キ
ャ
ス
タ

ー
を
８
年
間
担
当
。
２
０
０
３
年
、
Ｆ
Ｎ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
ス
賞
奨
励
賞
受
賞
。
２
０
１
０
年
退
職
後
、

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
動
。
２
０
１
１
年
、「
神
社
ガ
ー
ル
ズ
研
究
会
／
社
☆
ガ
ー
ル
」「
出

雲
神
話
☆
語
る
会
」
を
設
立
、
県
内
外
に
出
雲
地
方
の
歴
史・文
化
を
発
信
中
。
２
０
１
６
年
、「
八

百
万
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
「
株
式
会
社
ち
い
き
お
こ
し
」
を
設
立
。
２
０
１
７
年
よ
り
代
表

取
締
役
。
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義
・
中
川
吉
晴
著
／
16
・
17
世
紀
の
数
学
的
音
楽
理
論
・
大
愛
崇
晴
著
／
超
大
国 

中
国
の
あ
ゆ
み
・
厳
善
平
著
／
虫
た
ち
の
日
本

中
世
史
『
梁
塵
秘
抄
』
か
ら
の
風
景
・
植
木
朝
子
著
／
議
会
制
度
と
そ
の
運
用
に
関
す
る
比
較
研
究
・
武
藏
勝
宏
著
／
会
計
規
準
の
統
合
と

分
岐 

Ｅ
Ｕ
と
ド
イ
ツ
の
な
か
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
・
佐
藤
誠
二
著
／
百
人
一
首
を
読
み
直
す
２
―
言
語
遊
戯
に
注
目
し
て
―
・
吉
海
直
人
著
／
フ
ォ

ル
テ
ピ
ア
ノ 

19
世
紀
ウ
ィ
ー
ン
の
製
作
家
と
音
楽
家
た
ち
・
筒
井
は
る
香
著

建
物
案
内　

繋
真
館
（
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
）  

　
49

建
物
案
内　

継
志
寮
（
同
志
社
大
学
）  

　
50

同
志
社
の
逸
品　

幻
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築 

―
一
九
三
五
年
同
志
社
創
立
六
〇
周
年
記
念
計
画
― 

　
　

 
 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー　
51

　
　
　
　
　
　

　
　
２
０
２
１
年
度
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
春
季
公
開
講
演
会 

　
　
「
優
生
学
運
動
と
そ
の
遺
産
―
身
体
管
理
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
」  

 

小
野
　
直
子　
55

レ
ク
チ
ャ
ー



●
本
誌
で
は
学
校
法
人
同
志
社
の
各
学
校
名
か
ら
「
同
志
社
」
を
省
略
し
て
、
左
記
の
と
お
り
表
記
し
て
い
ま
す
。

大
学
＝
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
＝
同
志
社
女
子
大
学
、
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学

校
＝
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
＝

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
＝
同
志
社
小
学
校
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
学
院
国
際
部
＝
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・

同
志
社
国
際
学
院
国
際
部
、
幼
稚
園
＝
同
志
社
幼
稚
園

●
執
筆
者
等
の
役
職
・
職
位
は
２
０
２
１
年
10
月
１
日
現
在
、
大
学
広
報
課
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

  

同
志
社
創
立
150
周
年
記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た  
 

法
人
事
務
部
創
立
150
周
年
記
念
事
業
事
務
室　
62

　
　

  

学
生
の
多
様
な
個
が
輝
く
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て  

―
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
開
設
―  

 

阪
田
真
己
子　
64

　
　

  「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」と
い
う
授
業
に
つ
い
て  

 

牛
渡
　
克
之　
66

　
　

  
創
造
的
な
学
び
で「
教
科
の
壁
」に
風
穴
を 

～
数
学
×
地
理
コ
ラ
ボ
の
取
り
組
み
～  

 

篠
原
　
貴
明　
68

　
　

  
高
校
生
が
語
る「
人
生
」と
は
…
？  

～
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
主
権
者
教
育
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～  

 

中
　
　
優
己　
70

　
　

  

ス
プ
リ
ン
グ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ  

 

米
澤
　
利
聡　
72

　
　

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
１
開
催  

 

大
学
入
学
課　
74

　
　
看
護
学
研
究
科
の
助
産
学
生
チ
ー
ム
、「
日
本
助
産
学
会
賞
」を
受
賞  

 

眞
鍋
え
み
子　
75

　
　
生
と
性
と
死
の
学
び
～
デ
ジ
タ
ル
全
盛
時
代
に
敢
え
て
～  

 

田
邉
　
利
幸　
76

　
　

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
の
試
合
観
戦
対
応
に
つ
い
て 

―
香
里
中
高
サ
ッ
カ
ー
部
の
取
り
組
み
―  

 

新
井
　
　
翼　
77

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
入
試
広
報
活
動  

 

吉
田
　
和
高　
78

　
　
北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
単
複
出
場
、
一
年
生
の
挑
戦  

 

古
城
　
正
裕　
79

　
　
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部 

家
族
で
ス
ク
ー
ル
ツ
ア
ー  

 

西
村
　
孝
次　
80

　
　
諦
め
な
け
れ
ば
、
何
で
も
で
き
る
～
音
楽 with 

コ
ロ
ナ
～  

 

江
藤
─
ブ
ラ
ウ
ン
多
恵　
81

同
志
社
ナ
ウ



4

異
な
る
世
界
を
体
験
し
て

う
つ
を
克
服

─
─
卒
業
後
の
歩
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

金
井　
学
生
時
代
は
資
本
主
義
の
申
し
子
み
た

い
な
人
間
で
し
た
。
就
職
後
は
、
配
属
さ
れ
た

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の
営
業
部
門
で
、
同
期
の
中
で

も
ト
ッ
プ
を
達
成
し
ま
し
た
。
で
も
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は
大
き
く
、
12
カ
月
連
続
で

目
標
達
成
を
し
た
後
に
少
し
成
績
が
落
ち
る
と
、

た
ち
ま
ち
肩
を
叩
か
れ
た
。
母
の
実
家
で
あ
る

本
家
尾
張
屋
を
将
来
的
に
継
ぐ
話
も
あ
っ
た
の

で
、
１
年
10
カ
月
で
退
職
し
ま
し
た
。
尾
張
屋

で
は
仕
事
に
手
ご
た
え
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

社
長
と
経
営
方
針
が
合
わ
な
く
な
り
、
結
果
的

に
う
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

─
─
そ
れ
で
尾
張
屋
を
辞
め
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

金
井　
そ
れ
か
ら
は
住
み
込
み
の
季
節
労
働
者

で
す
。
冬
か
ら
春
は
沖
縄
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収

穫
、
そ
の
後
は
月
ヶ
瀬
で
茶
摘
み
、
夏
は
富
士

山
の
山
小
屋
、
秋
は
北
海
道
で
鮭
や
ホ
タ
テ
漁
。

す
べ
て
貯
金
で
き
る
し
、
ど
ん
な
に
辛
く
て
も

２
、
３
カ
月
先
に
は
終
わ
り
が
来
る
。
そ
し
て

お
金
が
貯
ま
れ
ば
海
外
へ
行
く
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
が
当
時
の
僕
の
精
神
状
態
に
は
良
か
っ
た
。

生
き
て
い
る
実
感
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
人
に

も
た
く
さ
ん
出
会
え
ま
し
た
。
会
社
時
代
に
自

分
の
価
値
基
準
に
し
て
い
た
頭
の
良
し
悪
し
な

ど
は
関
係
の
な
い
、
新
し
い
世
界
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
海
外
で
も
い
ろ
ん
な
経
験
を

し
て
、
う
つ
が
治
り
ま
し
た
。
怒
り
や
す
い
性

格
も
穏
や
か
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
生
活
を
４

年
半
送
り
、
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
き
た
く
な
っ
て

ご
縁
が
あ
っ
た
の
が
長
野
で
し
た
。

─
─
辰
野
町
は
移
住
者
受
け
入
れ
に
積
極
的
な

の
で
す
か
。

金
井　
ス
ー
パ
ー
公
務
員
や
Ｕ
タ
ー
ン
組
の
一

級
建
築
士
な
ど
が
軸
と
な
り
、
移
住
施
策
を
精

力
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
働
き
に
よ
っ

て
移
住
世
帯
数
は
大
き
く
増
え
、
町
の
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
た
１
６
０
軒
の
８
割
が
成
約

済
み
。
全
国
で
も
稀
な
成
功
例
で
す
。
東
京
か

ら
バ
ス
で
３
時
間
と
便
利
な
立
地
だ
し
、
今
は

何
か
が
起
こ
り
そ
う
と
い
う
予
感
に
惹
か
れ
て
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
た
ち
の
移
住
も
多
い
。

ア
メ
リ
カ
の
大
手
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
企

業
も
視
察
に
来
る
ほ
ど
の
、
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
る
町
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

─
─
金
井
さ
ん
も
地
域
お
こ
し
活
動
に
参
加
し

て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。

金
井　
僕
は
あ
く
ま
で
も
民
間
に
い
て
、
面
白

い
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
隊
や
、
地
域
お
こ
し
の

会
社
な
ど
と
一
緒
に
活
動
す
る
立
場
で
す
。「
町

の
遊
撃
手
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
に
は
、
一
日
限
定
の「
ト
ビ
チ
商
店
街
」と
い

う
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り

長野県の山里から社会を変える

自分も家族も、店も町も。
持続可能な生き方を
模索する。

金
か な

 井
い

 一
か ず

 記
き

 さん
古着屋

グローバル企業のトップ営業職から京都の超老舗の
後継者候補に。そして長野県上伊那郡辰野町の山里
へ移住。現在は築150年の古民家で古着屋やライブハ
ウスを営み、地域おこしにも参加中。自由な生き方
を選択した背景を伺いました。

私 の 志



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

5

に
な
っ
て
い
る
下
辰
野
商
店
街
の
空
き
店
舗
17

軒
を
活
用
し
、
10
年
後
の
商
店
街
の
賑
わ
い
を

一
日
だ
け
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
僕
は
そ

の
う
ち
の
１
軒
を
借
り
て
、
バ
ー
と
カ
フ
ェ
と

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
古
着
屋
を
し
ま
し
た
。
10
年

後
の
姿
を
決
め
れ
ば
、
後
は
そ
れ
に
向
か
っ
て

進
む
だ
け
と
い
う
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
ま
す
。

県
内
外
か
ら
４
０
０
０
人
が
訪
れ
、
手
ご
た
え

を
感
じ
ま
し
た
。

心
を
病
み
や
す
い 

社
会
構
造
を
変
え
る
た
め
に

─
─
店
名
の
由
来
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

金
井　
移
住
し
て
生
活
設
計
を
考
え
た
時
、
好

き
な
音
楽
と
、
十
の
小
さ
な
仕
事
で
生
き
て
い

こ
う
と
決
め
ま
し
た
。
会
社
勤
め
の
時
の
よ
う

に
、
利
益
追
求
に
汲
々
と
す
る
仕
事
は
し
た
く

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
一
つ
ず
つ
が
小
さ
な
商
い

な
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
少
な
く
て
す
む
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
減
ら
せ
ば
、
そ
れ
だ
け

自
由
な
時
間
が
増
え
ま
す
。「
Ｏ 

ｔ
ｏ 

＆（
お

と
と
）」は
漢
字
で
書
く
と「
音
十
」。「
十
」は
10

だ
し
、「
プ
ラ
ス
」に
も
見
え
る
。
だ
か
ら
音
＋

サ
ム
シ
ン
グ
で
も
あ
る
し
、
音
と
十
個
の
仕
事

で
も
あ
る
ん
で
す
。

─
─
仕
事
は
い
く
つ
に
な
り
ま
し
た
か
。

金
井　
好
き
な
古
着
屋
に
始
ま
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
カ

フ
ェ
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
テ

ニ
ス
コ
ー
チ
、
庭
の
剪
定
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な

ど
、
10
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
宿
泊
と
飲
食
の

代
金
は
寄
付
制
で
す
。
少
な
め
に
寄
付
し
て
も

ら
い
、
少
し
で
も
得
を
し
た
と
思
っ
て
帰
っ
て

ほ
し
い
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
次
に
友
人
を
連

れ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
寄
付
さ
れ
た
お
金
を
適

正
に
使
っ
て
い
る
証
拠
と
し
て
、
レ
シ
ー
ト
の

公
開
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
生
活
は
ほ
ぼ
回

っ
て
い
ま
す
。

─
─
自
由
な
生
き
方
を
追
求
す
る
根
源
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

金
井　
僕
も
そ
う
で
し
た
が
、
僕
の
妹
も
、
同

じ
く
同
志
社
に
行
っ
た
い
と
こ
も
、
社
会
に
出

て
か
ら
う
つ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ

り
、
社
会
が
お
か
し
い
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

心
を
病
み
や
す
い
社
会
構
造
を
変
え
た
い
。
僕

は
一
度
完
全
に
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
、
今
は

再
び
社
会
の
歯
車
と
噛
み
合
う
場
所
を
探
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
思
う
の
は
、
ま
ず

自
分
の
幸
せ
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て

自
分
の
イ
ン
ナ
ー
ピ
ー
ス
を
少
し
ず
つ
周
囲
に

広
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
な

り
、
世
界
に
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
と
信
じ
て
行

動
し
た
い
で
す
。

─
─
ど
う
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
ま
す
か
。

金
井　
自
分
か
ら
先
に
与
え
る
こ
と
で
す
。
最

近
の
若
者
は
セ
ン
ス
が
い
い
の
で
、
こ
ち
ら
が

見
返
り
を
期
待
し
て
手
を
差
し
出
す
と
、
魂
胆

に
気
づ
い
て
引
か
れ
ま
す
。
ま
ず
こ
ち
ら
か
ら

邪
心
を
捨
て
て
飛
び
込
む
。
裸
で
生
き
続
け
る
。

─
─
今
の
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

金
井　
つ
い
最
近
、
結
婚
し
ま
し
た
。
十
の
生

業
で
、
一
人
で
生
き
て
い
け
る
の
は
分
か
り
ま

し
た
。
次
は
二
人
で
、
そ
し
て
将
来
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
三
人
で
生
き
て
い
け
た
ら
、
ま
さ
に

持
続
可
能
な
生
活
で
す
。
心
も
持
続
可
能
に
な

れ
る
。
そ
ん
な
生
き
方
に
ト
ラ
イ
し
た
い
。
こ

れ
は
物
心
つ
い
た
頃
に
は
既
に
バ
ブ
ル
が
崩
壊

し
て
い
た
僕
た
ち
世
代
の
戦
い
、
持
た
ざ
る
者

の
戦
い
で
す
。
そ
し
て
食
料
自
給
率
の
高
い
土

地
で
暮
ら
せ
ば
、
サ
バ
イ
バ
ル
な
状
況
に
な
っ

て
も
生
き
て
い
け
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
人
間
と

し
て
根
本
的
な
、
生
き
る
自
信
に
な
り
ま
す
。

─
─
人
生
に
悩
む
若
い
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

金
井　
「
や
ば
そ
う
な
ら
、
す
ぐ
逃
げ
や
」と
言

い
た
い
で
す
ね
。
社
会
や
環
境
に
違
和
感
を
感

じ
た
ら
、
そ
の
感
覚
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

資
本
第
一
主
義
は
も
う
崩
壊
寸
前
で
す
。
今
の

社
会
が
壊
れ
て
次
に
何
が
来
る
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
と
き
に
備
え
て
身
の
こ
な
し
を

軽
く
し
て
お
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
２
０
２
１
年
７
月
１
日
、
長
野
県
に
て
）
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ゼ
ミ
で
学
ん
だ 

伝
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
原
点

─
─
同
志
社
時
代
の
思
い
出
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

河
野　
西
村
卓
先
生
の
ゼ
ミ
で
京
都
の
経
済
史

を
学
び
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
金
平

糖
屋
や
京
焼
の
窯
元
を
訪
れ
、
伝
統
が
守
ら
れ

て
き
た
歴
史
を
取
材
し
て
卒
論
に
。
調
査
を
通

じ
て
人
の
思
い
を
伝
え
る
仕
事
の
面
白
さ
を
知

っ
た
の
が
、
報
道
の
道
に
進
ん
だ
原
点
で
す
。

─
─
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を

さ
れ
ま
し
た
か
。

河
野　
最
初
は
警
察
担
当
の
記
者
と
し
て
鍛
え

ら
れ
、
の
ち
に「
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」と
い
う

夕
方
の
帯
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

夫
が
選
挙
に
出
馬
す
る
の
を
機
に
退
職
し
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
を
経
て
、
い
つ
し
か

地
域
お
こ
し
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

─
─
松
江
・
出
雲
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
か

れ
る
過
程
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
野　
昔
か
ら
神
社
巡
り
が
好
き
な
ん
で
す
。

出
雲
国
風
土
記
に
登
場
す
る
神
社
だ
け
で
も
約

４
０
０
社
。
こ
の
歴
史
的
な
地
域
を
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
て
掘
り
下
げ
た
い
と
、
テ
レ
ビ
局
時

代
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
２
０
１
１
年
、

古
事
記
や
出
雲
国
風
土
記
に
関
わ
る
神
社
や
史

跡
を
巡
る
女
性
の
サ
ー
ク
ル「
神
社
ガ
ー
ル
ズ
研

究
会
」、
略
し
て「
社
☆
ガ
ー
ル
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
現
在
メ
ン
バ
ー
は
約
80
名
い
て
、
神
社

巡
り
や
会
報
誌
の
発
行
、
神
社
巡
り
ガ
イ
ド
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
島
根
県
神
社
庁
か
ら
依
頼

さ
れ
て
庁
報
に
寄
稿
し
た
り
、
行
政
か
ら
も
ガ

イ
ド
の
依
頼
が
来
た
り
し
て
い
ま
す
。

─
─「
株
式
会
社
ち
い
き
お
こ
し
」設
立
の
経
緯

も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

河
野　
こ
の
社
☆
ガ
ー
ル
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

私
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
人

と
経
営
者
な
ど
７
人
が
集
ま
り
、
松
江
を
元
気

に
す
る
活
動
を
始
め
た
の
が
出
発
点
で
し
た
。

そ
の
際
感
じ
た
の
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
不
足
で
す
。
伝

統
の
あ
る
ま
ち
で
す
か
ら
、
意
思
決
定
を
す
る

年
配
の
方
は
多
い
で
す
。
た
だ
、
実
際
に
動
く

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
本
当
に
少
な
い
。
ま
ず
は
私
た

ち
と
一
緒
に
動
い
て
く
れ
る
若
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

育
成
す
る
の
が
会
社
設
立
の
目
的
の
一
つ
で
し
た
。

も
う
一
つ
の
目
的
は
、
松
江
市
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
松
江
に
来
ら
れ
る
協

力
隊
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
一
級
建
築
士
、
Ｉ
Ｔ

企
業
で
働
い
て
い
た
方
な
ど
、
豊
か
な
キ
ャ
リ

ア
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、
地
元
と

の
繋
が
り
が
な
い
た
め
、
任
期
終
了
後
の
定
住

に
な
か
な
か
至
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
彼
ら
と
既

存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋
げ
る

自分が楽しいと周囲も楽しい

人と人を繋いで
神話と歴史のまちを
再生する

河
こ う

 野
の

 美
み

 知
ち

 さん
まちづくり会社経営

学生時代に「伝える面白さ」を知ってテレビ局に入社。
現在は松江市で地域の魅力を発信しながら地域おこ
しの会社を経営する卒業生に、志を伺いました。

私 の 志
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の
が
私
た
ち
の
役
目
で
す
。
協
力
隊
が
生
み
出

し
た
地
域
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
場
所

と
し
て
、
玉
造
温
泉
街
に
松
江
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ「
八や
お
よ
ろ
ず

百
万
マ
ー
ケ
ッ
ト
」も
オ
ー
プ
ン
。
こ
の

シ
ョ
ッ
プ
が
会
社
の
主
軸
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

マ
ッ
チ
ン
グ
で
生
じ
る
活
力
が 

ま
ち
を
動
か
す

─
─
松
江
に
来
ら
れ
て
20
年
。
今
、
松
江
に
は

ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
。

河
野　
松
江
は
観
光
資
源
や
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
ま
ち
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
全
体
に
貪
欲

さ
が
不
足
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
京
都
に
は

大
学
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
若
い
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
彼
ら
は
古
さ
と
新
し
さ
を
掛
け
合

わ
せ
、
融
合
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の「
×
か
け
る

」と

い
う
マ
ッ
チ
ン
グ
が
、
松
江
に
は
も
っ
と
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
伝
統
を
守

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
─
河
野
さ
ん
は
、
ど
ん
な「
か
け
る
」を
し
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

河
野　
地
元
の
人
が
楽
し
ん
で
い
な
い
と
、
外

か
ら
来
る
観
光
客
に
そ
れ
が
伝
わ
り
ま
す
。
ま

ず
は
地
元
が
楽
し
ま
な
け
れ
ば
。
そ
こ
で
昨
年
、

「
宍
道
湖
サ
ン
セ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」を
開
設
し
ま
し

た
。
夕
日
に
き
ら
め
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の

店
舗
で
、
宍
道
湖
の
夕
日
が
見
ら
れ
る
日
限
定

の
営
業
で
す
。
夕
日
そ
の
も
の
が
素
敵
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
地
元
の
人

た
ち
に
伝
え
た
い
。
地
元
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
、
地
元
に
も
っ
と
誇
り
を
持
と
う
と
い
う
、

社
☆
ガ
ー
ル
の
趣
旨
と
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
社

会
実
験
な
ん
で
す
。
普
段
は
何
も
な
い
公
園
に

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、
人
の
賑
わ
い

と
満
足
度
の
変
化
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

─
─
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

河
野　
地
元
の
人
の
デ
ー
ト
コ
ー
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。
近
く
に
階
段
状
の
護
岸
の
夕
日
ス
ポ

ッ
ト
が
あ
り
、
日
没
時
に
は
京
都
の「
鴨
川
等

間
隔
の
法
則
」み
た
い
に
人
が
座
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
拡
散
し
て
く
だ
さ

る
の
で
、
松
江
の
観
光
名
所
み
た
い
に
な
り
ま

し
た
。
当
初
は
２
年
間
の
予
定
で
始
め
た
社
会

実
験
で
し
た
が
、
今
後
も
本
設
し
て
ほ
し
い
と

市
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

─
─
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
は
激
減
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

河
野　
昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
中
は
八
百

万
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
改
装
し
て
、
店
内
の
半
分
を

ジ
ュ
ー
ス
工
場
に
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
注
力
し

て
い
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
促
進
す

る
よ
う
に
な
り
、
商
品
の
食
べ
方
や
産
地
を
紹

介
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
開
設
。
も

ち
ろ
ん
自
分
で
出
演
も
し
て
い
ま
す
。
社
☆
ガ

ー
ル
も
活
動
機
会
が
減
っ
た
た
め
、
昨
年
11
月
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
財
団
が
開
催
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝
に
協
力
し
ま
し
た
。
出
雲

市
に
あ
る
有
名
な
万ま

ん

九く

千せ
ん

神
社
と
中
継
を
つ
な

ぎ
、
私
が
ス
タ
ジ
オ
で
神
社
の
歴
史
や
魅
力
を

紹
介
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
て
大
好
評
で
し
た
。

─
─
志
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

河
野　
「
伝
え
た
い
」と
い
う
思
い
で
す
。
伝
え

る
仕
事
が
私
を
最
も
生
か
せ
る
場
で
す
。
同
時
に
、

あ
ま
り
自
ら
望
ん
で
は
だ
め
だ
な
と
思
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
人
が
与
え

て
く
だ
さ
る
も
の
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
る

と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
ご
縁
や
仕
事
が
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
ご
縁
に
導
か

れ
て
私
は
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
思
う
と
、
地

域
や
支
え
て
く
だ
さ
る
人
へ
の
感
謝
も
自
然
に

育
ち
ま
し
た
。

─
─
読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
野　
与
え
ら
れ
た
環
境
を
楽
し
ん
で
生
き
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
楽
し
ん

で
い
る
こ
と
が
周
囲
に
伝
わ
れ
ば
、
そ
の
方
た

ち
も
楽
し
く
な
っ
て
、
新
し
い
こ
と
に
気
づ
く

心
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
で
も

親
が
楽
し
ん
で
い
る
と
、
子
ど
も
も
何
と
な
く

楽
し
い
も
の
で
す
か
ら
ね
。

 

（
２
０
２
１
年
７
月
６
日
、
松
江
市
に
て
）
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夫
す
る
力
、
表
現
力
の
育
成
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
教
科
学
習
の
定
着
度
を
重
視
す
る
従

来
の
学
力
観
か
ら
、
自
分
で
考
え
、
周
囲
と
協

働
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
し
て
合
意
形
成
を
図

っ
て
い
く
力
が
、
よ
り
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

文
科
省
で
も
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
、
主

体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
に
、
こ
れ
ま
で
の
知

識
・
技
能
を
加
え
て
「
学
力
の
三
要
素
」
と
位

置
付
け
、
新
し
い
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
行

う
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て

中
学
受
験
も
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
東
大

や
京
大
を
ト
ッ
プ
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中

で
の
大
学
合
格
実
績
や
学
歴
だ
け
で
は
、
多
様

化
し
た
社
会
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方

の
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
も

か
な
り
多
様
化
し
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
学
の
多
様
性
に
目
を
向
け
て
、
幅
広
い
視
野

で
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
我
が
子
を

学
ば
せ
た
い
と
い
う
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

竹
山
●
21
世
紀
型
教
育
と
中
学
入
試
の
多
様
化

に
つ
い
て
は
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

富
田
●
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
く
従
来
型

の
学
力
観
に
加
え
て
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深

い
学
び
の
授
業
を
し
た
い
と
考
え
る
私
学
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ま

未
来
社
会
に
対
応
で
き
る

中
等
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の

竹
山
●
本
日
は
社
会
経
済
状
況
の
変
容
か
ら
見

た
教
育
の
あ
り
方
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
、
２
０
３
０
年
代
に
求
め
ら
れ
る

中
等
教
育
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
富
田

さ
ん
か
ら
大
学
入
試
改
革
と
中
学
受
験
に
つ
い

て
、
長
い
取
材
経
験
を
基
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

富
田
●
私
は
約
30
年
間
、「
私
立
中
高
進
学
通

信
」
と
い
う
中
学
受
験
情
報
誌
の
編
集
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
５
０
年
に
日
本
の
人
口

は
１
億
人
を
割
り
込
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
さ
ら
な
る
進
展
や
Ａ
Ｉ
に
よ

る
代
替
作
業
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
今
の
中
学

受
験
生
は
40
歳
前
後
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
未

来
を
考
え
る
と
、
学
校
選
び
も
変
化
し
て
き
て

い
い
。
か
つ
て
は
良
質
で
均
質
な
サ
ー
ビ
ス
を

大
量
か
つ
安
価
に
提
供
す
る
ス
キ
ル
が
社
会
で

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代
は
そ
れ
が
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
へ
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
中
高
時
代
か
ら
、
幅
広

い
視
野
、
深
い
教
養
、
洞
察
力
や
感
受
性
、
工

●出席者 富
と み

田
た

亮
りょう

氏　エデュケーショナルネットワーク（R&Dセンターシニアアナリスト）

 松
ま つ

原
ば ら

和
か ず

之
ゆ き

氏　コアネット教育総合研究所　

 岸
き し

田
だ

康
や す

子
こ

氏　学校法人立命館 一貫教育部副部長　

 竹
た け

山
や ま

幸
ゆ き

男
お

氏　同志社中学校・高等学校副校長　

座談会  これからの一貫教育

選ばれる学校とは？―2030年代に
求められる中等教育を探る
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で
の
４
科
型
な
ど
の
筆
記
試
験
の
入
試
か
ら
、

適
性
検
査
型
入
試
、
自
己
推
薦
入
試
、
思
考
力

入
試
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
入
試
形
態
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。
品
川
女
子
学
院
で
は
、
教
室

で
議
論
を
す
る
際
、
教
科
入
試
＋
読
解
・
論
述

の
表
現
力
・
総
合
型
入
試
に
よ
る
合
格
者
が
グ

ル
ー
プ
に
１
人
い
る
と
意
見
交
換
、
合
意
形
成

が
活
発
に
な
り
、
学
校
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
く
と
聞
き
ま
し
た
。

竹
山
●
特
に
印
象
的
な
入
試
は
あ
り
ま
す
か
。

富
田
●
生
徒
にiPad

を
渡
し
、
そ
の
場
で
調

べ
て
自
分
の
考
え
を
書
か
せ
る
と
い
う
入
試
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
た
子

ど
も
が
い
る
の
か
を
幅
広
く
見
よ
う
と
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
大
学
入
試
を
考
え
た

場
合
、
18
歳
時
点
で
の
能
力
測
定
に
お
い
て
は
、

多
様
な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
渋
谷
教

育
学
園
幕
張
の
校
長
先
生
に
う
か
が
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
従
来
型
の
学
力
観
に
相
当
す
る
認
知

能
力
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
意
欲
、
態

度
、
姿
勢
を
含
む
非
認
知
能
力
も
大
き
な
割
合

を
占
め
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

中
学
・
高
校
で
ど
う
培
っ
て
い
く
の
か
が
、
日

本
の
中
学
入
試
で
も
問
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
自
立
し
た
学
習
者
」
と
学
校
に

求
め
ら
れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

竹
山
●
松
原
さ
ん
か
ら
は
、
中
等
教
育
の
新
た

な
潮
流
に
つ
い
て
お
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
原
●
子
ど
も
た
ち
は「
未
来
か
ら
の
留
学
生
」

で
す
。
20
年
後
の
未
来
に
社
会
で
活
躍
し
て
い

る
人
た
ち
が
、
20
年
前
の
今
、
中
学
・
高
校
で

ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
れ
ば
よ
か
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
、
学
校
は
し
っ
か
り
と
理
解
し
教

育
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
今
の
子

ど
も
た
ち
は
将
来
に
そ
れ
ほ
ど
期
待
を
持
て
て

い
ま
せ
ん
。
今
を
楽
し
む
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
価
値
観
が
あ
り
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
は

将
来
に
期
待
が
持
て
た
か
ら
我
慢
や
努
力
が
で

き
た
が
、
今
の
日
本
は
高
度
経
済
成
長
な
ど
望

め
な
い
。
子
ど
も
も
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
に
、
将
来
活
躍
す
る
た
め
に
は

よ
い
大
学
へ
と
い
う
よ
う
な
進
路
指
導
だ
け
で

は
、
子
ど
も
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
て
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
「
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
そ
そ

る
様
な
魅
力
的
な
授
業
」
を
す
る
こ
と
が
、
今

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
話

は
変
わ
り
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
環
境
を
作
る

た
め
にSD

G
s

が
示
さ
れ
、
一
方
で
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
基
盤
と
し
た
未
来
社
会
“Society 

5.0

”
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。SD

G
s

は
環
境

の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
人
権
や
平
等
の
問
題

で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
後
も
技
術
を
ど

ん
ど
ん
手
に
入
れ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
使
い

途
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。SD

G
s

と
い

う
「
持
続
可
能
性
度
」
とSociety 5.0

度
つ
ま

り
「
技
術
発
展
度
」
の
、
両
方
を
高
め
て
い
く

べ
き
で
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
機
に
こ
れ
ま
で

の
社
会
を
見
直
し
、
よ
り
よ
い
社
会
に
変
え
て

い
く
べ
き
で
す
。

竹
山
●
ど
う
変
え
て
い
け
ば
い
い
で
す
か
。

松
原
●
教
育
界
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
進
め
る

“Education2030

”
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、SD

G
s

の
２
０
３
０
年
の
達
成
目
標

富田　亮氏
エデュケーショナル
ネットワーク
（R&Dセンターシニアアナリスト）
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と
も
理
念
が
重
な
り
あ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
“W

ell-Being
”、
つ
ま
り
人

間
も
地
球
環
境
も
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
“A

gency
”、

つ
ま
り
「
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動
し
て
、

責
任
を
も
っ
て
社
会
変
革
を
実
現
し
て
い
く

力
」
が
必
要
だ
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
３
つ
の
行
動
特
性
と
し
て
、
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
、
対
立
や
ジ
レ
ン
マ

を
克
服
す
る
力
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
力
。

こ
れ
ら
３
つ
の
行
動
特
性
が
必
要
と
言
わ
れ
、

非
認
知
能
力
も
含
め
た
、
多
様
な
資
質
・
能
力

を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
。
必
ず
一
つ
あ

る
正
解
を
い
か
に
早
く
見
つ
け
る
か
と
い
う
教

育
は
終
わ
り
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

視
さ
れ
る
時
代
で
す
。
早
く
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

深
く
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
は
世
の
中

の
諸
問
題
に
対
し
て
生
徒
が
主
体
的
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
、
そ
れ
を
先
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う

な
形
に
教
育
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
学
校
は
教
え
る
場
か
ら
学
ぶ
場
へ
、

教
師
主
体
か
ら
生
徒
主
体
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

生
徒
が
学
ん
で
何
か
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
目
的
な
の
で
す
。
教
師
に
依
存
し
た
学
習

者
で
は
な
く
、「
自
立
し
た
学
習
者
」
を
育
て

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
求
め
ら

れ
ま
す
。
学
校
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
必
要
で

す
。

竹
山
●
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
た
め
に
は

何
が
必
要
で
す
か
。

松
原
●
自
分
で
課
題
に
取
り
組
む
機
会
を
増
や

す
、
探
究
的
な
学
び
を
す
る
、
行
事
や
部
活
で

も
自
分
た
ち
で
考
え
さ
せ
る
。
そ
し
て
一
番
大

事
な
の
が
、
成
功
や
失
敗
を
通
じ
て
自
己
評
価

し
、
振
り
返
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
メ
タ
認
知
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
友
だ
ち
か
ら
相
互
評
価
さ
れ
た
り
先
生

か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
自
分
を
客
観
的
に
評
価
で
き
る
様
に

な
る
こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て

先
生
は
、
次
の
段
階
の
課
題
を
助
言
し
て
あ
げ

れ
ば
い
い
。
そ
う
し
た
学
び
を
し
て
い
く
に
は
、

習
得
学
習
と
探
究
学
習
の
両
立
が
必
要
で
す
。

確
か
な
基
礎
知
識
の
上
に
、
自
分
で
考
え
て
自

分
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
探
究
を
行
う
。
習

得
学
習
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
て
個
別
最
適

な
学
び
を
行
い
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
時
間
を
使

っ
て
、
探
究
学
習
は
協
働
的
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
ブ
レ
ン
ド
型
の
学
習
が
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
そ
し
て
学
校
に

は
、
社
会
に
開
か
れ
た
学
び
を
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
社
会

環
境
の
中
で
、
先
生
こ
そ
が
先
ず
自
立
を
求
め

ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
一
般
的
に
は
、
生
徒

の
成
長
を
促
す
の
が
好
き
な
先
生
よ
り
も
、
教

科
を
教
え
る
の
が
好
き
な
先
生
の
方
が
多
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
教
科
学
習
以
前
の
、
学

び
方
や
学
ぶ
意
欲
を
伸
ば
す
教
育
が
大
切
で
す
。

先
生
方
も
授
業
の
準
備
や
保
護
者
対
応
な
ど
で

余
裕
が
な
い
の
で
は
と
感
じ
ま
す
が
、
構
造
上

の
問
題
に
も
解
決
策
を
見
出
し
、
自
立
し
て
学

び
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
た
な
学
び
を
切
り
拓
く
教
員
を

支
援
す
る
制
度
構
築

竹
山
●
そ
れ
で
は
、
立
命
館
学
園
の
一
貫
教
育

松原　和之氏
コアネット教育総合研究所



特
集
　
こ
れ
か
ら
の
一
貫
教
育

特集

11

竹
山
●
附
属
校
教
員
の
研
修
制
度
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
す
か
。

岸
田
●
研
修
を
業
務
と
位
置
付
け
て
、
新
任
教

員
対
象
に
は
着
任
す
る
前
に
学
校
を
見
学
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
赴
任
時
に
は
同
期
入
職
の
教

員
が
所
属
校
を
超
え
て
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
と
い
う
国
際
性
豊
か
な
場
で
宿
泊
研
修
を

行
っ
た
り
、
そ
の
後
は
月
１
回
の
立
命
館
主
催

の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
年
主
任
・
分
掌
主
任
向
け
の
「
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
」、
教
頭
以
上
を
対
象
に
し

た
「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
自
主
的
な
研
究
会
の
要
望
が
あ

れ
ば
学
園
と
し
て
も
支
援
し
ま
す
。
教
職
大
学

院
が
あ
り
ま
す
の
で
、
附
属
各
校
の
応
募
者
か

ら
選
抜
し
て
、
学
費
を
一
貫
教
育
部
が
、
給
与

は
法
人
が
負
担
し
、
研
修
員
と
し
て
学
び
と
実

を
教
え
る
の
が
役
目
と
思
っ
て
い
る
先
生
方
に

は
、
さ
ら
に
、
創
造
的
、
魅
力
的
、
先
進
的
な

教
育
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
も
大
切
に
し
て
し
っ
か
り
休

養
を
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
先

生
方
の
や
り
が
い
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ど
ち
ら

も
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
少
々
欲
張
っ
て
教

職
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
の

立
命
館
ら
し
い
「
働
き
方
改
革
」
と
研
修
の
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
制
度
を
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
1
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

度
を
労
使
合
意
の
も
と
導
入
し
、
勤
務
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
２
５
０
時
間
の
「
働
き

方
改
革
推
進
休
暇
」
と
い
う
時
間
休
の
新
設
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
、
ク
ラ

ブ
活
動
の
指
導
体
制
に
留
ま
ら
ず
、
新
し
い
ク

ラ
ブ
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い

ま
す
。
出
産
・
育
児
・
介
護
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
際
し
て
も
、
社
会
と
一
定
程
度
つ
な
が

り
つ
つ
、例
え
ば
、社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
「
閉

じ
た
」
状
況
で
子
育
て
等
を
行
う
の
で
は
な
い

「
立
命
館
ら
し
い
あ
り
方
」
を
考
え
て
い
ま
す
。

先
生
方
の
意
識
は
随
分
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
と
し
て
の
生
活
感
覚
み
た
い
な
も
の
を
取

り
戻
し
て
こ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

部
に
お
ら
れ
る
岸
田
先
生
に
、
未
来
に
向
け
た

中
等
教
育
を
支
え
る
教
員
の
養
成
、
職
場
環
境

整
備
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

岸
田
●
立
命
館
と
い
う
総
合
学
園
で「
つ
な
ぐ
」

と
「
支
え
る
」
役
割
を
担
う
の
が
一
貫
教
育
部

で
す
。
こ
こ
で
仕
事
を
す
る
身
と
し
て
、
ま
ず

は
大
人
が
も
っ
と
自
由
に
な
る
必
要
を
感
じ
て

い
ま
す
。
立
命
館
学
園
で
は
２
０
２
０
年
に
向

け
て
様
々
な
壁
や
境
界
を
越
え
て
「
自
分
を
超

え
る
、
未
来
を
つ
く
る
。Beyond Borders

宣
言
」
を
行
い
、
学
園
の
理
念
を
示
す
立
命
館

憲
章
を
踏
ま
え
て
、
現
在
は
２
０
３
０
年
に
向

け
て
「
挑
戦
を
も
っ
と
自
由
に
」
と
い
う
学
園

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
「
異
な
る
価
値
観

を
認
め
あ
い
摩
擦
を
恐
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
限

界
を
超
え
て
い
く
」
フ
ェ
ー
ズ
に
き
て
い
ま
す
。

教
員
が
「
教
え
る
」
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。

教
員
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
な
ど

の
資
質
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
私
た

ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
が
、
多
様
な
他
者
へ

敬
意
を
持
ち
な
が
ら
安
心
し
て
研
究
・
教
育
で

き
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
」
と
、
教
員
研
修
制
度
の
整
備
で
す
。
松
原

さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
教
科

岸田　康子氏
学校法人立命館 
一貫教育部副部長
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い
。
ア
メ
リ
カ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
入
っ

た
子
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
中
高
時
代
か
ら

積
極
的
に
課
題
を
見
つ
け
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
。
海
外
大
学
へ
進
学
し
た
り
、
起
業
を
し
た

り
し
た
子
も
、
中
高
生
時
代
か
ら
主
体
性
が
あ

り
、
意
志
が
明
確
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
子
た
ち
が
従
来
の
教
科
学
習
に
比
重
を
置

い
た
学
び
を
続
け
て
い
く
と
大
学
に
入
っ
た
と

き
、
目
的
意
識
を
見
失
う
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る

の
で
は
と
懸
念
し
ま
す
。
東
京
の
私
立
中
高
一

貫
校
の
中
に
は
、
大
学
進
学
後
に
落
第
者
や
中

退
者
の
多
さ
が
問
題
化
し
て
か
ら
積
極
的
に
学

校
改
革
を
行
い
、
大
学
に
行
く
目
的
を
主
体
的

に
考
え
さ
せ
て
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
よ
う
に

し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
例
え

ば
東
大
合
格
者
が
１
桁
か
ら
２
桁
に
増
え
ま
し

た
。
東
大
に
入
る
こ
と
が
よ
い
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
生
徒
の
意
識
が
変
化
し
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

岸
田
●
個
人
的
に
面
白
い
と
思
う
テ
レ
ビ
番
組

に
「
ミ
ラ
イ
☆
モ
ン
ス
タ
ー
」
と
「
博
士
ち
ゃ

ん
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、東
大
先
端
研
の
「
異

才
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
関
心
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
見
て
い
ま
す
と
、
受
験
と
、
探

究
・
研
究
に
つ
な
が
る
流
れ
と
を
、
ど
う
棲
み

高
校
の
授
業
に
大
学
の
先
生
に
入
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
行
政
や
地
域
と
連
携
し
、
社
会
的

課
題
を
解
決
し
な
が
ら
実
践
的
に
、
い
わ
ゆ
る

「
社
会
実
装
型
」
の
学
び
を
し
て
い
ま
す
。

富
田
●
私
の
周
囲
に
は
首
都
圏
の
有
名
中
高
一

貫
校
出
身
で
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
や
Ｉ
Ｔ
系
の

コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
を
し
て
い
る
人
、
若
い
起
業

家
な
ど
が
多
い
の
で
す
が
、
大
学
進
学
に
魅
力

を
感
じ
な
い
と
言
う
人
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

大
学
へ
行
く
目
的
が
見
え
な
い
な
ら
社
会
に
出

て
働
い
た
方
が
い
い
し
、
刺
激
的
だ
と
。
従
来

の
一
本
道
の
進
路
選
択
が
変
化
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

岸
田
●
立
命
館
で
は
学
生
向
け
の
社
会
起
業
家

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
、
起
業
塾
な

ど
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
大
学
が
こ
の
よ
う

に
魅
力
あ
る
つ
な
ぎ
役
を
し
て
い
る
限
り
は
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
お

話
を
聞
い
て
少
し
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

竹
山
●
日
本
の
大
学
で
は
な
く
教
育
水
準
も
高

く
魅
力
あ
る
海
外
の
大
学
に
進
ん
で
い
く
生
徒

も
い
る
時
代
に
求
め
ら
れ
る
中
等
教
育
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

富
田
●
将
来
の
た
め
の
ベ
ー
ス
作
り
だ
と
思
い

ま
す
。
中
高
で
こ
そ
す
べ
き
で
、
大
学
で
は
遅

践
を
往
還
で
き
る
制
度
、
短
期
海
外
研
修
制
度
、

自
己
研
鑽
専
念
休
職
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

一
貫
教
育
校
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
す
教
育
と
は

竹
山
●
一
貫
教
育
の
現
状
は
い
か
が
で
す
か
。

岸
田
●
立
命
館
学
園
で
は
２
０
３
０
年
か
ら
２

０
５
０
年
を
見
据
え
て
「
と
も
に
育
て
る
」
こ

と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
児
童
も

中
高
の
生
徒
も
大
学
教
員
が
小
中
高
教
員
と
と

も
に
育
て
る
と
い
う
「
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
び
」

で
す
。
例
え
ば
、立
命
館
の
高
校
生
は
、び
わ
こ
・

く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
や
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

講
し
て
い
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
Ａ
Ｐ
（A

dvanced 
Placem

ent

）
科
目
」
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ａ
Ｐ

科
目
」
で
探
究
型
の
学
び
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

竹山　幸男氏
同志社中学校・高等学校副校長
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く
さ
ん
学
ば
せ
、
考
え
方
や
着
眼
点
の
訓
練
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
教
科
ご
と
の
観
点

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認

定
校
で
は
、
教
科
ご
と
の
知
識
で
は
な
く
考
え

方
を
教
え
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

竹
山
●
今
は
ま
だ
、
自
分
が
受
け
て
き
た
教
育

の
再
生
産
を
す
る
先
生
方
も
多
い
で
す
。「
昨

日
と
同
じ
様
に
今
日
も
教
え
る
な
ら
ば
、
生
徒

の
未
来
を
奪
う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
デ
ュ
ー

イ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
教
育
は
分
水
嶺
、
転

換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
ね
。

松
原
●
現
代
社
会
に
応
じ
た
能
力
の
教
育
が
必

要
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
特
に
進
学
校
で
は
、

そ
れ
で
は
受
験
に
間
に
合
わ
ず
、
大
学
合
格
実

績
が
落
ち
る
と
考
え
が
ち
で
す
。
そ
こ
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
学
校
が
と
て
も
多
い
。
同
志
社
の

よ
う
な
一
貫
教
育
校
で
こ
そ
大
学
を
含
め
て
、

「
本
当
の
学
び
」
に
つ
な
が
る
教
育
は
何
か
を

考
え
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
は
ず
で
す
。

竹
山
●
本
当
の
学
び
を
提
供
す
る
に
は
、
生
徒

の
成
長
を
共
に
喜
び
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

よ
う
な
役
割
を
す
る
教
員
像
を
ど
う
実
現
さ
せ

て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
ね
。

松
原
●
そ
う
思
い
ま
す
。
一
貫
教
育
校
か
ら
そ

う
い
う
役
割
が
で
き
る
教
員
を
育
ん
で
い
た
だ

ル
ア
ー
ツ
を
教
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
強
み
を
活
か
す
に
は
、
同
志
社
で
あ

れ
ば
百
数
十
年
前
に
新
島
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
「
自
由
」「
良
心
」
と
い
う
建
学
の
精
神
を
、

現
在
化
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
今
に
置
き
換

え
る
と
、
さ
ら
に
将
来
に
置
き
換
え
る
と
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
の
た
め
に
今
、
ど
ん

な
教
育
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
受
験
の
た
め
で
は
な
い
「
本
当
の

学
び
」
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
大
学
の

リ
ソ
ー
ス
の
活
用
、
大
学
で
の
単
位
認
定
な
ど

高
大
連
結
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。生

徒
自
身
の
学
び
を
促
す
教
育
と

「
こ
れ
か
ら
の
評
価
」
に
向
け
て

竹
山
●
中
等
教
育
で
、
教
員
の
役
割
は
ど
う
変

化
し
て
い
き
ま
す
か
。

富
田
●
失
敗
を
乗
り
越
え
な
が
ら
進
む
子
ど
も

の
成
長
を
教
師
は
ど
う
見
守
る
か
が
一
番
大
事

だ
と
、
開
成
中
学
・
高
等
学
校
の
元
校
長
か
ら

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
豊
島
岡
女
子
学
園

で
は
、
幾
何
の
授
業
で
１
時
間
に
１
問
し
か
解

か
な
い
先
生
も
い
ま
す
。
代
わ
り
に
別
解
を
た

分
け
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
ま
す
。

大
学
の
専
門
性
と
は
何
か
と
い
う
話
と
も
重
な

り
ま
す
が
、
小
学
校
や
中
高
で
教
科
横
断
型
の

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん
で
も
、
結
局
受

験
で
縦
割
り
に
な
り
、
文
理
に
分
け
ら
れ
る
。

ど
こ
か
で
割
り
切
れ
る
子
ど
も
は
受
験
勉
強
が

で
き
ま
す
が
、
自
分
の
生
き
方
、
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
始
め
る
と
、
受
験
勉
強
に
疑
問
を

持
つ
で
し
ょ
う
。
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
と
考

え
る
と
、
学
校
で
の
「
勉
強
」
は
し
に
く
く
な

る
と
い
う
矛
盾
を
、
中
等
・
初
等
教
育
の
現
場

で
私
た
ち
は
感
じ
ま
す
が
、
そ
こ
に
正
面
か
ら

向
き
合
え
る
の
が
私
学
そ
し
て
一
貫
教
育
校
の

魅
力
の
一
つ
だ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

竹
山
●
一
般
の
受
験
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
、
実
際
の
進
路
や
将
来
と
が
、
少
し
ず
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
で
す
ね
。

松
原
●
逆
に
言
う
と
、
大
学
受
験
の
た
め
の
勉

強
を
あ
ま
り
し
な
く
て
も
よ
い
一
貫
教
育
校
の

存
在
は
大
き
い
。
そ
の
強
み
や
特
色
を
ど
う
活

か
せ
る
か
。
か
つ
て
大
学
で
は
1
・
２
年
生
は

教
養
を
学
ん
で
3
年
生
か
ら
専
門
化
し
て
い
た

の
が
、
入
学
時
か
ら
専
門
科
目
を
学
ぶ
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
き
た
流
れ
を
考
え
る
と
、

大
学
推
薦
制
度
の
あ
る
一
貫
校
で
こ
そ
リ
ベ
ラ
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個
性
で
は
な
い
。
将
棋
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
で

生
き
る
子
も
い
る
し
、
お
菓
子
作
り
や
ダ
ン
ス

が
得
意
な
子
も
い
る
。
そ
う
い
う
力
を
伸
ば
し

て
い
け
ば
い
い
。
多
様
化
す
る
世
界
に
お
い
て
、

重
要
視
さ
れ
る
も
の
が
、
教
科
学
習
の
点
数
だ

け
で
比
べ
ら
れ
て
い
た
時
代
か
ら
変
わ
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
変
わ
る
も
の
と

変
わ
ら
な
い
も
の
は
何
か

竹
山
●
さ
て
２
０
３
０
年
、
２
０
５
０
年
に
向

け
て
学
校
や
教
員
の
役
割
が
変
化
す
る
中
で
、

変
わ
る
も
の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。

富
田
●
変
わ
ら
な
い
の
は
、
学
校
と
は
同
年
代

の
生
徒
が
一
カ
所
に
集
ま
り
、
軋
轢
や
葛
藤
が

あ
り
な
が
ら
も
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら

育
っ
て
い
く
場
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
オ
ン

ラ
イ
ン
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

互
い
に
集
い
、
学
び
、
育
ち
合
う
と
い
う
「
学

校
」
の
本
来
の
在
り
方
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
原
●
学
校
の
役
割
の
変
化
で
言
え
ば
、
学
ん

だ
知
識
を
ど
の
よ
う
に
社
会
に
活
か
す
べ
き
か

ク
ス
ル
ー
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
立
命
館
で
も
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

つ
い
て
、
基
本
的
に
自
主
性
に
任
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
の
ど
ん
な
非
認
知

能
力
が
育
っ
て
い
る
か
、
私
た
ち
は
感
覚
的
に

は
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
生
徒
会
長
を
務
め
た

と
い
う
事
実
な
ら
書
け
ま
す
が
、
自
主
的
な
活

動
を
通
じ
て
育
っ
た
非
認
知
能
力
に
つ
い
て
、

確
か
な
評
価
を
す
る
手
段
は
ま
だ
共
有
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
一
貫
教
育
校
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

松
原
●
文
科
省
が
来
年
度
か
ら
高
校
の
観
点
別

評
価
の
充
実
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
も
こ
う

い
っ
た
流
れ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
思
い
ま
す
。

竹
山
●
そ
も
そ
も
現
在
の
評
価
と
は
「
評
定
」

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
意
味
合
い
が
強
く
、

便
宜
的
な
数
字
や
記
号
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
数
字
や
記
号
を

超
え
た
や
り
取
り
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
し

ょ
う
ね
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
認
知
能
力
と
非

認
知
能
力
を
含
め
た
多
様
な
視
点
で
生
徒
た
ち

の
学
び
を
導
い
た
り
、
中
学
入
試
の
多
様
化
に

も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

富
田
●
教
科
学
習
の
力
だ
け
が
そ
の
子
の
特
性
、

き
た
い
で
す
ね
。

竹
山
●
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
な
ど
で
認
知
能
力
を

測
る
よ
う
な
従
来
の
部
分
は
残
し
つ
つ
、
非
認

知
能
力
を
ど
う
伸
ば
し
て
い
く
の
か
。
中
等
教

育
が
今
後
な
す
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

松
原
●
学
校
案
内
に
は
教
育
理
念
や
建
学
の
精

神
が
教
育
目
標
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

そ
れ
は
大
抵
の
学
校
は
非
認
知
能
力
の
育
成
を

謳
っ
て
い
ま
す
。
で
も
一
番
困
る
の
は
、
そ
れ

を
測
る
指
標
が
な
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
が

提
唱
し
て
い
る
の
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
す
。
学

校
の
教
育
理
念
に
応
じ
た
非
認
知
能
力
が
ど
の

程
度
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
学
校
の

卒
業
要
件
で
あ
る
の
か
。
そ
の
基
準
を
し
っ
か

り
と
作
れ
ば
い
い
。
そ
し
て
そ
の
基
準
に
も
と

づ
い
て
子
ど
も
が
自
己
評
価
を
行
い
、
自
分
で

次
の
目
標
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
メ
タ
認
知

力
を
育
て
る
の
で
す
。
評
価
と
は
そ
も
そ
も
自

己
評
価
力
が
大
切
で
、「
評
定
」
と
は
区
別
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
受
験
な
ど
に
見
ら
れ
る

選
別
の
た
め
で
は
な
く
、
本
当
は
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
励
ま
す
た
め
の
評
価
で
あ
る
と
い
う

視
点
が
大
切
で
す
。

岸
田
●
今
の
お
話
を
聞
い
て
、
こ
こ
を
ブ
レ
イ
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岸
田
●
異
な
る
教
育
理
念
や
建
学
の
精
神
を
持

つ
学
園
間
で
さ
ら
に
連
携
が
で
き
れ
ば
、
挑
戦

の
し
が
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
関
西
の

私
学
の
魅
力
も
、
も
っ
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
野
球
に
「
立
同
戦
」
が
あ

り
ま
す
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
分
野
で
も
協
働

で
き
た
ら
非
常
に
面
白
い
。
同
志
社
の
生
徒
さ

ん
が
立
命
館
の
授
業
を
受
け
た
り
、
そ
の
逆
だ

っ
た
り
が
自
由
に
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

富
田
●
関
西
の
２
０
２
１
年
度
中
学
入
試
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
初
日
午
前
の
受
験
者
数
、

率
と
も
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
少
子
化
は
さ

ら
に
加
速
し
、
２
０
５
０
年
に
私
学
各
校
が
ど

う
し
て
い
る
か
と
い
う
よ
り
は
、
学
校
間
を
超

え
て
協
働
し
て
い
る
と
い
う
見
方
の
方
が
、
合

理
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

松
原
●
そ
も
そ
も
今
日
、
立
命
館
の
先
生
が
こ

こ
に
お
ら
れ
る
こ
と
に
非
常
に
驚
い
て
い
ま
す
。

す
ご
く
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

岸
田
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
志
社
の

方
か
ら
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
立
命
館
か
ら
快

く
送
り
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

竹
山
●
「
未
来
か
ら
の
留
学
生
」
を
ど
う
育
て

る
か
を
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
に
は
共
通
の
目

的
、
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
一

竹
山
●
生
徒
の
学
び
と
教
員
の
学
び
と
は
パ
ラ

レ
ル
で
あ
り
、
裏
表
の
関
係
で
す
ね
。
つ
い
先

日
の
「
近
代
建
築
」
誌
（
２
０
２
１
年
７
月
）

の
座
談
会
で
も
語
っ
た
こ
と
で
す
が
、
壁
や
教

室
、
教
科
の
枠
な
ど
を
超
え
て
、
自
分
の
人
生

軸
や
時
代
軸
な
ど
も
含
め
た
広
が
り
感
の
あ
る

中
で
、
学
び
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

岸
田
●
立
命
館
小
学
校
で
は
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら

し
ま
せ
ん
。
教
室
ご
と
の
可
動
式
の
区
切
り
が

あ
る
程
度
で
、
壁
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
学

ぶ
人
と
教
え
る
人
と
の
境
目
す
ら
な
い
こ
と
が

中
等
教
育
で
も
出
現
し
て
い
く
の
だ
と
、
こ
の

座
談
会
に
出
席
し
て
思
い
ま
し
た
。
見
え
る
も

の
が
変
わ
り
ま
し
た
。

私
学
間
の
交
流
を

さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
て

関
西
私
学
の
魅
力
を
発
信

富
田
●
か
つ
て
お
会
い
し
た
先
生
に
「
毎
日
同

じ
学
校
に
行
く
必
要
は
な
い
。
今
日
と
明
日
で

別
の
学
校
の
授
業
を
受
け
て
も
い
い
。
も
っ
と

自
由
な
私
学
間
連
携
が
あ
っ
て
も
よ
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

を
学
ぶ
、
も
し
く
は
そ
れ
を
中
高
生
な
り
に
試

し
て
み
る
場
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
。
知
識
を

ど
の
よ
う
に
使
っ
て
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
か
、

自
分
が
よ
り
幸
せ
に
な
る
か
を
学
ぶ
場
に
変
わ

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

富
田
●
横
浜
に
あ
る
聖
光
学
院
で
は
生
徒
が
自

分
の
意
志
で
校
外
へ
学
び
に
い
け
る
し
、
教
員

免
許
を
持
た
な
い
方
が
先
生
と
し
て
入
っ
て
く

る
。
開
か
れ
た
学
校
に
す
る
試
み
を
盛
ん
に
行

っ
て
い
ま
す
。
東
京
の
大
学
生
に
１
対
１
で
メ

ン
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
連
絡
用
と
し

て
、
生
徒
一
人
ず
つ
にC

hrom
ebook

を
持
た

せ
て
い
る
。
社
会
と
の
接
点
を
持
ち
な
が
ら
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
学
ん
で
い
く
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

岸
田
●
立
命
館
で
は
教
職
員
に
つ
い
て
、「
専

門
性
を
追
求
し
な
が
ら
も
制
約
や
壁
が
な
く
異

な
る
性
質
の
需
要
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち

と
出
会
い
な
が
ら
、
個
が
活
き
て
、
柔
軟
に
変

容
し
て
い
く
」
と
い
う
形
を
理
想
像
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
も
そ
う
で
あ
る
べ

き
だ
と
、
今
の
お
話
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
学
び
を
し
っ
か
り
と
評

価
し
て
卒
業
証
書
を
渡
せ
る
学
校
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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が
で
き
て
、
明
る
く
前
向
き
な
方
向
性
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

松
原
●
今
日
の
こ
の
場
も
多
様
な
皆
さ
ん
が
交

わ
っ
て
新
し
い
発
想
が
出
て
く
る
、
有
意
義
な

時
間
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
社
会
や
他
の
学

校
と
繋
が
っ
て
視
野
が
広
が
れ
ば
学
び
も
深
ま

る
の
で
は
と
、
こ
の
場
を
通
じ
て
思
い
ま
し
た
。

竹
山
●
本
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
ず
つ
の
学
校
が
何
を
す
る
か
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
大
き
な
視
野
で
、
本
当
の
意
味
で
の
中

等
教
育
を
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
の
担
い
手
で

あ
る
教
員
を
ど
う
育
ん
で
い
け
る
か
、
知
恵
を

出
し
合
え
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

岸
田
●
立
命
館
で
は「
世
界
に
通
用
す
る
18
歳
」

を
掲
げ
て
い
る
中
高
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
世

界
」
が
学
園
の
中
で
閉
じ
な
い
で
、
さ
ら
に
高

度
な
フ
ェ
ー
ズ
で
「
外
と
混
ざ
る
」
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も
も
っ
と
生
き
や
す
く

な
り
、happy

で
は
な
くw

ell-being
の
状
態

で
生
き
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

竹
山
●
同
志
社
の
創
立
者
・
新
島
襄
も
、
何
も

な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学

校
を
作
り
ま
し
た
。
既
存
の
枠
を
越
え
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
の
は
、
同
志
社
創
立
時
か
ら
の
風

土
で
す
。
そ
れ
が
同
志
社
の
中
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
他
校
の
先
生
方
と
共
に
新
し
い
教
育
の

あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と
は
有
意
義
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、「
選
ば
れ

る
学
校
」
か
ら
「
選
ば
れ
る
授
業
、
教
員
」
と

い
う
要
素
も
加
わ
り
、
教
員
が
試
さ
れ
る
時
代

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

富
田
●
今
日
は
未
来
志
向
の
希
望
の
あ
る
お
話
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特
集
　
こ
れ
か
ら
の
一
貫
教
育

な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
学
部
時
代
は
留
学

生
課
のSIED

と
い
う
学
生
団
体
に
所
属
し
て
、

留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
学
の
外
で
は
５
年

間
塾
の
講
師
を
し
た
り
、
毎
年
海
外
旅
行
に
行

っ
た
り
。
こ
の
夏
か
ら
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
エ

コ
ー
ル
・
セ
ン
ト
ラ
ル
国
立
理
工
科
学
院
連
合

ナ
ン
ト
校
に
留
学
し
ま
す
。
本
当
は
去
年
か
ら

行
く
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ

て
今
年
に
な
り
ま
し
た
。

大
久
保
●
同
志
社
の
一
貫
教
育
を
体
現
す
る
よ

う
な
お
二
人
で
す
ね
。
同
志
社
を
志
望
し
た
動

機
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。
中
学
受
験
は
保
護

者
の
意
向
が
大
き
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
。

細
野
●
私
は
同
志
社
小
学
校
の
開
校
時
に
３
年

生
に
編
入
し
た
、
同
志
社
小
学
校
１
期
生
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
ザ
・
一
貫
教
育
」
で
す
ね
。
父
が

同
志
社
中
高
を
出
て
同
志
社
大
学
で
学
ん
だ
の

で
、
私
も
中
学
受
験
で
は
同
志
社
を
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
小
２
の
時
に
同
志
社
小
学
校
が
で

き
る
こ
と
を
知
っ
て
編
入
を
決
め
ま
し
た
。

清
田
●
私
も
同
志
社
中
高
に
通
っ
て
い
た
姉
を

見
て
、
同
志
社
の
自
由
な
校
風
を
感
じ
て
憧
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
私
は
同
志
社
女
子

家
族
を
通
し
て
校
風
を
知
り

同
志
社
を
志
望

大
久
保
●
本
日
は
同
志
社
の
一
貫
教
育
の
中
で

大
学
院
ま
で
進
ま
れ
た
お
二
人
に
体
験
談
を
お

聞
き
し
、
一
貫
教
育
の
良
さ
を
探
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

細
野
●
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
を
経
て
、

同
志
社
大
学
理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
学
科
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
修
士

２
年
目
で
、
自
動
運
転
の
実
現
に
向
け
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
周
辺
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
学
部

時
代
は
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
、
海
外

旅
行
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
を
レ

ン
タ
カ
ー
で
横
断
し
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
周
遊

し
た
り
し
な
が
ら
、
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
模
索
も
兼
ね
て
、
学
生
時
代
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
積
極
的
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
経
験
を
生
か
し
、
来
年
は
外
資
系
の
Ｉ
Ｔ

企
業
に
就
職
し
ま
す
。

清
田
●
私
は
同
志
社
女
子
中
学
・
高
等
学
校
の

出
身
で
す
。
学
部
時
代
は
理
工
学
部
の
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
情
報
工
学
科
で
し
た
。
今
は
知
能

メ
カ
ト
ロ
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
室
に
所
属
し
て
、

LiD
A

R

を
用
い
た
自
動
運
転
用
の
地
図
構
築

●出席者
 大

お お

久
く

保
ぼ

雅
ま さ

史
し

教授　一貫教育探求センター所長

 清
き よ

田
た

れいさん　　理工学研究科情報工学専攻（前期課程）１年

 細
ほ そ

野
の

航
こ う

平
へ い

さん　　理工学研究科情報工学専攻（前期課程）２年

座談会  これからの一貫教育

同志社の一貫教育について
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完
全
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
は
、
周
囲

に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

細
野
●
ル
ー
ル
の
あ
る
自
由
と
い
う
意
味
で
は
、

同
志
社
中
高
に
は
、
法
律
を
守
っ
て
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
好
き
な
こ
と
を
し
な

さ
い
と
い
う
風
土
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
久
保
●
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
に
つ
い
て
の

思
い
出
は
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

細
野
●
小
学
校
時
代
は
学
校
で
毎
日
お
祈
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
毎
日
を
通
じ
て
、

感
謝
す
る
気
持
ち
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

清
田
●
女
子
中
高
で
も
毎
日
礼
拝
が
あ
り
、
先

生
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
話
が
聞

け
た
の
は
良
い
経
験
で
し
た
。

一
貫
教
育
の
中
で
進
路
は

ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
か

大
久
保
●
ル
ー
ル
の
あ
る
自
由
は
同
志
社
の
一

つ
の
伝
統
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
自
分
の
中
で

生
き
る
指
針
を
し
っ
か
り
と
決
め
て
お
け
ば
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
さ
て
、
高

校
３
年
で
進
路
を
考
え
た
時
の
思
考
プ
ロ
セ
ス

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

細
野
●
高
校
時
代
か
ら
ウ
ェ
ブ
開
発
の
ア
ル
バ

と
、
自
由
な
校
風
が
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

大
久
保
●
「
自
由
」
と
い
う
と
、
と
も
す
る
と

安
易
な
方
へ
流
さ
れ
て
し
ま
う
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
を
ど
う
律
し
て
い
ま
し
た
か
。

学
校
で
そ
う
い
う
教
育
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

細
野
●
私
は
負
け
ず
嫌
い
な
の
で
頑
張
れ
た
部

分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
落
ち
込
ん

だ
り
挫
折
し
た
り
し
た
時
は
、
先
生
が
「
無
理

を
し
な
い
で
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
う

い
う
ス
タ
ン
ス
が
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

清
田
●
自
由
と
い
っ
て
も
完
璧
な
自
由
で
は
な

く
、「
自
分
の
中
で
決
ま
り
の
あ
る
自
由
だ
よ
」

と
、
よ
く
先
生
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
同
志
社
に
お
け
る
自
由
と
は
、
自
分

で
決
め
た
行
動
規
範
の
中
で
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
意
味
だ
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
由
だ
か
ら
と
い
っ
て

中
高
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
コ
ー
ス
と
い

う
、
特
進
コ
ー
ス
の
出
身
で
す
。
同
志
社
の
系

列
校
で
そ
う
い
う
特
進
コ
ー
ス
の
あ
る
学
校
は

珍
し
く
、
そ
う
い
う
コ
ー
ス
で
し
っ
か
り
勉
強

し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
志
望
理
由
で
す
。

「
ル
ー
ル
の
あ
る
自
由
」
が

自
律
的
・
自
立
的
な
生
き
方
を
醸
成

大
久
保
●
思
い
出
に
残
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
、
中

高
で
注
力
し
た
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

細
野
●
同
志
社
で
は
、
何
を
お
い
て
も
自
由
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
一
番
大
き
か
っ
た

で
す
。
小
学
生
の
頃
は
比
較
的
前
に
出
る
の
が

好
き
だ
っ
た
の
で
、「
長
」
の
つ
く
役
割
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
中
学
で
は
テ
ニ
ス
部
の
活

動
に
打
ち
込
ま
せ
て
も
ら
っ
た
り
。
お
か
げ
で

テ
ニ
ス
で
は
全
国
大
会
ま
で
行
け
ま
し
た
。
小

学
校
か
ら
高
校
ま
で
ず
っ
と
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
に
没
頭
で
き
る
環
境
で
し
た
。

清
田
●
私
は
高
３
で
進
路
を
理
系
に
決
め
た
の

で
す
が
、
内
部
進
学
で
時
間
的
に
余
裕
が
あ
っ

た
の
で
、
進
路
決
定
後
は
好
き
な
英
語
の
勉
強

に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
何
を
や
っ
て
も
否
定
さ

れ
な
い
、
何
に
頑
張
っ
て
も
い
い
と
い
う
環
境

大久保　雅史教授
一貫教育探求センター所長
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特
集
　
こ
れ
か
ら
の
一
貫
教
育

イ
ト
を
し
て
い
た
の
で
、
当
時
か
ら
Ｉ
Ｔ
系
、

情
報
系
へ
の
進
学
は
決
め
て
い
ま
し
た
。
結
局
、

他
大
学
を
目
指
し
て
受
験
勉
強
を
す
る
よ
り
も
、

や
り
た
い
こ
と
に
時
間
を
使
い
た
い
と
思
っ
た

の
で
、
一
貫
教
育
で
上
が
れ
る
同
志
社
大
学
に

決
め
ま
し
た
。

清
田
●
高
３
で
は
他
大
学
受
験
も
考
え
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
内
部
進
学
を
決
め
た
背
景
に
は
、

や
は
り
高
３
を
受
験
勉
強
だ
け
に
あ
て
た
く
な

か
っ
た
の
と
、
高
校
生
の
う
ち
に
英
語
の
勉
強

に
も
っ
と
力
を
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
高
３
の
夏
ま
で
は
文
系
も
少
し
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
中
学
時
代
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を

触
る
こ
と
が
好
き
で
、
当
時
か
ら
ず
っ
と
興
味

を
持
っ
て
い
た
の
が
情
報
系
だ
っ
た
の
で
、
そ

ち
ら
の
道
を
最
終
的
に
選
び
ま
し
た
。
こ
の
夏

に
行
く
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
に
つ
い
て
も
非
常

に
魅
力
を
感
じ
て
い
て
、
高
校
時
代
か
ら
調
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
制
度
の
あ
る
大
学
は

日
本
に
は
数
校
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
も

同
志
社
大
学
を
選
ぶ
理
由
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
情
報
工
学
科
を
選
ん
だ
の
は
、

こ
の
学
科
に
進
ん
だ
先
輩
か
ら
情
報
系
学
科
の

様
子
を
お
聞
き
す
る
機
会
が
あ
り
、
し
っ
か
り

と
工
学
を
学
び
た
い
と
い
う
私
の
希
望
に
合
致

し
た
の
が
こ
の
学
科
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

大
久
保
●
大
学
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
既
に
高
校
時
代
に
調
べ
て
い
た
の
で
す
ね
。

清
田
●
は
い
。
中
３
の
時
、
同
志
社
の
４
校
か

ら
各
５
人
ほ
ど
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
学
校
に

行
く
、
約
１
週
間
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
海
外
で
勉
強
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
長
期
的
に
海
外
で

勉
強
で
き
る
期
間
は
学
生
時
代
し
か
な
い
と
思

っ
た
の
と
、
大
学
で
１
年
間
留
学
し
た
い
と
考

え
、
理
系
で
１
年
間
留
学
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
探
し
ま
し
た
。
エ
コ
ー
ル
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ナ
ン
ト
校
を
選
ん
だ
の
は
、
そ
こ
だ
け
が
英
語

に
よ
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

大
久
保
●
た
だ
、
進
路
決
定
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

起
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
仲
の
良

い
人
が
行
く
か
ら
と
い
う
理
由
で
同
じ
学
部
に

進
む
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
周
囲
で
は
ど
う
で

し
た
か
。

細
野
●
内
部
進
学
で
上
が
っ
て
く
る
と
、
真
剣

に
進
路
を
考
え
る
機
会
が
少
な
い
の
は
正
直
な

と
こ
ろ
で
す
。「
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
言
い

な
が
ら
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
人
は
多
か
っ
た
で

す
。中

高
大
の
連
携
に
望
む
こ
と

大
久
保
●
中
高
時
代
に
同
志
社
大
学
と
連
携
し

た
授
業
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

細
野
●
大
学
と
連
携
し
た
授
業
や
公
式
な
活
動

は
な
か
っ
た
で
す
が
、
大
学
の
先
生
が
中
高
の

礼
拝
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

清
田
●
私
は
１
度
だ
け
、
大
学
の
法
学
部
の
授

業
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
き

っ
か
け
で
一
時
期
、
文
系
に
も
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。

大
久
保
●
私
も
法
人
内
の
高
校
に
授
業
を
し
に

い
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
か
ら
高
校

へ
行
っ
て
授
業
を
す
る
の
と
、
高
校
生
が
大
学

に
来
て
授
業
を
受
け
る
の
と
で
は
、
授
業
の
内

容
は
同
じ
で
も
少
し
違
う
の
で
は
な
い
か
な
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
辺
り
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

清田　れいさん
理工学研究科情報工学専攻
（前期課程）１年
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を
や
ろ
う
」
と
い
う
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に

走
ら
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
一
貫
教
育
の
良
さ
を
感
じ
ま

し
た
し
、
同
志
社
を
経
て
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
活
躍
し
て
い
る
方
に
お
会
い
で
き
て
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
う
ち
の
学
校
で
は
担
任
の
先

生
が
ハ
ブ
に
な
り
、
卒
業
生
と
生
徒
を
つ
な
い

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
関
係
も
同
志
社
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

大
久
保
●
そ
の
同
志
社
の
中
に
今
ま
で
ず
っ
と

い
て
、
お
二
人
は
こ
れ
か
ら
企
業
や
海
外
へ
と
、

新
し
い
世
界
に
踏
み
出
し
て
い
か
れ
ま
す
。
何

か
不
安
は
あ
り
ま
す
か
。

細
野
●
受
験
勉
強
を
経
験
し
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
。
受
験
勉

強
を
経
験
し
た
人
の
方
が
、
単
語
力
は
非
常
に

豊
か
で
す
。
海
外
に
出
た
時
な
ど
、
そ
の
差
を

痛
感
し
ま
し
た
。
他
の
人
た
ち
が
経
験
し
て
私

は
経
験
し
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
追
い
か
け
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

清
田
●
大
学
院
も
含
め
れ
ば
12
年
間
を
同
志
社

で
過
ご
し
て
き
た
の
で
、
環
境
が
大
き
く
変
わ

っ
て
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
経
験
を

私
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
社
会
に
出
る
と
き
や
新

細
野
●
私
が
高
校
生
な
ら
大
学
に
行
き
た
い
で

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
も
知
り
た
い
か
ら
。

清
田
●
私
も
そ
の
方
が
い
い
で
す
。
大
教
室
や

階
段
教
室
も
体
験
で
き
て
、
大
学
が
ど
う
い
う

場
所
な
の
か
が
具
体
的
に
分
か
り
ま
す
。
高
校

へ
大
学
の
先
生
が
来
ら
れ
る
だ
け
で
は
、
高
校

生
も
受
け
身
に
な
り
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
大
学
を
体
験
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
中
高
生
は
、
い
る
は
ず
で
す
。

細
野
●
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
行
く
こ
と
自
体

が
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
い
つ
も
通
り

の
授
業
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
楽
し
い
。

大
久
保
●
そ
う
い
う
場
合
は
、
高
校
生
向
け
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
授
業
を
私
は
し
て
き
ま
し
た
。

清
田
さ
ん
が
受
け
た
法
学
部
の
授
業
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
し
た
か
。

清
田
●
通
常
の
授
業
で
し
た
。
だ
か
ら
全
体
の

つ
な
が
り
ま
で
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
内
容
の
理
解
と
い
う
よ
り
も
雰
囲
気
を
感

じ
に
い
く
こ
と
が
主
目
的
で
し
た
。

細
野
●
私
が
高
校
生
だ
と
し
て
、
も
し
大
学
の

先
生
が
高
校
へ
来
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
、
学
生

さ
ん
も
連
れ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。

大
久
保
●
そ
う
で
す
ね
。
教
授
が
高
校
へ
話
を

し
に
い
く
よ
り
、
今
の
あ
な
た
た
ち
が
母
校
へ

行
っ
て
話
す
方
が
、
大
学
に
関
す
る
具
体
的
な

情
報
や
雰
囲
気
が
高
校
生
た
ち
に
伝
わ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
取
り
組
み
は
、
今
後
も
っ

と
考
え
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

清
田
●
内
部
進
学
者
向
け
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
少
人
数

だ
し
研
究
室
も
見
学
で
き
て
、
進
路
決
定
に
最

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
学
部
・
学

科
に
進
ん
だ
卒
業
生
が
高
校
に
来
ら
れ
る
日
が

あ
り
、
興
味
の
あ
る
学
部
の
話
を
聞
け
た
こ
と

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
礼
拝
で
も
卒
業
生
が

来
ら
れ
て
、
社
会
経
験
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
法
人
校
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
同
志
社
は
学
校
と
卒
業
生

と
の
つ
な
が
り
が
強
い
と
感
じ
ま
す
。

細
野
●
同
感
で
す
。
学
校
に
陸
上
の
朝
原
宣
治

さ
ん
が
来
ら
れ
て
、「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

細野　航平さん
理工学研究科情報工学専攻
（前期課程）２年
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集
　
こ
れ
か
ら
の
一
貫
教
育

し
い
生
活
を
始
め
る
と
き
な
ど
は
、
ち
ょ
っ
と

不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
久
保
●
後
ろ
に
は
同
志
社
が
い
ま
す
。
不
安

に
な
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1
．
混
乱
の
中
で
の
異
動

　
２
０
１
９
年
の
秋
、
母
校
の
同
志
社
大
学
で

２
０
２
０
年
4
月
か
ら
教
員
と
し
て
採
用
す
る

と
い
う
う
れ
し
い
通
知
を
受
け
ま
し
た
。「
こ

れ
で
異
動
に
向
け
て
様
々
な
準
備
に
忙
し
く
な

る
ぞ
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。
当
時
、
大
分
大

学
福
祉
健
康
科
学
部
に
所
属
し
て
い
た
私
は
、

慣
れ
親
し
ん
だ
大
学
や
親
し
い
同
僚
か
ら
離
れ

る
寂
し
さ
と
故
郷
・
母
校
に
戻
る
こ
と
が
で
き

る
喜
び
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
へ
の

期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
落
ち
着
か
な
い

気
持
ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
引
っ
越
し
の
準
備
が
本
格
化
し
た
1
月
ご
ろ

か
ら
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
き
ま
し
た
。
日
本
で

初
め
て
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

後
も
増
え
続
け
、
前
任
校
の
卒
業
式
・
修
了
式

は
中
止
。
さ
ら
に
、
異
動
先
の
同
志
社
大
学
に

お
い
て
も
入
学
式
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
で
あ
れ
ば
、
式
典
は
退
屈
だ
な
ぁ
と
思
っ

て
し
ま
う
私
で
す
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
困
り

ま
し
た
。
別
れ
る
学
生
に
は
き
ち
ん
と
お
詫
び

や
お
別
れ
も
言
え
ず
、
こ
れ
か
ら
共
に
学
ぶ
学

生
に
は
挨
拶
も
で
き
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
同

志
社
大
学
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

2
．
遠
隔
講
義
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
２
０
２
０
年
4
月
、
同
志
社
大
学
の
講
義
は

遠
隔
講
義
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
遠
隔
講
義

に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
等
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
双
方
向
型
の

講
義
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
方
式
）
や
、
録
音
デ
ー

タ
も
付
い
たPow

erPoint

フ
ァ
イ
ル
を
大
学

の
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
学
生
に
提
供
す
る
方
法

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
）
が
主
流
で
し
た
。

　
数
カ
月
前
ま
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
「
ズ
」
の
字
も

知
ら
な
か
っ
た
私
た
ち
は
、
4
月
か
ら
こ
れ
ら

の
メ
デ
ィ
ア
と
必
死
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
は
、
感

染
症
に
よ
っ
て
否
応
な
く
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
や
り
に
く
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
、
よ
い
点
と
言
え
る
の
は
次
の
点
で
し

ょ
う
。
大
人
数
の
講
義
で
起
こ
り
が
ち
な
私
語

な
ど
他
の
学
生
の
迷
惑
に
な
る
行
為
は
遠
隔
講

義
で
は
起
こ
り
に
く
い
で
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド

方
式
で
は
、
録
画
や
録
音
を
本
人
が
視
聴
す
る

わ
け
で
す
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
も
教
員
が
ミ

ュ
ー
ト
（
音
を
消
す
機
能
）
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
ま
す
。
次
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
の
場
合

で
す
が
、
何
度
も
復
習
で
き
ま
す
（
反
面
、
早

送
り
で
大
切
そ
う
な
と
こ
ろ
だ
け
視
聴
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
）。
映
像
や
音
声
が
何
度
も

繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
こ
と
は
、
や
る
気
の
あ

る
学
生
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
空
間
を
飛
び
越
え
る
こ
と
で
す
。
学

生
は
通
学
時
間
が
省
け
ま
す
し
、
対
面
な
ら
不

廣
ひろ

野
の

 俊
しゅんすけ

輔
（大学社会学部准教授）

ハイブリッドゼミで楽しく学ぶ
―新人教員として―
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可
能
な
（
た
と
え
ば
遠
方
の
）
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
話
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
反
対
に
懸
念
す
べ
き
点
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
、
対
面
講
義
の
様
に
は
学
生
の
様
子

を
把
握
し
に
く
い
と
い
う
点
で
す
。
カ
メ
ラ
を

オ
ン
に
し
て
受
講
す
る
よ
う
に
と
促
し
て
も
、

な
か
な
か
カ
メ
ラ
を
オ
ン
に
し
な
い
学
生
が
多

く
、「
自
分
（
教
員
）
以
外
の
画
面
は
真
っ
黒
」

と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

カ
メ
ラ
の
オ
ン
や
オ
フ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン

や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
状
況
、
学
生
さ
ん
個
人
の
部

屋
を
も
っ
て
い
な
い
等
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が

存
在
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
画

面
が
真
っ
黒
で
は
、
本
当
に
講
義
を
き
ち
ん
と

聞
い
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
学
生
同
士
の
話
し
合
い
が
対
面
よ
り
も

難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
遠
隔
講
義
の
シ
ス
テ
ム
の
進

化
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
分
け
の
機
能
な
ど
が
付

加
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
ど
う
し
て
も
遠
隔
講
義
が
な
じ
ま
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
実
習
や
実
験
、
実
技
を

伴
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
大
学
の
講
義
は
実
に

多
種
多
様
で
す
。
す
べ
て
の
講
義
が
一
律
遠
隔

と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
と
困
る
教
員
が
出
て
く

る
の
も
自
然
な
こ
と
で
す
。

3
．
変
わ
る
研
究
環
境

　
と
は
い
え
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
の
シ
ス
テ
ム
は
確

実
に
浸
透
し
ま
し
た
。
今
度
は
、
少
し
研
究
の

話
を
し
ま
す
。
私
の
専
門
は
、
障
害
者
福
祉（
特

に
そ
の
歴
史
）
で
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
研
究
費
の

使
い
道
は
ほ
と
ん
ど
交
通
費
で
し
た
。
内
訳
は

ほ
と
ん
ど
2
つ
で
、
東
京
の
国
立
国
会
図
書
館

に
行
く
か
、
似
た
分
野
の
研
究
者
と
研
究
会
を

開
く
か
で
す
。
研
究
の
た
め
に
遠
方
に
出
か
け

る
の
は
、
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
で
国
立
国
会
図
書
館
に
は

な
か
な
か
行
け
ず
、
さ
し
あ
た
っ
て
既
に
収
集
し

て
い
る
資
料
を
使
っ
て
論
文
を
書
く
こ
と
を
優
先

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
研
究
会
は

ほ
と
ん
ど
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
海
外
を
含
む
様
々
な
地
域
の
人
間

が
交
通
費
な
し
で
集
ま
れ
る
の
で
す
か
ら
驚
異

的
で
す
。
研
究
会
後
の
夕
食
や
飲
み
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
私
と
し
て
は
少
し
寂
し
い
で
す
が
、

こ
の
状
況
が
元
に
戻
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
非
常
勤
教
員
に
関
し
て
も
同
様
の

変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
5
月
、

同
志
社
大
学
の
先
輩
で
、
長
野
大
学
で
教
鞭
を

取
っ
て
お
ら
れ
た
端
田
篤
人
さ
ん
の
訃
報
に
接

し
ま
し
た
。
突
然
の
こ
と
で
驚
い
て
い
る
中
で
、

本
学
名
誉
教
授
で
現
在
長
野
大
学
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
黒
木
保
博
先
生
か
ら
非
常
勤
講
師
の
依

頼
を
頂
き
ま
し
た
。
何
と
か
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
す
が
、
も
し
、
遠
隔
講
義
が
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う

か
。
少
な
く
と
も
学
期
中
は
と
て
も
講
義
は
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

4
．
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ゼ
ミ
で
楽
し
く
学
ぶ

　
２
０
２
１
年
度
に
入
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
の
威

力
は
ま
だ
ま
だ
収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
症

に
対
す
る
考
え
方
に
は
個
人
差
も
大
き
く
、
対

面
で
の
講
義
を
希
求
す
る
学
生
も
い
れ
ば
、
引

き
続
き
遠
隔
講
義
を
希
望
す
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
や
っ
と
同
志
社
大
学
の
生
活
に
慣
れ
て
き
た

私
は
、
教
室
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
画
面
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
に
投
影
し
て
遠
隔
の
学
生
と
対
面
の
学

生
が
一
緒
に
議
論
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
う
ま
く
い
く
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
と
対
面
の
学
生
に
注

意
が
向
き
、
遠
隔
講
義
の
学
生
が
置
い
て
き
ぼ

り
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
慣
れ
て
く
る

と
講
義
に
参
加
し
て
い
る
学
生
同
士
が
、
遠
隔

講
義
の
学
生
を
気
遣
い
、
理
解
を
確
か
め
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
い
っ
た

ん
で
き
あ
が
る
と
対
面
の
学
生
も
遠
隔
講
義
の

学
生
も
講
義
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち

が
芽
生
え
、
教
室
全
体
が
よ
い
ム
ー
ド
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
困
難
な
状
況
が
続
く
と
思

い
ま
す
が
、
教
員
と
学
生
が
協
力
し
な
が
ら
乗

り
越
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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機
械
化
の
こ
れ
ま
で

　
18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
以
来
、
機
械

が
人
間
の
労
働
を
置
き
換
え
る
プ
ロ
セ
ス
は
不

断
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
を
ベ
ー
ス
と
す
る
第
1
次

産
業
革
命
、
電
力
の
利
用
に
よ
る
大
量
生
産
を

ベ
ー
ス
に
す
る
20
世
紀
初
頭
の
第
2
次
産
業
革

命
、
電
子
工
学
を
ベ
ー
ス
に
す
る
１
９
７
０
年

代
か
ら
始
ま
る
第
3
次
産
業
革
命
と
い
う
流
れ

で
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
械
に
よ
る
人
間
労
働
の
置
き

換
え
が
進
む
こ
と
に
よ
り
労
働
が
不
要
に
な
る

と
、
賃
金
は
低
下
し
、
所
得
の
う
ち
労
働
者
た

ち
が
受
け
取
る
分
配
率
は
低
下
し
て
ゆ
く
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

労
働
者
が
失
業
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
経
済
学
者
の
中
に
は
、
労
働
者
た
ち
が

受
け
取
る
給
与
が
大
き
く
減
少
す
る
の
で
、
す

べ
て
の
人
に
等
し
く
所
得
を
分
配
す
る
ベ
ー
シ

ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う
制
度
を
推
奨
す
る
人
も

出
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
機
械
に
よ
る
人
間
労
働
の
置
き
換
え
に
よ
っ

て
人
間
労
働
が
完
全
に
消
え
去
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
い
タ
イ
プ
の
仕

事
は
機
械
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
過
程
で
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
、
そ
の
新

し
い
仕
事
は
労
働
で
行
う
ほ
う
が
よ
り
容
易
に

行
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
馬
は
、
馬
車
に
よ
る
輸

送
が
鉄
道
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
行

き
場
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
人
間
は
馬

と
は
異
な
り
ま
す
。
人
間
は
鉄
道
運
転
者
と
い

う
蒸
気
機
関
車
の
誕
生
に
よ
り
生
ま
れ
た
新
し

い
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
機
械
が
導
入
さ
れ
る
と
機
械
の
操

縦
者
と
い
う
機
械
と
相
補
い
助
け
合
う
補
完
的

な
関
係
に
あ
る
仕
事
を
行
う
人
間
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
第
3
次
産
業
革
命
に
お
い
て
も
産
業

ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
は
そ
れ

に
対
し
て
補
完
的
な
仕
事
を
担
う
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
や
デ
ジ
タ
ル
作
業
を
行
う
労
働
者
が
必
要
と

さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
労
働
者
は
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

人
工
知
能
と
労
働

　
で
は
、
人
工
知
能
を
ベ
ー
ス
と
す
る
第
4
次

産
業
革
命
で
は
事
態
は
ど
う
進
む
の
で
し
ょ
う

か
。
ア
ル
フ
ァ
碁
と
い
う
人
工
知
能
が
囲
碁
の

試
合
で
人
間
の
名
人
に
勝
利
し
た
事
実
は
、
人

工
知
能
が
持
つ
計
り
知
れ
な
い
能
力
を
見
せ
つ

け
て
い
ま
す
。
あ
る
研
究
で
は
、
ほ
ぼ
半
数
の

労
働
が
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
そ
の
役

二
ふた

神
がみ

 孝
こう

一
いち

（大学経済学部特別客員教授）

人工知能と第４次産業革命：
労働は消滅するのか？
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割
を
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

非
常
に
悲
観
的
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
人

工
知
能
は
多
く
の
労
働
を
不
要
の
も
の
と
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
に
お
け
る
接
客
業
務
な
ど
は
そ
の
典

型
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
機
械
が
フ
ロ
ン
ト
業
務

を
行
う
こ
と
は
す
で
に
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま

た
自
動
運
転
が
実
現
す
れ
ば
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
、

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
も
代
替
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
を
基

本
と
す
る
仕
事
は
人
工
知
能
に
よ
り
置
き
換
え

ら
れ
る
の
で
す
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
を
基

本
と
し
な
い
、
し
た
が
っ
て
人
工
知
能
で
は
容

易
に
代
替
さ
れ
な
い
仕
事
も
存
在
し
ま
す
。
三

ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
に
行
っ
た
と
き
に
、

そ
こ
で
の
ウ
ェ
イ
タ
ー
や
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

が
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
姿
を
想
像
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
も
う
「
三
ツ
星
」

に
値
し
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
で
あ
る
よ
う
な
会
計
監
査
や
税

理
事
務
は
人
工
知
能
で
代
替
可
能
で
す
が
、
新

し
い
会
計
粉
飾
方
法
を
発
見
す
る
作
業
な
ど
は

人
工
知
能
で
は
容
易
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
弁
護
士
の
仕
事
の
う
ち
こ
れ
ま
で

の
裁
判
の
判
例
を
検
索
す
る
よ
う
な
仕
事
は
人

工
知
能
に
よ
っ
て
置
き
換
わ
り
ま
す
が
、
新
し

い
犯
罪
や
容
疑
者
の
心
に
深
く
か
か
わ
る
よ
う

な
微
妙
な
仕
事
は
人
工
知
能
に
よ
っ
て
置
き
換

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
が
専
門

と
す
る
経
済
学
の
研
究
で
も
、
世
界
中
で
行
わ

れ
て
い
る
多
く
の
経
済
学
者
の
研
究
を
検
索
す

る
作
業
は
人
工
知
能
に
お
任
せ
で
い
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
実
際
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
研
究
論
文
を
人
工
知

能
に
よ
り
迅
速
に
整
理
し
役
に
立
つ
情
報
を
引

き
出
す
作
業
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
教
員
の
仕
事
も
日
々
の
学
習
に
つ
い
て

は
人
工
知
能
に
よ
る
実
践
が
可
能
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
教
室
内
で
突
発
す
る
い
ろ
い
ろ
な
事

件
は
人
工
知
能
で
処
理
す
る
の
は
困
難
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
と

は
異
な
る
作
業
を
必
要
と
す
る
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
作
業
・
仕
事
は
、
人
間
の
創
造
的
な
力
、

ま
た
想
像
力
を
必
要
と
す
る
作
業
・
仕
事
で
あ

り
、
人
工
知
能
と
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
補
完

的
な
作
業
・
仕
事
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
人
工
知
能
に
対

し
て
人
間
が
行
う
労
働
が
置
き
換
え
ら
れ
る
こ

と
が
容
易
で
代
替
的
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
人

工
知
能
と
の
関
係
が
必
要
不
可
欠
な
補
完
的
な

関
係
に
あ
る
の
か
が
カ
ギ
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

第
４
次
産
業
革
命
の
運
命

　
で
は
、
人
工
知
能
に
よ
っ
て
多
く
の
ル
ー
テ

ィ
ン
の
労
働
は
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

一
方
で
、
創
造
的
な
仕
事
が
人
工
知
能
と
は
補

完
的
で
仕
事
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
き
、
労

働
者
た
ち
が
受
け
取
る
所
得
の
分
配
は
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
こ
の

点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
私
は
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
で
す
が
、
人

工
知
能
に
よ
る
労
働
の
置
き
換
え
が
進
む
ス
ピ

ー
ド
が
そ
れ
ほ
ど
速
く
な
く
、
人
工
知
能
や
ロ

ボ
ッ
ト
と
労
働
の
関
係
が
補
完
的
で
お
互
い
を

必
要
と
す
る
関
係
に
あ
れ
ば
、
労
働
者
が
経
済

全
体
の
所
得
の
う
ち
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る

割
合
（
労
働
分
配
率
と
い
い
ま
す
）
は
減
る
の

で
は
な
く
か
え
っ
て
増
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る

の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

気
が
滅
入
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
人
工
知
能

や
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
て
、
浮
い
た
時
間
を
創
造

的
な
仕
事
に
振
り
替
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

全
体
と
し
て
の
労
働
時
間
が
減
少
す
れ
ば
、

人
々
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
世
界
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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１
． 

生
命
物
理
科
学
の
面
白
さ

　
世
の
中
の
全
て
の
物
質
は
物
理
法
則
に
従
っ

て
い
ま
す
。
生
き
物
も
「
物
質
」
か
ら
で
き
て

い
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
は
必
ず
物
理
法
則
が
存

在
し
ま
す
。
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
現
象
に

対
し
て
、
物
理
の
こ
と
ば
で
解
釈
を
与
え
て
い

く
こ
と
が
、
私
共
の
研
究
室
（
生
命
物
理
科
学

研
究
室
）
の
大
き
な
目
標
で
す
。
あ
る
生
命
現

象
を
研
究
対
象
と
し
た
と
き
、
そ
の
振
る
舞
い

を
物
理
法
則
に
も
と
づ
い
て
理
解
で
き
た
と
き

に
は
じ
め
て
、
そ
の
現
象
の
本
質
を
掴
む
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
私
共
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
共
の
興
味
の
一
つ
に
「
生
命
の
集
団
運

動
」
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
水
族
館
に
行
く
と
、

集
団
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
動
く
魚
の
群
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
く
は
、
空
を
見
上

げ
る
と
、
集
団
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
飛
び
ま
わ

る
鳥
の
群
れ
を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
集
団
運
動
」
は
、
魚
や
鳥
の
大

き
さ
の
生
き
物
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
や
細
胞

の
よ
う
な
小
さ
な
世
界
で
も
幅
広
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
何
故
、
形
や
サ
イ
ズ
が
大
き
く

異
な
る
生
き
物
が
、
同
じ
よ
う
な
集
団
運
動
を

形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
生

命
物
理
科
学
研
究
室
で
は
、
こ
の
大
き
な
謎
に

対
し
て
「
何
か
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
に
違
い

な
い
」
と
考
え
て
日
々
探
求
し
て
い
ま
す
。
小

さ
な
ス
ケ
ー
ル
の
対
象
か
ら
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

の
対
象
ま
で
、
集
団
運
動
を
形
成
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
共
通
点
を
探
り
、「
生
物
と
物
質
の
間

で
の
普
遍
的
な
法
則
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
私

共
の
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　
様
々
な
生
命
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す

る
た
め
の
手
法
と
し
て
、
私
共
は
そ
の
生
物
に

つ
い
て
直
接
観
察
す
る
よ
う
な
生
態
学
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、「
モ
デ
ル
実
験
系
」
と
呼

ば
れ
る
物
理
・
化
学
モ
デ
ル
を
用
い
て
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
鳥
が
空
を
飛
行

で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
べ
る
た
め
に
、
紙
飛

行
機
な
ど
の
簡
単
な
模
型
を
飛
ば
し
て
み
て
、

そ
の
振
る
舞
い
を
流
体
力
学
的
に
解
析
す
る
、

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
私
共

は
、
水
や
油
の
液
滴
に
よ
る
単
純
な
実
験
系
に

お
い
て
、
生
物
が
示
す
リ
ズ
ム
現
象
（
心
臓
の

拍
動
や
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
）
や
集
団
運

動
と
似
た
よ
う
な
特
徴
を
見
つ
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
最
近
偶
然
発
見
し
た
面
白
い
現
象

を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
図
⒜
は
、
ラ
ー
メ
ン
の

ス
ー
プ
の
上
に
油
が
浮
か
ん
で
い
る
「
よ
う
な
」

貞
さだ

包
かね

 浩
こう

一
いち

朗
ろう

（大学生命医科学部准教授）

物理の視点で探求する
生命現象の本質
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状
態
で
す
。
実
際
の
ラ
ー
メ
ン
の
油
と
異
な
る

点
は
、
油
が
水
よ
り
も
少
し
だ
け
重
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
水
の
表
面
張
力
の
働
き
で
ア
メ

ン
ボ
が
水
面
に
浮
か
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
と
同

様
に
、
水
よ
り
も
少
し
だ
け
重
た
い
油
も
、
表

面
張
力
の
影
響
で
水
面
に
浮
か
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
油
を
し
ば
ら
く
観
察
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
約
10
秒
間
に
1
回
、
油
が
図
⒝
の
よ
う

な
形
状
に
一
瞬
変
化
し
て
ま
た
⒜
の
状
態
に
戻

る
と
い
う
よ
う
な
、
規
則
正
し
い
「
リ
ズ
ム
現

象
」
を
示
す
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
更
に
、

図
⒞
の
よ
う
に
こ
の
油
を
た
く
さ
ん
水
面
に
並

べ
る
と
、
全
て
が
同
じ
リ
ズ
ム
で
同
期
し
て
振

動
す
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
油
の
形

状
が
何
故
規
則
正
し
い
周
期
で
変
形
す
る
の
か
、

何
故
全
て
の
振
動
が
同
じ
リ
ズ
ム
で
発
生
す
る

の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
全
く
自
明
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
油
に
働
く
重
力
の
影
響
、
表
面
張

力
の
影
響
、
水
の
流
れ
に
よ
る
流
体
力
学
的
効

果
、
油
分
子
の
拡
散
の
影
響
、
油
滴
の
持
つ
表

面
電
荷
の
影
響
な
ど
、
考
え
ら
れ
る
要
素
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
何
が
本
質
な
の
か
、
ま

っ
た
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
簡

単
に
説
明
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
物
理
学
の
問

題
と
し
て
本
当
に
面
白
い
現
象
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
「
液
滴
の
動
き
が
同
期
す
る
」
た
め
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
生
物
が
積
極
的
に
活
用
し
て
い
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
集
団
運
動
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
想
像
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
命
物
理
科
学
研
究
室
で
は
、

身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
現
象
に
幅
広
く
目

を
向
け
て
、
日
々
楽
し
み
な
が
ら
研
究
し
て
い

ま
す
。

２
．
遊
び
心
で
研
究
す
る
こ
と
の
大
切
さ

　
私
が
大
学
院
に
進
学
す
る
際
に
指
導
教
員
の

先
生
に
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
と
き
の
こ
と
、「
一

生
懸
命
実
験
を
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
ん
だ

私
に
先
生
は
目
を
細
め
、「
頑
張
る
ん
や
な
い
、

研
究
は
楽
し
ま
な
あ
か
ん
の
や
」
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
き
っ

か
け
に
、
私
は
こ
れ
ま
で
楽
し
む
こ
と
を
一
番

の
目
標
と
し
て
研
究
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
実
験
で
思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
な

く
て
も
、
何
故
う
ま
く
い
か
な
い
の
か
、
そ
の

原
因
を
検
証
す
る
過
程
も
含
め
て
楽
し
む
こ
と

で
、
前
向
き
に
問
題
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　
遊
び
心
を
も
っ
て
楽
し
む
こ
と
の
重
要
性
は
、

研
究
者
に
な
っ
た
今
、
ま
す
ま
す
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
実
験
を
し
て
い
る
と
、
上
記
の
油
の

振
動
の
例
の
よ
う
に
、
全
く
予
想
し
て
い
な
か

っ
た
現
象
に
出
く
わ
し
た
り
し
ま
す
。
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
物
理
の
こ
と
ば

で
は
簡
単
に
説
明
が
つ
か
な
い
非
自
明
な
現
象

な
わ
け
で
、
大
抵
は
す
ご
い
結
果
で
す
。
こ
の

よ
う
な
重
要
な
結
果
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、

不
思
議
な
こ
と
を
見
つ
け
た
と
き
に
そ
れ
を
き

ち
ん
と
不
思
議
だ
と
思
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
生
命
物
理
科
学
研
究
室
で
は
、
教

員
と
学
生
が
共
に
研
究
を
楽
し
み
、
気
づ
い
た

こ
と
を
何
で
も
気
軽
に
発
言
、
相
談
で
き
る
よ

う
な
環
境
に
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
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出
発
点
は
ア
メ
リ
カ

　
私
の
研
究
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
に

直
結
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
語
る

上
で
は
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
で
の
出
発
点
に
触
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大

学
院
在
学
中
に
、
モ
ン
ト
レ
ー
（
元
州
都
）
の

ホ
テ
ル
で
働
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
初
め
て
の

海
外
で
の
職
場
は
何
も
か
も
が
新
鮮
で
心
躍
る

毎
日
で
し
た
。「
査
定
」
が
あ
る
と
は
知
ら
ず

に
夢
中
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
勤

務
評
定
で
想
定
外
の
満
点
（
奇
跡
）
を
頂
き
、

そ
れ
が
卒
業
後
の
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
由
緒
あ
る
ハ
ワ
イ
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
赴

任
し
、
出
席
し
た
部
門
長
会
議
の
光
景
︱
。
そ

れ
は
当
時
の
日
本
に
は
な
い
男
女
半
々
か
つ
多

国
籍
と
い
う
、
ま
さ
に
性
別
・
国
籍
・
年
齢
等

に
よ
ら
ぬ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
縮
図
で
し
た
。

今
も
日
本
の
女
性
管
理
職
率
は
14
・
８
％
と
低

い
も
の
の
（
総
務
省
２
０
１
９
）、
当
時
は
わ

ず
か
1
・
8
％
（
同
上
１
９
９
０
）
で
、「
日

本
の
職
場
で
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
が
進
展
し
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
疑
問
が
頭

を
擡
げ
た
こ
と
が
、
私
の
研
究
者
と
し
て
の
出

発
点
と
な
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
研
究
科
（
博
士
後
期
課
程
）
時
代

　
日
米
の
女
性
労
働
研
究
を
志
し
、
本
学
の
ア

メ
リ
カ
研
究
科
（
現
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
研
究
科
）
の
博
士
後
期
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し

た
年
に
第
一
期
生
と
し
て
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
女
性
労
働
の
研
究
手
法
も
、
ア
カ
デ

ミ
ア
で
の
作
法
も
、
そ
し
て
研
究
職
へ
の
道
筋

も
よ
く
わ
か
ら
ず
に
、
ま
た
こ
の
分
野
の
採
用

募
集
（
就
職
）
も
な
い
中
で
、
私
は
会
議
通
訳

者
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
紆
余
曲
折
の
研
究
生

活
を
送
り
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ア
メ
リ
カ
へ
の

帰
国
で
女
性
労
働
の
指
導
者
が
皆
無
と
な
り
、

私
の
指
導
は
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
中
か
ら
労
働
経

済
学
・
産
業
関
係
が
ご
専
門
の
石
田
光
男
先
生

に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
女
性
登
用
な
の
か
、

ど
こ
に
注
目
す
る
の
か
。
課
題
を
追
求
し
て
い

く
問
答
の
よ
う
な
ご
指
導
と
、
毎
週
土
曜
日
の

文
献
研
究
会
（
英
語
文
献
を
中
心
と
し
た
労
働

関
係
の
文
献
読
み
込
み
と
討
論
）
は
門
外
漢
の

私
に
は
鍛
錬
の
場
で
し
た
。
石
田
先
生
の
著
作

は
（
英
語
で
も
日
本
語
で
も
）
私
に
は
辞
書
な

し
で
は
読
め
ぬ
ほ
ど
格
調
高
く
、
ア
カ
デ
ミ
ア

の
奥
深
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
労
使

関
係
論
は
勿
論
、
研
究
生
活
を
送
る
上
で
人
生

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
今
も
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

女
性
労
働
研
究
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
学
際
的
な
研
究
を
進
め
る
上
で
は
、
学
外
の

メ
ン
タ
ー
的
存
在
の
ご
高
名
な
先
生
方
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
数
多
く
の
機
会
を
授
か
り
ま
し

た
。
研
究
で
は
企
業
の
育
児
支
援
を
切
り
口
と

し
て
制
度
調
査
に
取
り
組
み
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
に
留
学
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
調
査
し
た
、
企
業
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

中
なか

村
むら

 艶
つや

子
こ

（大学グローバル・コミュニケーション学部教授）

未来をキャリアで拓く
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フ
レ
ン
ド
リ
ー
」（
家
族
に
優
し
い
）
概
念
や

事
例
を
い
ち
早
く
日
本
へ
紹
介
し
、
そ
れ
が
の

ち
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）

へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｗ
Ｌ
Ｉ
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
が
一
変
し
、
生
活
面
で
の

限
界
が
表
面
化
し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ
で
も
個
人

の
力
量
を
越
え
て
企
業
や
国
家
の
支
援
が
不
可

欠
に
な
っ
て
お
り
、
よ
り
「
統
合
し
た
」
形
で

の
新
し
い
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
」（
Ｗ
Ｌ
Ｉ
）
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
Ｗ
Ｌ
Ｉ
、
雇
用
政
策
に
反
映
す
べ
き
企

業
内
保
育
所
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
課
題
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
）。

同
志
社
大
学
の
研
究
者
と
し
て

　
就
社
以
来
、
同
志
社
大
学
の
研
究
者
と
し
て

研
究
、
教
育
、
社
会
活
動
に
専
心
し
て
き
ま
し

た
。
時
代
の
波
と
同
調
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
日
本
の
女
性
雇
用
や
保
育
所
問
題
な
ど
を

発
信
し
課
題
を
追
求
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
き
ま
し
た
。
米
国
議
会
議
事
堂
や
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
財
団
を
は
じ
め
、
国
内
外
で
講
演

や
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
（
写
真
２
）、
在

外
研
究
で
は
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
客
員
研
究
員
と
し

て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
研
究
す
る
好
機
を
授
か
り
ま
し
た
。
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
や
り
が
い
の
あ
る
研
究

を
さ
ら
に
深
め
て
、
そ
れ
を
社
会
還
元
し
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
が
拓
く
未
来
を
授
業
に

　
現
在
所
属
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
（
Ｇ
Ｃ
）
は
国
際
的
な
組
織
で
、
そ

の
名
の
と
お
り
日
本
に
い
な
が
ら
海
外
に
い
る
よ

う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
担
当
授
業
で
は
、
海

外
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
実
践
的
な
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
Ｇ
Ｃ
学
部
生
は
2
年

次
に
1
年
間
の
留
学
を
と
お
し
て
高
い
英
語
能

力
を
有
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
能
力
を
活
か
し
た

Interpretation
やA

dvanced Interpretation

の
授
業
で
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
感
覚
を
盛
り
込
ん

だ
授
業
設
計
を
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
は
自
分
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
英
語
で
発
表
し
、
ペ
ア
の
通
訳
者
役
が
そ
の

内
容
を
訳
し
て
、
質
疑
応
答
が
続
き
ま
す
（
質

疑
応
答
（
即
興
）
は
、［
ク
ラ
ス
］
の
日
本
語

で
の
質
問⇒

［
通
訳
者
］
日
英
通
訳⇒
［
発
表

者
］
質
問
へ
の
英
語
で
の
回
答⇒

［
通
訳
者
］

英
日
通
訳
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
）。

　
こ
の
よ
う
な
授
業
に
よ
っ
て
発
信
能
力
や
キ

ャ
リ
ア
マ
イ
ン
ド
の
養
成
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

毎
回
豊
富
な
情
報
と
新
鮮
な
発
見
も
あ
り
、
受

講
者
は
こ
れ
を
機
に
進
路
を
真
剣
に
考
え
る
人

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
研
究
に
直

結
し
た
「
企
業
と
女
性
」（
商
学
部
提
供
科
目
）

で
は
、
企
業
の
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
Ｗ
Ｌ
Ｉ
や
働

く
こ
と
の
意
義
を
講
義
、
討
論
、
発
表
に
よ
っ

て
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
私
の

人
生
を
拓
い
て
く
れ
た
キ
ャ
リ
ア
が
、
少
し
で

も
学
生
さ
ん
た
ち
の
未
来
を
拓
く
機
会
に
つ
な

が
る
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
、
こ
の
同
志
社
大

学
で
教
育
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
毎
日

で
す
。

写真１：平澤克彦・中村艶子共編著
『ワークライフ・インテグレーショ
ン：未来を拓く働き方』

（ミネルヴァ書房、2021年）

写真２：女性代表団として招聘された米国訪問。
故モンデール（Walter F. Mondale）副大統領の
オフィスでのシンポジウム（左がモンデール
副大統領（背面）、筆者（中央）） 
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こ
れ
ま
で
美
術
に
よ
る
人
間
形
成
を
中
心
的

な
研
究
テ
ー
マ
に
据
え
な
が
ら
、
幼
児
か
ら
児

童
を
対
象
に
し
た
造
形
表
現
の
発
達
、
美
術
教

育
の
教
材
開
発
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
近
年
、
特
に
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、
子

ど
も
の
手
指
の
巧
緻
性
の
発
達
的
観
点
を
ふ
ま

え
た
身
近
な
材
料
（
色
紙
、
ス
ト
ロ
ー
、
紙
コ
ッ

プ
な
ど
）
で
作
っ
て
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
の
開
発

や
子
ど
も
の
造
形
活
動
を
活
性
化
す
る
土
（
粘

土
質
土
）
の
開
発
な
ど
で
す
。
例
え
ば
、
色
紙

一
枚
で
五
類
の
お
も
ち
ゃ
を
作
れ
る
教
材
。
こ

れ
は
、
息
を
吹
き
か
け
る
と
紙
の
繊
維
が
バ
ネ

の
役
割
を
果
た
し
て
ゴ
キ
ゲ
ン
に
動
い
た
り
、

紙
が
振
動
す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
音
が
鳴
っ

た
り
し
ま
す
。
一
枚
の
紙
で
質
の
異
な
る
様
々

な
作
品
を
作
る
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
人
類
の

文
化
創
造
に
お
け
る
基
礎
的
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

（
実
践
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
造
形
活
動
を
活
性
化
す
る
土
（
粘

土
質
土
）
の
開
発
に

取
り
組
む
背
景
に
は
、

現
代
の
子
ど
も
た
ち

が
お
か
れ
て
い
る
造

形
的
な
活
動
領
域
が

視
覚
優
位
と
な
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
憂
慮

が
あ
り
ま
す
。
も
う

一
方
の
重
要
な
領
域

と
し
て
触
覚
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
視
覚
と
触
覚
の
感
覚
経
験
の
バ

ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
の
で
す
。「
子
ど
も
た

ち
に
良
質
な
触
覚
体
験
を
提
供
し
た
い
」、
そ

ん
な
思
い
か
ら
理
想
的
な
「
遊
べ
る
土
」
を
追

い
求
め
て
三
〇
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
子
ど
も
の
造
形
遊
び
に
適
し
た
粘
土

質
土
「
ス
ー
パ
ー
ク
レ
イ
」
の
開
発
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
教
材
と
し
て
の
土
の
評
価
は
、
こ
れ

ま
で
経
験
的
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
砂
・
土
の
粒

度
分
析
に
よ
っ
て
、
数
値
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

砂
・
土
の
粒
度
分
析
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
子

ど
も
の
造
形
活
動
の
様
子
を
調
査
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
子
ど
も
の
造
形
遊
び
に
適
し
た
粘
土

質
土
「
ス
ー
パ
ー
ク
レ
イ
」
を
考
案
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
現
代
こ
ど
も
学
科
で
砂
の
研
究
を

さ
れ
て
い
る
笠
間
浩
幸
先
生
と
科
研
費
を
獲
得

し
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
砂
・
土
の
粒
度
分
析
装

置
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
部
の

調
査
機
関
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
く
、
学
内
で
砂
・

土
の
粒
度
分
析
に
研
究
に
着
手
で
き
る
国
内
唯

一
の
環
境
の
下
で
、
さ
ら
に
良
質
の
造
形
遊
び

に
適
し
た
土
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
開
発
し
た
教
材
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
出
版
物
や
小
学
校
図
工
科
の
教
科
書
で
発
表

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
活
か
し

た
研
究
の
一
環
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
に
よ
る

竹
たけ

井
い

 史
ひとし

（女子大学現代社会学部教授）

表現活動を通じた人間形成と
保育者・教師の役割

息を吹きかけると動き出す
ヘコヘコ君（色紙1/４）
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地
域
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
、
七
万
人
近
く
の
親
子
と
か
か

わ
っ
て
き
た
こ
と
は
、
私
の
ひ
そ
か
な
勲
章
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
泥
団

子
ア
ー
ト
展
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
つ
る
ピ
カ
泥
団
子
つ
く
り
は
、
子
ど
も
の
土

遊
び
の
最
も
高
度
な
遊
び
で
す
。
子
ど
も
時
代

に
夢
中
に
な
っ
て
作
っ
た
経
験
が
あ
る
方
も
お

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
原
理
は
、

表
面
に
粘
土
の
粒
子
（
土
の
中
で
最
も
細
か
い

粒
子
で
粒
径
二
μ
m
以
下
の
も
の
）
を
付
着

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
乱
反
射
が
押
さ
え
ら
れ
、

光
度
が
増
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
土
の
団
子
を
作
る
に
は
、
粒
度
の
小
さ

な
土
環
境
が
不
可
欠
で
す
が
、
そ
の
上
で
子
ど

も
が
土
と
い
う
自
然
に
よ
り
そ
い
、
土
の
特
性

を
知
り
、
土
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
土
と

い
う
自
然

が
子
ど
も

の
自
己
実

現
（
つ
る

ピ
カ
団
子

が
で
き
る
）

に
答
え
て

く
れ
ま
す
。

こ
の
行
為

は
、
人
間

が
自
然
環

境
と
共
存
・
共
栄
し
て
い
く
大
切
な
も
の
で
、

環
境
教
育
の
原
体
験
と
も
言
え
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
園
庭
や
校
庭
は
、

水
は
け
を
よ
く
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
作
ら
れ

て
お
り
、
水
た
ま
り
の
も
と
に
な
る
粒
子
の
細

か
い
土
は
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
つ
る
ピ

カ
団
子
の
制
作
は
困
難
で
あ
り
、
子
ど
も
の
貴

重
な
経
験
の
場
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
で
は
、
主
に
保
育
士
や
幼
稚
園
、

小
学
校
教
員
の
養
成
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
働
か
せ
、
学
ん
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
授
業
の
最
初
に
は
、

Ａ
４
の
コ
ピ
ー
用
紙
を
使
っ
て
作
る
紙
ヒ
コ
ー

キ
作
り
の
教
材
研
究
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
五

歳
の
子
ど
も
の
日
本
記
録
が
約
二
〇
ｍ
な
の
で
、

教
職
等
を
目
指
す
学
生
に
は
、
最
低
一
〇
ｍ
飛

ば
す
こ
と
を
単
位
取
得
の
必
要
条
件
に
し
て
い

ま
す
。
教
材
研
究
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
一

〇
ｍ
以
上
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
た
学
生
は
、
紙

飛
行
機
が
飛
ぶ
感
触
や
気
持
ち
よ
さ
を
味
わ
い
、

そ
の
経
験
が
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
材
の
基
準
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
土
や
小
枝
、
ド
ン

グ
リ
な
ど
の
自
然
材
を
使
っ
た
教
材
な
ど
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
を
も
と

に
学
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
学
校
現
場
で
は
、
文
科
省
主
導
に
よ

る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
、
今
年
度
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
が
一
人
一
台

ず
つ
支
給
さ
れ
、

授
業
に
生
か
し

て
い
く
環
境
づ

く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
後
進

国
日
本
が
よ
う

や
く
重
い
腰
を

上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
の
総
花
的
な
受
け
止
め
に
は
、
少
し
慎
重

に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
疎
外
す
る
諸
刃

の
剣
の
側
面
も
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
乳
児
は
自
分
の
身
の
回

り
の
モ
ノ
を
触
り
、
口
で
確
か
め
自
分
の
身
の

周
り
の
世
界
を
認
識
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は

幼
児
や
小
学
生
も
同
じ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
実

在
す
る
目
の
前
の
出
来
事
を
五
感
を
通
じ
て
認

識
し
、
感
性
と
知
性
を
豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
成
果
は
、
子
ど
も
た
ち
の
感
覚

体
験
を
も
と
に
し
た
感
性
と
知
性
の
育
成
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
初
め
て
豊
か
な
も
の
に
な
り

ま
す
。
同
志
社
女
子
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
開
か
れ
た
五
感
を
ベ
ー
ス
に
多
様
な
「
世

界
」
を
感
じ
て
も
ら
い
、
豊
か
な
想
像
力
を
持
っ

て
、
日
本
の
未
来
を
創
造
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
日
々
願
っ
て
い
ま
す
。

泥団子アート展（NHK富山放送局ギャラ
リー）

土と植物とホイップした石鹸で
作るアースケーキ
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ＩＣＴを活用した
和歌の学習

吉
よし

田
だ

 桂
けい

子
こ

（香里中学校・高等学校教諭）

　
２
０
２
０
年
度
、
私
は
高
校
１
年
国
語
総
合

の
古
文
分
野
（
週
２
時
間
７
ク
ラ
ス
）
を
担
当

し
た
。
高
校
１
年
は
古
文
の
学
習
に
お
け
る
入

門
期
で
あ
り
、
学
習
す
べ
き
文
法
事
項
が
非
常

に
多
い
。
そ
の
上
、
こ
れ
ら
の
知
識
が
定
着
す

る
ま
で
非
常
に
時
間
を
要
す
る
。
結
果
、
授
業

で
扱
え
る
文
章
の
量
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

体
験
型
の
授
業
（
注
）
を
行
っ
た
り
す
る
時
間
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
古
文
を
自
力
で
読
解
す
る
た
め
に
も
、
文
法

事
項
の
学
習
は
欠
か
せ
な
い
。
生
徒
た
ち
が
読

解
力
を
身
に
つ
け
た
上
で
、
様
々
な
文
章
に
触

れ
、
そ
し
て
古
文
へ
の
興
味
を
失
わ
ず
に
学
習

に
取
り
組
む
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
れ

ま
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
方
法
の

一
つ
と
し
て
今
回
紹
介
し
た
い
の
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
で
あ
る
。

　
昨
年
度
の
一
斉
休
校
を
機
に
、
本
校
で
は

G
oogle C

lassroom

が
導
入
さ
れ
た
。G

oogle 
C

lassroom

を
使
う
と
、
様
々
な
課
題
を
生
徒

に
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
生
徒
が

送
信
し
た
提
出
物
も
画
面
で
一
覧
表
示
で
き
る

の
で
、
管
理
も
容
易
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
授
業
で
扱
え
る
教
材
は
限
ら

れ
る
。
２
０
２
０
年
度
は
三
大
和
歌
集
（
万
葉

集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
）
を
授
業

で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
和
歌
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
古
文
を
学
ぶ
上
で

重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、G

oogle C
lassroom

を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

１
、 

副
教
材
（
尚
文
出
版
『
基
本
の
古
典
』
を

使
用
）
で
自
習

　
様
々
な
文
章
を
読
む
機
会
を
与
え
る
た
め
、

昨
年
度
は
副
教
材
を
使
用
し
て
い
た
。
今
回
は

三
大
和
歌
集
を
扱
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
自
習
課

題
と
し
、
問
題
を
解
い
た
上
で
テ
キ
ス
ト
を
提

出
さ
せ
、
評
価
を
つ
け
た
後
、
生
徒
に
返
却
し

た
。

２
、 

解
説
動
画
と
「
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
作

成
し
、
配
信

　
テ
キ
ス
ト
返
却
後
、
三
大
和
歌
集
の
特
徴
を

説
明
し
た
動
画
と
、
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
和
歌
の
解
説
動
画
を
作
成
し
、G

oogle 
C

lassroom

で
配
信
し
た
。
三
大
和
歌
集
の
特

徴
に
つ
い
て
は
、
補
助
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
、
プ

リ
ン
ト
に
書
き
込
み
な
が
ら
勉
強
す
る
よ
う
に

指
示
し
た
。

　
動
画
と
同
時
にG

oogle

フ
ォ
ー
ム
で
作
っ

た
「
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
」
を
送
り
、
期
限
内
に

送
信
さ
せ
た
。

　「
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
」
の
質
問
は
計
７
題
で
、

最
初
の
５
題
（
①
～
⑤
）
は
動
画
の
内
容
が
理

解
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
問
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
⑥
⑦
と
し
て
次
の
よ
う
な
質
問
を
加

え
た

　
　
⑥ 

Ａ
～
Ｆ
の
歌
の
中
で
、
一
番
印
象
に
残

っ
た
歌
ま
た
は
気
に
入
っ
た
歌
を
一
首

選
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
Ａ  

あ
し
ひ
き
の
山
の
雫
に
妹
待
つ

と
我
立
ち
ぬ
れ
ぬ
山
の
雫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

大
津
皇
子

　
　
　
　
Ｂ  

吾
妹
子
が
見
し
鞆
の
浦
の
室
の

木
は
常
世
に
あ
れ
ど
見
し
人
ぞ

な
き
　
　
　
　
　  

大
伴
旅
人

　
　
　
　
Ｃ  

わ
が
背
子
が
衣
は
る
さ
め
降
る

ご
と
に
野
辺
の
緑
ぞ
色
ま
さ
り

け
る
　
　
　
　
　  

紀
貫
之

　
　
　
　
Ｄ  

夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
空
の
か
よ

ひ
路
は
か
た
へ
す
ず
し
き
風
や

吹
く
ら
む
　
　
　  

凡
河
内
躬
恒

　
　
　
　
Ｅ  

か
き
曇
り
天
霧
る
雪
の
ふ
る
里

を
積
も
ら
ぬ
さ
き
に
と
ふ
人
も
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が
な
　
　
　
　
　  

小
侍
従

　
　
　
　
Ｆ  

夏
衣
か
た
へ
す
ず
し
く
な
り
ぬ

な
り
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む
ゆ
き
あ

ひ
の
空
　
　
　
　  

慈
円

　
　
⑦
選
ん
だ
理
由
を
書
い
て
下
さ
い
。

　G
oogle C

lassroom

を
使
用
し
た
目
的
は
、

限
ら
れ
た
時
間
内
で
効
率
良
く
多
く
の
作
品
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
、
そ
し
て
生
徒
が

興
味
を
持
っ
て
古
文
の
学
習
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
徒
が
興
味
を
持
つ

た
め
に
は
、
少
し
で
も
古
文
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

問
題
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
和
歌
を
問
題
と
し

て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
お
気
に
入
り
の
和
歌

を
選
ぶ
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験

や
感
性
に
基
づ
い
て
和
歌
を
味
わ
え
る
よ
う
に

し
た
。
生
徒
が
書
い
た
「
選
ん
だ
理
由
」
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

　
Ａ
… 

雫
に
濡
れ
な
が
ら
も
思
い
を
寄
せ
る
女

性
を
待
つ
男
性
の
一
途
な
心
に
惚
れ
ま

し
た
。

　
Ｂ
… 

愛
お
し
い
人
が
見
た
物
は
残
存
す
る
が
、

そ
の
物
を
見
た
愛
お
し
い
人
が
今
は
亡

き
人
と
な
っ
て
い
る
対
比
に
悲
し
さ
を

感
じ
た
か
ら
。
ま
た
、
愛
す
る
人
が
居

な
く
な
っ
て
も
、
彼
女
の
思
い
出
は
雲

散
霧
消
し
て
い
な
い
作
者
が
素
敵
だ
と

思
っ
た
か
ら
。

　
Ｃ
… 

季
節
は
は
っ
き
り
と
変
わ
る
も
の
で
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
変
わ
っ
て
い
く
も
の

だ
と
思
う
か
ら
、
２
つ
の
季
節
を
と
り

あ
げ
て
い
る
の
が
好
き
で
す
。

　
Ｄ
… 

雨
と
鮮
や
か
な
緑
が
映
え
る
綺
麗
な
歌

だ
と
思
っ
た
か
ら
。

　
Ｅ
… 

私
の
住
ん
で
い
る
県
は
過
疎
化
が
進
ん

で
い
て
、
時
々
祖
母
が
昔
の
栄
え
て
い

た
頃
の
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、

こ
の
歌
の
、
も
っ
と
人
が
訪
れ
て
く
れ

た
ら
な
あ
と
い
う
部
分
に
共
感
し
た
か

ら
で
す
。

　
Ｆ
… 

歌
か
ら
良
い
部
分
を
取
り
、
よ
り
良
い

表
現
を
す
る
の
は
、
お
互
い
高
め
あ
っ

て
る
感
じ
が
し
て
い
い
な
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

３
、 

お
気
に
入
り
の
和
歌
の
集
計
結
果
を
授
業

で
紹
介
（
１
時
間
）

　G
oogle

フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
解

答
を
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
集
計
し
、
そ
こ

か
らE

xcel

で
グ
ラ
フ
を
作
っ
た
。
ク
ラ
ス
ご

と
の
集
計
結
果
と
学
年
全
体
の
集
計
結
果
を
グ

ラ
フ
に
し
て
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
授
業
中
に

紹
介
し
た
（
図
１
）。
学
年
全
体
で
は
恋
の
歌
が
人

気
で
あ
っ
た
が
、
本
歌
取
り
の
よ
う
な
技
巧
的

な
歌
の
割
合
が
高
い
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
ク
ラ
ス
の
傾
向
を
指
摘
す
る
と
興
味
深

そ
う
に
生
徒
た
ち
は
聞
い
て
い
た
。

　
次
に
、
選
ん
だ
理
由
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め

て
（
図
２
）
匿
名
で
紹
介
し
た
。
上
手
に
書
け
て

い
る
も
の
に
対
し
て
は
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
た
。

中
に
は
掛
詞
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
に
「
掛
詞

が
好
き
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
を
書
い
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
の
あ
る
も
の

も
あ
え
て
紹
介
し
て
解
説
す
る
と
、
教
室
は
笑

い
に
包
ま
れ
た
。

お
わ
り
に

　
選
ん
だ
理
由
の
書
き
方
は
生
徒
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
っ
た
が
、
大
半
は
２
で
紹
介
し
た
も

の
の
よ
う
に
、
気
に
入
っ
た
理
由
を
自
分
の
感

性
や
体
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
書
く
こ
と

が
で
き
て
い
た
。
中
に
は
、
単
語
一
語
だ
け
で

済
ま
せ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
Ｂ

の
歌
に
つ
い
て
、「
ポ
ニ
ョ
」
と
一
言
だ
け
入

力
し
て
い
た
生
徒
が
い
た
。
理
由
説
明
と
し
て

は
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
こ
の
生
徒
は
鞆
の
浦

が
舞
台
に
な
っ
た
映
画
を
連
想
し
た
と
考
え
ら

れ
、
映
画
を
見
た
体
験
と
関
連
づ
け
な
が
ら
和

歌
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。

　G
oogle

フ
ォ
ー
ム
を
送
信
す
る
と
き
、
大

半
の
生
徒
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
感
覚
で
生
徒

は
和
歌
に
対
す
る
感
想
を
書
い
て
い
た
と
思
わ

れ
、
鑑
賞
文
を
書
く
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、

率
直
に
思
い
を
表
現
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
授
業
の
効
率
化
と
い
う

側
面
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

点
も
生
か
し
な
が
ら
、
古
文
の
世
界
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
授
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
注
） 

例
え
ば
、
２
０
２
０
年
度
は
、
教
科
書

の
教
材
「
木
曽
の
最
期
」（『
平
家
物
語
』）

を
授
業
で
扱
っ
た
後
、
薩
摩
琵
琶
の
語

り
を
実
際
に
聞
い
た
り
、
実
物
の
琵
琶

に
触
れ
た
り
す
る
授
業
を
行
っ
た
。

（図１）

（図２）
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力
」
を
し
た
い
、
自
分
も
か
ね
て
「
心
学
上
之

事
」
に
は
「
聊
い
さ
さ
か

苦
慮
」
し
て
い
る
の
で
、
い

ず
れ
終
日
「
緩ゆ
る

々ゆ
る

」
と
面
談
し
た
い
、
と
（
③

四
〇
三
）。

　
日
程
調
整
は
新
島
の
教
え
子
、
徳
富
蘇
峰
が

担
当
し
た
。
渋
沢
は
同
月
二
十
九
日
に
彼
宛
て

に
書
簡
で
快
諾
を
伝
え
た
の
で
、
ま
も
な
く
面

談
は
実
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
六
月
に
は
両
者
の
動
き
は
活
発
化
す
る
。
二

十
七
日
、東
京
滞
在
中
の
新
島
は
、渋
沢
に
「
書

ヲ
送
ル
」（
⑤
三
四
五
）。
同
日
、
渋
沢
も
新
島

に
送
信
す
る
。
過
日
、
新
島
が
第
一
国
立
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
を
訪
ね
た
際
に
は
不
在
で

あ
っ
た
失
礼
を
詫
び
る
一
方
で
、
自
分
も
井
上

宅
を
「
両
三
回
」
訪
ね
る
も
、
い
ず
れ
も
留
守

で
あ
っ
た
の
で
、
本
日
、
面
会
の
都
合
を
書
簡

で
問
う
た
、
回
答
が
あ
り
し
だ
い
、「
貴
台
、

又
ハ
青
木
君
抔な
ど

」
と
一
緒
に
伺
い
た
い
、
当
方

は
明
日
、
明
後
日
は
出
社
す
る
の
で
、
都
合
が

つ
け
ば
来
社
い
た
だ
き
た
い
、
と
伝
え
る
（
⑨

上
、
四
一
六
）。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
渋
沢
に
は
募
金
集
会
の
件

で
井
上
、
青
木
、
新
島
と
い
っ
た
世
話
人
と
事

前
協
議
を
重
ね
て
お
き
た
い
意
向
が
強
か
っ
た
。

発
起
人
に
も
近
い
そ
の
熱
意
に
応
え
る
た
め
に

初
対
面

　
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
の
モ

デ
ル
渋
沢
栄
一
は
、
三
年
後
に
は
新
一
万
円
札

の
顔
に
も
な
る
。
彼
の
活
躍
は
多
方
面
に
わ
た

る
の
で
、
そ
の
恩
恵
を
同
志
社
も
受
け
た
。
す

べ
て
は
新
島
襄
と
の
交
流
に
よ
る
。

　
出
会
い
の
時
と
場
は
、
一
八
八
八
年
四
月
二

十
二
日
、
井
上
馨
邸
で
あ
る
。
新
島
に
よ
る
と
、

大
学
設
立
運
動
の
支
援
者
、
陸
奥
宗
光
や
募
金

に
「
大
賛
成
」
の
井
上
馨
が
、
渋
沢
を
自
邸
に

誘
っ
た
と
い
う
（『
新
島
襄
全
集
』
三
巻
五
六

一
頁
。
以
下
、
③
五
六
一
）。

　
こ
の
日
、
鳥
居
坂
の
井
上
邸
（
現
国
際
文
化

会
館
）
で
は
同
志
社
募
金
集
会
（
準
備
会
）
が

開
か
れ
、
青
木
周
蔵
、
陸
奥
、
沖
守も
り

固か
た

（
神
奈

川
県
知
事
）、
野
村
靖
（
枢
密
顧
問
官
）、
渋
沢
、

原
六
郎
、
益
田
孝
ら
が
呼
ば
れ
た
。
新
島
は
脳

貧
血
を
起
こ
し
た
の
で
、
中
座
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
（
⑤
三
〇
〇
～
三
〇
一
）。

　
健
康
を
回
復
し
た
五
月
一
日
、
新
島
は
参
加

者
に
礼
状
を
発
送
（
⑤
三
〇
四
）。
翌
日
、
渋

沢
は
返
信
を
寄
せ
、
心
情
を
吐と

露ろ

し
た
。
寄
付

の
件
は
陸
奥
や
か
つ
て
の
大
蔵
省
上
司
、
井
上

か
ら
縷る

る々

聞
い
て
い
る
の
で
、「
相
応
之の

御
助

特 別 寄 稿

「商法上ノ大王」渋沢栄一と同志社
新島襄との交遊

本
もと

井
い

 康
やす

博
ひろ

（元大学神学部教授）
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陸
奥
（
在
米
）
ら
と
の
交
信
に
も
努
め
た
（
⑧

四
五
六
～
四
六
二
）。

　
九
月
に
東
京
に
戻
る
と
さ
っ
そ
く
井
上
を
訪

ね
た
（
⑤
三
七
五
）。
十
月
五
日
に
は
京
都
か

ら
金
森
通み
ち

倫と
も

（
同
志
社
社
長
代
理
）
が
駆
け
つ

け
た
の
で
、
渋
沢
と
益
田
に
は
八
日
に
金
森
を

遣
わ
す
と
通
知
し
た
。
翌
九
日
に
は
金
森
と
共

に
井
上
を
訪
問
。
十
二
日
に
は
金
森
が
渋
沢
を

訪
ね
た
（
⑤
三
七
七
～
三
七
八
）。
寄
付
金
取

り
ま
と
め
の
依
頼
で
あ
る
。
快
諾
し
た
渋
沢
へ
、

新
島
は
「
委
任
状
」
を
送
付
し
て
正
式
に
依
頼

に
及
ん
だ
（
⑤
三
八
一
）。

　
十
一
月
十
三
日
、
新
島
は
渋
沢
に
「
懇
ね
ん
ご
ろ

之

同
氏
ノ
手
数
ヲ
謝
シ
タ
ル
一
書
」
を
出
す
（
⑤

四
一
六
）。
翌
月
十
日
に
は
、
渋
沢
を
始
め
大

口
寄
付
者
十
数
名
へ
肖
像
写
真
を
贈
っ
た
（
⑤

四
二
四
）。
翌
年
（
一
八
八
九
年
）
元
旦
に
も

同
じ
く
「
同
志
社
之
賛
成
家
」
へ
キ
ャ
ン
パ
ス

写
真
を
「
新
年
ノ
祝
詞
」
に
添
え
て
進
呈
し
た
。

　新
島
か
ら
個
人
的
遺
書

　
渋
沢
と
の
別
離
は
、
大
磯
で
あ
っ
た
。
新
島

は
募
金
活
動
の
た
め
、
病
を
押
し
て
京
都
か
ら

東
京
に
出
張
し
た
一
八
八
九
年
十
一
月
、
す
ぐ

　
渋
沢
は
寄
付
ば
か
り
か
そ
の
教
育
観
で
も
、

新
島
の
心
を
打
っ
た
。
新
島
に
よ
る
と
、
席
上
、

「
渋
沢
氏
ハ
、
徳
行
ノ
人
物
養
成
ノ
上
、
世
間

有
益
ノ
人
ヲ
作
ル
ニ
計
画
ア
リ
タ
キ
旨
ヲ
陳

ス
」（
⑤
三
五
二
）。「
徳
行
ノ
人
物
」
養
成
を

力
説
し
た
の
は
、
渋
沢
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
交
流

　
そ
の
後
、
新
島
は
伊
香
保
に
転
じ
た
。
避
暑

か
た
が
た
、同
地
で
静
養
中
の
岩
崎
弥
之
助（
三

菱
）
等
の
客
人
の
応
対
や
ら
、
渋
沢
や
益
田
、

新
島
は
三
十
日
に
「
第
一
銀
行
ニ
ユ
キ
、
渋
沢

氏
ニ
面
会
ス
」。
そ
の
報
告
を
新
島
は
翌
朝
、

井
上
に
手
紙
で
知
ら
せ
た
（
⑤
三
四
五
）。

同
志
社
に
六
千
円
を
寄
付

　
募
金
集
会
は
、
七
月
十
九
日
に
大
隈
重
信
外

相
官
邸
で
実
現
し
た
。
政
財
界
の
大
物
た
ち
が
、

一
晩
で
三
万
一
千
円
の
寄
付
を
確
約
し
た
一
事

は
、「
同
志
社
設
立
の
旨し

意い

」（
募
金
趣
意
書
）

に
も
、
か
つ
て
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
ヴ
ァ
ー
モ
ン

ト
州
）
で
集
め
た
五
千
ド
ル
と
並
べ
て
、
特
筆

さ
れ
る
（
①
一
三
一
、
一
三
四
）。
募
金
開
始

以
来
、
国
内
寄
付
額
は
や
っ
と
一
万
円
余
で
あ

っ
た
の
で
、
三
万
余
円
は
破
格
の
金
額
で
あ
る
。

　
呼
び
か
け
人
の
政
府
高
官
（
大
隈
、
井
上
、

青
木
）
以
外
は
、
財
界
大
物
八
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
最
高
予
約
額
（
六
千
円
）
は
、
渋

沢
と
原
六
郎
（
横
浜
正
し
ょ
う

金き
ん

銀
行
頭
取
）
の
ふ

た
り
。
新
島
は
渋
沢
や
原
の
よ
う
な
「
商
法
上

ノ
大
王
」
が
、
同
志
社
を
「
賛さ
ん

翊よ
く

シ
、
其
ノ
一い
っ

臂ぴ

ヲ
添
フ
ル
ニ
至
リ
シ
ハ
、
実
ニ
可
お
ど
ろ
く
べ驚

キ
明
治

時
代
ノ
フ
ィ
ノ
ミ
ノ
ン
〔phenom

enon

〕

ト
云
フ
ト
モ
決
シ
テ
誣ふ

言げ
ん

ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
」

と
称
賛
す
る
（
③
六
二
〇
、〔
　
〕
は
本
井
）。

新島襄『漫遊記』（1888年７月19日の条）
同志社社史資料センター所蔵
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さ
ま
渋
沢
を
訪
問
し
た
が
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、

有
力
者
へ
の
紹
介
状
を
郵
便
で
依
頼
し
た
（
④

二
三
八
）。

　
そ
の
後
、
出
張
先
の
前
橋
で
倒
れ
、
傷
心
の

う
ち
に
東
京
に
戻
っ
た
新
島
は
、
療
養
の
た
め

大
磯
（
百む
か
で足

屋
）
に
転
じ
た
。
し
か
し
、
翌
一

八
九
〇
年
初
頭
、
病
状
は
悪
化
し
た
。
臨
終
直

前
の
一
月
十
六
日
、
同
じ
く
大
磯
（
渋
沢
に
は

箱
根
と
な
ら
ぶ
静
養
地
）
に
投
宿
中
の
渋
沢
の

所
へ
秘
書
に
手
紙
を
持
参
さ
せ
た
。
腸
チ
フ
ス

に
罹か
か

っ
た
の
で
宿
所
（
濤と
う

龍
り
ゅ
う

館
）
ま
で
伺
え

な
い
、
そ
の
近
辺
で
は
昨
年
、

腸
チ
フ
ス
が
流
行
し
た
由
な

の
で
、
飲
料
水
に
は
ご
注
意

あ
れ
、
と
同
病
相
憐
れ
む
見

舞
い
状
で
あ
る（
④
三
四
四
）。

　
五
日
後
、
渋
沢
は
百
足
屋

に
新
島
を
見
舞
っ
た
（
⑧
五

七
五
）。
再
起
不
能
を
覚
悟

し
た
新
島
は
、
こ
の
日
個
人

宛
て
の
遺
言
書
を
蘇
峰
に
口

述
筆
記
さ
せ
た
。
そ
の
二
日

後
、
新
島
は
召
天
し
た
。
渋

沢
と
の
交
流
は
、
二
十
か
月

で
終
わ
っ
た
。
彼
へ
の
遺
言

の
本
文
は------

　「
謹
つ
つ
し
んテ

告
別
申
上
候
。
是こ
れ

迄ま
で

同
志
社
大
学
ノ

為た

め
に
は
不
ひ
と
か
た
な
ら
ず

一
方
御
高
配
被
く
だ
さ
れ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

下
候
奉
感か
ん

伂ぱ
い

候
。
小
生
没
後
モ
行
末
長
ク
御
心
ニ
懸
ケ
被く
だ

下さ
れ

度た
く

、
乍
此
上
懇
請
申
上
候
」（
④
四
一
八
）。

　
遺
体
は
京
都
に
運
ば
れ
、
一
月
二
十
七
日
に

校
内
で
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
第
一
国
立
銀
行
京

都
支
店
の
行
員
が
三
名
参
列
し
た
の
は
、
渋
沢

の
代
理
か
（『
新
島
遺
品
庫
収
蔵
目
録
』
上
、

一
〇
二
頁
）。

三
度
の
同
志
社
訪
問

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
渋
沢
が
新
島
や
同
志
社

に
入
れ
込
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。
新
島
死
去
三
か

月
後
（
四
月
二
十
四
日
）
に
、
渋
沢
が
同
志
社

チ
ャ
ペ
ル
で
行
っ
た
講
演
が
参
考
に
な
る
。

　「
予よ

が
嘗か
つ

て
新
島
先
生
に
見ま
み

え
し
時
、
近
来

西
洋
の
文
明
入
り
来
り
し
よ
り
、
智
識
上
に
於お
い

て
ハ
頗
る
進
歩
せ
る
も
の
ゝ
如ご
と

く
見
ゆ
れ
ど
も
、

道
徳
上
に
於
て
は
少
し
も
進
歩
せ
ざ
る
の
み
な

ら
ず
、
却
か
え
つ

て
退
く
も
の
ゝ
如
く
、
今
や
徳
気
殆

ど
地
を
掃は

ふ
に
至
る
は
悲
む
べ
き
こ
と
な
り
と

〔
自
分
が
〕
述
べ
し
に
、
先
生
大
に
慨
嘆
し
て
、

君
の
言
へ
る
如
く
、
予
ハ
常
に
之
を
憂
ひ
居お

る

所
な
り
。
予
ハ
予
の
学
校
を
以も
っ

て
此こ
れ

等ら

の
も
の

を
改
革
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
君
の
言
、
誠
に

感
心
の
外
な
き
な
り
と
、
涙
を
含
で
仰
せ
ら
れ

た
る
事
な
り
」。

　
渋
沢
は
自
己
の
文
明
観
を
新
島
が
涙
な
が
ら

に
拝
聴
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。

　「
そ
れ
故
に
、
予
が
最
も
特
に
此こ
の

同
志
社
に

望
を
措
く
所ゆ
え
ん以
の
も
の
ハ
、
決
し
て
智
育
に
あ

ら
ず
、
決
し
て
奇
才
子
を
得
る
為た

め
に
あ
ら
ず
。

智
才
固も
と

よ
り
必
要
な
る
が
、猶な
お

此
上
に
支
那〔
中

国
〕
に
て
所い
わ

謂ゆ
る

仁
義
忠
孝
と
い
ふ
如
き
徳
育
を

同志社女学校旧静和館前での渋沢栄一
（最前列、1914年６月13日）

左端は原田助、帽子の女性はM・F・デントン
同志社社史資料センター所蔵
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加
へ
、
正
直
に
し
て
且か

つ
確
固
不
抜
の
精
神
あ

る
人
物
を
生
ず
る
に
在
り
。
之こ

れ
実
に
新
島
先

生
の
素
志
に
し
て
、
亦ま
た

予
が
諸
君
に
望
む
所
の

も
の
な
り
」。

　
儒
教
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
渋
沢
は
徳
育
重

視
の
一
点
で
新
島
の
主
義
を
高
く
買
い
、
講
演

を
こ
う
結
ぶ
。

　「〔
諸
君
が
〕
智
徳
兼
ね
備
は
れ
る
実
用
的
の

人
物
と
な
り
、
務
め
て
同
志
社
の
功
能
を
天
下

に
発
表
し
な
ば
、
一
は
以
て
新
島
先
生
の
志
を

な
す
べ
く
、
又
予
の
望
を
も
満
た
す
こ
と
を
得

て
、
此
上
も
な
き
仕し
あ

合わ
せ

と
思
ふ
な
り
」（『
同
志

社
文
学
会
雑
誌
』
三
十
三
号
、
十
頁
、
一
八
九

〇
年
五
月
。〔
　
〕
は
本
井
）。

　
同
志
社
か
ら
智
徳
兼
備
の
人
間
を
輩
出
し
た

い
と
の
新
島
の
志
に
渋
沢
も
全
面
的
に
共
感
を

寄
せ
て
い
た
。

　
二
度
目
の
訪
問
は
一
九
一
一
年
五
月
二
十
一

日
で
、
女
性
教
育
振
興
の
た
め
成
瀬
仁じ
ん

蔵ぞ
う

や
森

村
市
左
衛
門
（
森
村
商
事
）
と
関
西
の
女
学
校

を
歴
訪
中
の
こ
と
で
あ
る
（『
同
志
社
女
学
校

期
報
』
三
〇
号
、
三
七
頁
）。
同
志
社
男
子
校

で
は
チ
ャ
ペ
ル
で
講
演
し
（『
同
志
社
年
表
（
未

定
稿
）』
六
六
頁
）、
署
名
を
残
し
た
。

　
渋
沢
、
森
村
両
人
は
成
瀬
が
手
掛
け
た
日
本

女
子
大
学
に
も
多
額
の
寄
付
を
捧
げ
て
い
る
。

こ
の
大
学
の
発
足
時
、
成
瀬
は
十
余
名
の
同
志

社
教
職
員
を
ス
タ
ッ
フ
に
招
聘
し
た
（
各
自
に

つ
い
て
は
、拙
著
『
新
島
襄
の
教
え
子
た
ち
（
ジ

ャ
ン
ル
別
）』
二
九
六
～
三
四
八
頁
参
照
）。

　
二
代
目
校
長
の
麻あ

生そ
う

正
し
ょ
う

蔵ぞ
う

（
新
島
の
教
え

子
）
は
そ
の
代
表
で
、
彼
の
後
任
校
長
が
渋
沢

で
あ
る
。
渋
沢
の
大
学
へ
の
貢
献
は
、
男
子
校

（
一
橋
、
東
京
経
済
、
国
士
館
、
二
松
学
舎
、

同
志
社
）
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
最
後
の
同
志
社
来
校
は
一
九
一
四
年
六
月
十

三
日
。
男
子
校
で
講
演（
本
文
は『
竜
門
雑
誌
』

三
一
四
号
）
後
、
女
学
校
を
視
察
し
、
記
念
撮

影
も
し
た

同
志
社
総
長
人
事
に
関
与　

　
こ
の
間
、
一
八
九
六
年
四
月
九
日
に
は
同
志

社
社
員
会
（
理
事
会
）
が
渋
沢
や
岩
崎
弥
之
助

ら
を
「
名
誉
員
」
に
推
し
た
（「
同
志
社
社
員

会
議
録
事
」）。
こ
の
前
後
、
渋
沢
は
学
内
紛
争

の
解
決
に
も
骨
を
折
っ
た
。
横
井
時
雄
第
三
代

同
志
社
社
長
（
現
総
長
）
が
支
援
団
体
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
）
と
衝
突
し

た
結
果
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
裁
判
を
起
こ
し
て
そ

れ
ま
で
の
寄
付
全
額
の
返
還
請
求
を
強
行
し
よ

う
と
し
た
。
学
内
紛
争
は
国
際
問
題
に
も
発
展

し
か
ね
な
か
っ
た
。

　
宣
教
師
の
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
大
隈

首
相
に
調
停
を
持
ち
こ
ん
だ
。
条
約
改
正
交
渉

上
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
の
を
危
惧
し
た
大
隈

は
、
渋
沢
に
も
応
援
を
求
め
た
。
一
八
九
九
年

一
月
七
日
の
日
記
に
渋
沢
は
、「
大
隈
伯
爵
邸

ヲ
訪
ヒ
〔
中
略
〕
京
都
同
志
社
ニ
生
ス
ル
物
議

ニ
付
テ
」
話
を
聞
く
、
と
記
す
（『
渋
澤
栄
一

傳
記
資
料
集
』
二
七
巻
、
三
五
頁
）。「
物
議
」

同志社来校時の渋沢栄一、森村市左衛門の署名
最下段は内村鑑三。『同志社 その80年の歩み』から。

（同志社来客者名簿）
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と
は
、「
同
志
社
綱
領
（
現
寄
付
行
為
）
削
除

事
件
」
を
指
す
。

　
結
局
、
綱
領
は
旧
に
復
し
、
社
員
（
理
事
）

は
責
任
を
と
っ
て
総
辞
職
に
及
ん
だ
。
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
大
隈
と
渋
沢
と
い
う
「
二
人

の
主
要
な
日
本
人
寄
付
者
」
に
新
役
員
の
承
認

を
求
め
た
（
Ｐ
・
Ｆ
・
ボ
ラ
ー
『
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
と
同
志
社
』
二
〇
四
頁
）。

　
こ
う
し
て
誕
生
し
た
社
長
が
、
第
四
代
（
西さ
い

原ば
ら

清き
よ

東き

）
と
第
五
代
（
片
岡
健
吉
）
で
あ
る
。

同
志
社
非
出
身
者
で
政
治
家
と
い
う
異
例
の
外

部
者
抜
擢
と
な
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
外
部
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
が
同
志
社
人
事
に
介
入
し
た
例
は
同
志
社
史

上
、
他
に
例
が
な
い
。

新
島
の
教
え
子
た
ち
と
の
交
流

　
新
島
亡
き
後
は
、
彼
の
教
え
子
が
渋
沢
と
交

流
す
る
。
ま
ず
は
第
一
回
卒
業
生
の
市
原
盛も
り

宏ひ
ろ

。

渋
沢
か
ら
目
を
掛
け
ら
れ
て
欧
米
視
察
（
一
九

〇
二
年
五
月
～
十
月
）
に
同
行
を
し
た
。
帰
国

後
は
渋
沢
の
肝
い
り
で
金
融
界
に
入
り
、
朝
鮮

銀
行
初
代
総
裁
に
昇
り
つ
め
た
。

　
渋
沢
は
彼
と
の
二
十
年
近
い
「
意
気
投
合
し

た
」
交
遊
を
顧
み
、「
実
業
界
に
入
り
、
職
を

日
本
銀
行
に
奉
せ
ら
る
る
に
及
お
よ
ん

で
老
生
相あ
い

識し

る

に
至
り
、
爾じ

来ら
い

、
其そ

の
人
格
、
手
腕
に
傾
倒
す

る
こ
と
年
あ
り
」
と
評
す
る
（『
故
市
原
盛
宏

記
念
』
三
五
頁
）。

　
二
人
目
は
徳
富
蘇
峰
で
あ
る
。
政
財
界
要
人

と
の
折
衝
で
は
か
つ
て
新
島
の
黒く
ろ

子ご

と
し
て
活

躍
し
た
。
神
奈
川
県
二
宮
の
徳
富
蘇
峰
記
念
館

は
、
渋
沢
か
ら
の
来
簡
を
七
通
、
所
蔵
す
る
。

　
三
人
目
は
、
日
本
救
世
軍
の
父
、
山
室
軍
平
。

社
会
事
業
の
後
援
者
、
渋
沢
の
恩
恵
を
最
大
級

に
享
受
し
た
の
が
、石
井
十
次（
岡
山
孤
児
院
）

や
山
室
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
同
志
社
派
」
と
呼
ば

れ
る
社
会
福
祉
界
の
先
駆
者
で
あ
る
。

　
四
人
目
は
同
志
社
大
学
設
立（
一
九
一
二
年
）

の
立
役
者
で
、
同
志
社
総
長
の
原
田
助た
す
く。
渋
沢

が
一
九
一
〇
年
代
に
二
度
も
来
校
し
た
の
は
、

原
田
と
の
誼
よ
し
み

か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
に
理

事
会
が
渋
沢
ら
を
「
社
友
」
に
推
挙
し
た
際
、

原
田
は
東
京
に
赴
き
、
直
々
に
了
解
を
と
り
つ

け
た
（『
原
田
助
遺
集
』
一
九
四
頁
）。

　
原
田
は
同
志
社
外
部
で
の
活
動
も
顕
著
で
あ

っ
た
。
成
瀬
が
始
め
た
「
帰き

一い
つ

協
会
」（
諸
宗

教
の
相
互
理
解
を
は
か
る
団
体
）
に
賛
同
し
、

ス
ポ
ン
サ
ー
役
の
渋
沢
と
共
に
発
起
人
と
な
っ

た
。「
渋
沢
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
ま
で
言
わ

れ
た
同
会
に
、
中
島
力
造
、
浮
田
和
民
、
海
老

名
弾だ
ん

正じ
ょ
う、

村
井
知と
も

至と
し

、
松
本
亦
太
郎
、
Ｏ
・
Ｈ
・

ギ
ュ
リ
ッ
ク
、
Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
ら
同
志
社

関
係
者
が
参
加
し
た
の
で
（
同
前
一
九
五
頁
、

一
九
八
頁
）、
渋
沢
と
同
志
社
と
の
輪
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。

　
原
田
は
総
長
辞
任
後
の
一
九
二
〇
年
秋
、
ハ

ワ
イ
大
学
か
ら
東
洋
学
部
設
立
を
要
請
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
り
し
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
排

日
運
動
が
激
化
し
た
の
で
、
日
米
関
係
委
員
会

幹
部
の
渋
沢
か
ら
二
度
、
東
京
に
呼
ば
れ
、
早

急
に
渡
米
し
て
問
題
解
決
に
当
た
る
よ
う
に
要

請
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
渋
沢
は
、
ハ
ワ
イ
大

学
総
長
を
説
得
し
て
原
田
赴
任
の
遅
れ
を
了
解

さ
せ
た
（
同
前
、
二
三
三
頁
以
下
）。

　
日
米
関
係
改
善
に
か
く
ま
で
熱
心
な
渋
沢
は
、

お
り
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
者
に
も
挙

げ
ら
れ
た
。
十
余
年
後
、
渋
沢
の
逝
去
を
ホ
ノ

ル
ル
で
知
っ
た
原
田
は
、「
渋
沢
翁
も
遂
に
逝ゆ

い
た
。
実
に
人
生
の
悲
哀
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な

い
」
と
失
望
に
暮
れ
た
（
同
前
、
三
二
七
頁
）。

二
度
の
転
機

　
渋
沢
の
七
十
一
年
に
及
ぶ
生
涯
に
は
画
期
が
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二
度
あ
る
。
華は

な

の
大
蔵
官
僚
を
辞
し
て
民
間
に

転
じ
、
実
業
界
に
転
身
し
た
一
八
七
三
年
と
、

実
業
界
を
引
退
し
て
様
々
な
社
会
的
福
祉
的
貢

献
を
開
始
し
た
一
九
一
六
年
で
あ
る
。

　
前
者
で
の
初
心
は
「
官
尊
民
卑
の
弊
を
根
本

的
に
除
去
」
す
る
こ
と
（『
渋
沢
栄
一
自
叙
伝
』

五
五
〇
頁
）、
後
者
で
は
社
会
的
弱
者
の
救
済

が
新
た
な
行
動
指
針
と
な
っ
た
。

　
渋
沢
の
二
度
目
の
転
身
に
関
し
て
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
、
Ｊ
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
（
日

本
の
監
獄
改
良
の
先
駆
者
で
元
同
志
社
病
院

長
）
が
秘
話
を
伝
え
る
。
渋
沢
か
ら
東
京
で
こ

う
告
白
さ
れ
た
と
い
う
。
自
分
は
若
い
頃
か
ら

国
家
財
政
の
拡
大
に
尽
力
し
て
き
た
が
、
国
民

に
何
ら
の
幸
福
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
「
こ

の
頃
発
見
し
た
」。
今
後
は
、
今
少
し
ま
じ
め

に
国
民
に
真
の
幸
福
を
与
え
る
た
め
に
余
生
を

捧
げ
た
い
、
と
（
大
久
保
利
武
編
『
日
本
に
於

け
る
ベ
リ
ー
翁
』
九
二
～
九
三
頁
）。
こ
う
し

て
彼
は
晩
年
、「
慈
善
事
業
に
金
を
費
や
す
こ

と
」を「
一
種
の
道
楽
」と
す
る
に
至
っ
た（『
渋

沢
栄
一
自
叙
伝
』
四
六
五
～
四
六
六
頁
）。

　
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
と
言
え
ば
、

Ｓ
・
Ｌ
・
ギ
ュ
リ
ッ
ク
（
元
同
志
社
教
員
）
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。
京
都
か
ら
帰
国
後
、
一
九
二

七
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
平
和
親
善
使
節
の
「
青

い
目
の
人
形
」
を
日
本
に
贈
っ
た
。
日
本
側
の

受
け
入
れ
責
任
者
が
渋
沢
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
た
渋
沢
の
平
和
貢
献
の
一
例
で
あ
る
。

渋
沢
ゆ
か
り
の
埼
玉
県
に
今
も
残
る
十
二
体
の

青
い
目
の
人
形
す
べ
て
が
、
今
春
、
埼
玉
県
立

博
物
館
で
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
。

『
論
語
と
算そ
ろ

盤ば
ん

』
に
見
る
教
育
観

　
渋
沢
は
一
九
二
七
年
、
持
論
の
道
徳
経
済
合

一
説
を
『
論
語
と
算
盤
』
に
ま
と
め
た
。
新
島

と
重
な
る
思
想
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

実
業
界
に
転
じ
て
か
ら
「
論
語
に
対
し
て
特
別

の
関
係
が
出
来
た
」
た
め
に
、
道
徳
に
開
眼
し

た
ば
か
り
か
、「
官
尊
民
卑
の
弊
」
を
根
本
的

に
解
消
す
る
覚
悟
を
も
固
め
た
（『
現
代
語
訳

論
語
と
算
盤
』
一
七
頁
、
二
四
頁
）。

　
新
島
も
こ
れ
ら
両
点
が
相
俟
っ
て
、
私
学
人

と
し
て
「
民
間
立
」
大
学
、
そ
れ
も
宗
教
に
立

脚
す
る
大
学
を
日
本
で
初
め
て
立
ち
上
げ
る
夢

を
抱
く
に
至
っ
て
い
る
が
、
渋
沢
は
新
島
の
志

に
心
底
か
ら
共
鳴
し
た
。

・「
現
代
青
年
に
取
っ
て
最
も
切
実
に
必
要
を

感
じ
つ
つ
あ
る
も
の
は
、人
格
の
修
養
で
あ
る
」

新島襄に宛てた渋沢栄一の書簡（1889年８月12日付） 同志社社史資料センター所蔵
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（
二
六
九
頁
）。
仏
教
や
「
ク
リ
ス
ト
教
」
も
あ

る
が
、
自
分
は
「
孔
孟
の
教
お
し
え

」
を
最
良
の
「
人

格
養
成
法
」
と
考
え
る
（
二
七
二
頁
）。

・
キ
リ
ス
ト
教
の
「
愛
」
と
儒
教
の
「
仁
」
は
「
殆

ん
ど
一
致
」
す
る
（
二
八
二
頁
）。「
余
は
、
宗

教
と
し
て
将
は
た
ま

た
経
文
と
し
て
は
耶や

蘇そ

の
教
が
良

い
の
で
あ
ら
う
が
、
人
間
の
守
る
道
と
し
て
は
、

孔
子
の
教
が
良
い
と
思
ふ
」（
二
八
二
頁
）。

　
一
方
の
新
島
に
は
「
孔
孟
の
教
」
の
評
価
は

低
い
。
と
り
わ
け
渡
米
直
後
は
、「
孔
孟
の
道

を
以
も
っ
て

、国
を
立た
て

ん
と
す
る
は
、大
な
る
誤
な
り
」

と
ほ
ぼ
完
全
否
定
で
あ
っ
た
（
③
四
〇
）。

　
し
か
し
、
宗
教
を
異こ
と

に
す
る
と
は
い
え
、
知

育
偏
重
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
道
徳
教
育
を
尊
重

す
る
点
で
は
、
両
者
は
一
致
す
る
。
た
と
え
ば
、

渋
沢
の
次
の
一
節
（
一
六
三
頁
）
で
あ
る
。

・「
今
の
教
育
は
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

重
視
〔
は
す
る
が
、〕
精
神
を
磨
く
こ
と
を
な

お
ざ
り
に
し
て
、
心
の
学
問
に
力
を
尽
く
さ
な

い
か
ら
、
精
神
の
面
で
青
年
た
ち
に
問
題
が
出

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」。

　
渋
沢
が
重
視
す
る「
心
の
学
問
」や「
心
学
」

（
先
出
）
は
、
新
島
が
言
う
「
心
育
」、「
魂
の

教
育
」
に
一
脈
通
じ
る
。

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス
ト　
　

　
渋
沢
は
、
経
済
的
な
成
功
者
は
富
を
社
会
に

還
元
せ
よ
と
説
い
た
。自
ら
も
聖
書
で
言
う「
天

に
財た
か
ら宝

を
積
む
」
を
実
践
し
た
。
社
会
事
業
を

「
道
楽
」
の
よ
う
に
支
援
し
た
の
も
そ
の
た
め

で
あ
る
。

　
新
島
の
周
辺
に
は
、
卒
業
生
を
含
め
て
こ
う

し
た
特
異
な
資
産
家
が
目
立
つ
（
拙
稿
「
同
志

社
の
精
神
教
育
と
経
済
倫
理---

同
志
社
を
め

ぐ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
企
業
家
た
ち---

」、『
同

志
社
商
学
』
七
一
の
六
）。
彼
に
と
っ
て
は
、

そ
の
原
型
（
モ
デ
ル
）
は
「
ア
メ
リ
カ
の
父
」

Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

　
追
悼
説
教
の
中
で
新
島
は
、
彼
こ
そ
「
慈
善

ノ
働
キ
ヲ
以
テ
畢ひ
っ

生せ
い

ノ
目
的
」
と
し
た
企
業
家
、

い
や「
慈
善
家
」（
原
語
はphilanthropist

か
）

で
あ
っ
た
と
顕
彰
す
る
（
②
四
一
五
）。

　
新
島
の
目
に
は
、
渋
沢
は
日
本
の
ハ
ー
デ
ィ

ー
と
映
ら
な
か
っ
た
か
。
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス

ト
と
し
て
の
活
躍
は
、
刊
行
中
の
『
渋
沢
栄
一

と
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」』（
全
八
巻
）
が
明

示
し
よ
う
。

　
渋
沢
が
一
九
三
二
年
十
一
月
十
一
日
に
亡
く

な
っ
た
時
、
同
志
社
は
理
事
会
で
彼
の
死
を
報

じ
る
と
同
時
に
、「
令れ
い

嗣し

敬
三
氏
は
、
従
来
本

社
〔
同
志
社
〕
と
特
別
の
関
係
が
な
い
た
め
社

友
に
推
薦
し
な
い
」
と
決
議
し
た
（「
同
志
社

理
事
会
記
録
」）。
渋
沢
栄
一
と
の
繋
が
り
は
潰つ
い

え
た
も
の
の
、
昨
今
の
渋
沢
「
再
登
場
」
が
同

志
社
で
も
彼
の
思
想
と
事
績
を
再
検
証
す
る
契

機
に
な
れ
ば
と
願
う
。

救世軍創立者のW・ブース大将歓迎会（救世軍本営提供）
ブース大将（前列中央）、渋沢（前列右端）、山室（2列目左端）

（東京市議会堂、1907年４月18日）



新
刊
紹
介

記
憶
と
慣
行
の
西
洋
古
代
史

―
エ
ジ
プ
ト
か
ら
ロ
ー
マ
ま
で
―

中な
か

井い

義よ
し

明あ
き（

大
学
文
学
部
名
誉
教
授
）

堀ほ
り

井い

優ゆ
た
か（

大
学
文
学
部
教
授
）編
著

岸き
し

本も
と

廣こ
う

大た
（
大
学
文
学
部
助
教
）他
著

　
本
書
は
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所
部
門
研
究
会
第
一
九
期
第

一
三
研
究「
歴
史
の
な
か
の
記
憶
と

記
憶
の
な
か
の
歴
史
」の
成
果
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。序
章（
中
井
、堀
井
）

で
述
べ
た
と
お
り
、
全
一
一
本
の
論

考
の
大
半
は
、
あ
る
時
点
に
お
け
る

過
去
認
識
が
人
々
の
意
識
と
行
動
に

与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た

幾
つ
か
は
、
あ
る
時
点
に
定
着
し
た

社
会
的
規
範
の
持
続
的
影
響
を
示
唆

す
る
。
こ
う
し
て
そ
の
全
体
を
つ
う

じ
て
、
様
々
な
記
憶
と
慣
行
が
連
続

的
か
つ
重
層
的
に
示
さ
れ
る
。

ミネルヴァ書房
4,400円（税込）

刊行年月 2021年3月30日

同
志
社
を
掘
る

―
創
立
百
五
十
年
に
向
け
て
―

本も
と

井い

康や
す

博ひ
ろ（

元
大
学
神
学
部
教
授
）著

　
創
立
百
五
十
年
ま
で
あ
と
四
年
。

年
史
の
編
集
実
務
も
す
で
に
始
動
し

た
と
聞
く
。

　
法
人
が
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む

校
史
が
正
史
な
ら
ば
、
個
人
著
作
は

外
史
で
あ
る
。

　
早
稲
田
に
は
木
村
毅き
『
早
稲
田
外

史
』、
本
学
に
も
編
纂
委
員
会
編『
同

志
社
五
十
年
史
』に
対
し
て
青
山
霞か

村そ
ん『
同
志
社
五
十
年
裏
面
史
』が
あ
る
。

後
者
は
個
人
的
趣
向
や
偏
向
が
目
立

つ
と
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
、
単
独
執

筆
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。

　
本
書
も
二
匹
目
の
泥ど

じ
ょ
う鰌
を
狙
う
。

半
世
紀
に
及
ぶ
新
島
研
究
の
ス
ピ
ン

オ
フ
と
し
て
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き

た
同
志
社
史
の
諸
論
考
を
、
創
立

蒼穹社
5,060円（税込）

刊行年月 2020年11月29日

　
第
三
章「
民
主
政
復
興
期
に
お
け

る
ア
テ
ナ
イ
外
交
」（
中
井
）は
有
名

な
ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
で
は
な
く
、
前

四
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
史
を
扱
っ
て
い

る
。
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
で
多
く
の

市
民
を
失
っ
た
ア
テ
ナ
イ
は
ス
パ
ル

タ
へ
の
従
属
を
条
件
に
降
伏
し
た
。

政
治
的
自
立
の
確
保
と
海
上
権
回
復

を
模
索
し
た
の
が
本
章
の
ア
テ
ナ
イ

で
あ
る
。
そ
の
過
程
で「
過
去
の
記

憶
」が
現
実
世
界
に
及
ぼ
し
た
影
響

力
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
第
六
章「
使
節
の
演
説
に
お
け
る

過
去
の
語
り
」（
岸
本
）で
は
、
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
の
外
交
演
説
を
分
析
し
、

当
時
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
間
で
利
用
さ

れ
た
過
去
、
そ
の
利
用
か
ら
見
い
だ

さ
れ
る
規
範
を
論
じ
た
。第
八
章「
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
詩
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
」（
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
バ
ル
バ
ン

タ
ー
ニ
、
岸
本
訳
）は
、
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
諸
王
朝
を
中
心
に
、
文
学
作
品
や

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
残
さ
れ
た
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
記
憶
が
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
か

を
論
じ
る
。
両
論
考
か
ら
は
、
変
化

の
激
し
い
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
な
ら
で

は
の
記
憶
の
作
用
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

�

著
者
よ
り

百
四
十
五
年（
二
〇
二
〇
年
）を
機
に

一
本
に
し
た
私
的
学
園
史
、
い
や
初

期
同
志
社
の
発
掘
調
査
書
で
あ
る
。

　
個
人
の
手
作
業
ゆ
え
に
正
史
の
シ

ャ
ベ
ル
カ
ー
数
台
に
対
し
て
、
ス
コ

ッ
プ
一
本
。

　
こ
れ
ぞ
蟷と

う

螂ろ
う

の
斧
だ
が
、「
五ご

分ぶ

の

魂
」を
心
し
て
込
め
れ
ば
、
独
自
の
視

点
で
自
在
に
動
け
、
正
史
で
は
見
落

と
さ
れ
が
ち
な
地
層
も
試
掘
で
き
る
。

　
ほ
か
に
も
本
書
に
は
、
日
本
近
代

史
の
中
に
同
志
社
の
歩
み
を
位
置
づ

け
た
い
と
い
う
外
向
き
の
意
図
を
も

こ
め
た
。
そ
の
た
め
、
維
新
の
三
傑

が
同
志
社
開
校
に
絡
ん
だ
史
実
の
究

明
を
冒
頭
に
据
え
た
。

　
そ
の
他
、
演
説
・
公
開
講
演
会
や

社
会
福
祉
・
社
会
事
業
、
看
護
・
医

療
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
な
ど

の
分
野
に
お
け
る
同
志
社
の
先
駆
性

を
も
実
証
し
た
。
菊
版
六
百
四
十
七

頁
、
二
段
組
で
も
な
お
積
み
残
し
が

出
た
の
で
、
い
ず
れ
補
遺
版
を
考
え

た
い
。

　
同
志
社
の
歩
み
は
た
か
だ
か
百
五

十
年
。
さ
れ
ど
深ふ

か

堀ぼ

り
す
れ
ば
、
金

銀
財
宝
、
遺
跡
な
ど
が
ま
だ
ま
だ
出

よ
う
。
正
史
に
よ
る
お
宝
発
掘
に
期

待
し
た
い
。

�

著
者
よ
り

※著者の所属・職名は執筆時のものです。
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身
体
と
環
境
を
め
ぐ
る

世
界
史

服は
っ

部と
り

伸お
さ
む（

大
学
文
学
部
教
授
）編

大お
お

谷た
に

実み
の
る（

大
学
経
済
学
部
助
教
）

穐あ
き

山や
ま

洋よ
う

子こ
（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地

域
文
化
学
部
准
教
授
）他
著

　
本
書
は
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所
第
一
九
期
部
門
研
究
会（
二

〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
）第
五
研

究
の
研
究
成
果
で
、
近
現
代
社
会
に

お
け
る
身
体
お
よ
び
身
体
と
密
接
に

関
わ
る
環
境
に
関
す
る
領
域
を
多
面

的
に
検
討
す
る
。

　
そ
の
際
、
生
政
治
と
い
う
概
念
を

使
っ
て
、
統
治
者
や
社
会
の
な
か
の

あ
る
集
団
や
個
人
が
、
社
会
の
な
か

の
個
人
や
集
団
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
監
視
・
介
入
・
操
作
を
行

お
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
よ

人文書院
8,250円（税込）

刊行年月 2021年2月28日

「
戦
後
民
主
主
義
」の

歴
史
的
研
究

出い
ず

原は
ら

政ま
さ

雄お
（
大
学
法
学
部
名
誉
教
授
）

望も
ち

月づ
き

詩し

史ふ
み（

大
学
法
学
部
准
教
授
）編
著

林は
や
し

葉よ
う

子こ
（
人
文
科
学
研
究
所
助
教
）他
著

　
本
書
の
内
容
を
一
言
で
表
す
と

「「
戦
後
民
主
主
義
」の
内
容
・
特
質
を
、

近
現
代
日
本
の
民
主
主
義
の
歴
史
的

展
開
の
中
で
探
求
し
よ
う
と
す
る
試

み
」（
序
章
）で
あ
る
。
第
1
部「
戦
前

日
本
の
民
主
主
義
の
展
開
」（
第
1
～

5
章
）、
第
2
部「
戦
後
日
本
の
民
主

主
義
の
諸
相
」（
第
6
～
12
章
）の
全

2
部
・
12
章
か
ら
な
る
。

　
第
1
部
は
自
由
民
権
か
ら
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
経
て
戦
後
の
民
主
主

義
へ
と
連
な
る
近
代
日
本
の
民
主
主

法律文化社
7,260円（税込）

刊行年月 2021年3月30日

う
な
監
視
・
介
入
・
操
作
に
対
し
て
、

そ
の
対
象
者
と
な
っ
た
人
び
と
が
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
、
歴
史

的
文
脈
の
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
労
働
者
を
搾
取
し

つ
つ
、
消
費
者
を
踊
ら
せ
る
現
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ

マ
の
移
動
を
監
視
す
る
帝
政
期
ド
イ

ツ
の
警
察
、
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
香

港
で
顕
在
化
し
た
死
体
遺
棄
の
対
策

を
め
ぐ
る
言
説
、
日
本
人
の
食
生
活

改
善
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
大
正
・

昭
和
初
期
の
半
官
半
民
組
織
、
ス
イ

ス
に
お
け
る
移
動
型
民
族
の
子
ど
も

を
強
制
保
護
す
る
民
間
団
体
、
戦
後

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
知
的
障
が
い
者

の
家
族
、
医
療
倫
理
を
策
定
す
る
独

立
前
夜
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
医
師
団
体
、

自
然
食
普
及
を
目
指
す
戦
間
期
イ
ギ

リ
ス
の
健
康
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
一

六
編
の
論
文
を
収
録
す
る
。

　
た
だ
し
、
本
書
で
は
全
て
を
生
政

治
に
還
元
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
多
様
な
歴
史
を
す
く
い
取

る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
ま

た
、
人
び
と
を「
幸
せ
」へ
と「
誘
導
」

し
よ
う
と
す
る
生
政
治
の
も
う
一
つ

の
側
面
に
も
注
意
を
向
け
て
い
る
。

�
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よ
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義
の
歴
史
的
展
開
に
焦
点
を
合
わ
せ

た
章
立
て
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い
る
。

各
章
は
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら「
戦

後
民
主
主
義
」と
の
関
連
を
意
識
し

な
が
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
、
理
論
的

に
は
立
憲
主
義
、「
君
民
共
治
」論
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
、
議
会
政
治
論
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

　
第
2
部
は
概
ね
以
下
に
分
類
さ
れ

る
。第
一
に
戦
後
知
識
人（
住
谷
悦
治
、

丸
山
眞
男
、
日
高
六
郎
）の
民
主
主

義
論（
第
6
～
8
章
）、
第
二
に
女
性

史
の
視
点
か
ら〈
戦
後
の
民
主
主
義
〉

の
実
態
を
検
討
し
た
論
文（
第
9
・

10
章
）、
第
三
に
主
と
し
て
１
９
６

０
年
代
に
み
ら
れ
る「
戦
後
民
主
主

義
」へ
の
問
い
直
し
の
時
期
に
賛
否

の
立
場
を
主
張
す
る
知
識
人（
山
田

宗
睦
、
高
橋
和
巳
）の
思
想（
第
11
・

12
章
）で
あ
る
。
時
期
と
し
て
は
ほ

ぼ
1
9
6
0
年
代
末
ま
で
を
分
析
対

象
と
し
て
い
る
。

　
本
書
は
出
原
編『
戦
後
日
本
思
想

と
知
識
人
の
役
割
』（
法
律
文
化
社
、

2
0
1
5
年
）と
問
題
意
識
を
共
有

し
て
お
り
、
続
編
と
し
て
の
性
格
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
同
書
も
併
せ
て

お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り
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新
刊
紹
介

民
事
訴
訟
の
簡
易
救
済
法
理

川か
わ

嶋し
ま

四し

郎ろ
う（

大
学
法
学
部
教
授
）著

　
現
代
の
日
本
社
会
で
は
、
簡
易
裁

判
所
が
、
市
民
に
身
近
な
紛
争
解
決

機
関
と
し
て
日
常
的
な
正
義
の
実
現

に
深
く
寄
与
し
て
い
る
。
簡
易
裁
判

所
は
、
全
国
4
3
8
カ
所
に
存
在
す

る
い
わ
ば「
市
民
裁
判
所
」で
あ
る
。

　
日
本
の
場
合
に
は
、
世
界
的
に
訴

訟
以
外
の
紛
争
解
決
手
続（
A
D
R
）

が
注
目
さ
れ
る
遙
か
以
前
か
ら
、
簡

易
裁
判
所
に
お
け
る
話
し
合
い
に
よ

る
紛
争
解
決
で
あ
る「
調
停
」も
、
よ

く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
簡

易
裁
判
所
に
関
す
る
日
本
初
の
本
格

的
な
研
究
書
で
あ
り
、
裁
判
所
と
い

う
名
称
を
も
つ
も
の
の
、
裁
判
以
外

の
多
様
な「
簡
易
救
済
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
提
供
し
て
い
る
簡
易
裁
判
所

の
創
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
法

的
課
題
や
実
務
的
課
題
を
、
比
較
法

弘文堂
6,600円（税込）

刊行年月 2020年11月30日

的
研
究
を
交
え
て
網
羅
的
に
論
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
創
設
時
か

ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
家
庭
裁
判
所

と
共
に
法
的
救
済
の
実
績
を
あ
げ
て

き
た
も
の
の
、
意
外
に
も
包
括
的
な

研
究
対
象
と
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

　
富
士
山
の
よ
う
な
日
本
の
司
法
の

広
大
な
裾
野
を
形
成
し
て
い
る
簡
易

裁
判
所
が
、
市
民
に
利
用
し
や
す
く

頼
り
が
い
の
あ
る
身
近
な「
救
済
の

殿
堂
」と
し
て
、
理
論
的
に
も
実
務

的
に
も
発
展
し
、
か
つ
、「
市
民
の
司

法
利
用
・
司
法
参
加
」が
よ
り
一
層

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
私
は
本
書

を
執
筆
し
た
。
調
停
制
度
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
約
１
年
前
に
公
刊
で
き

た
こ
と
は
僥
倖
で
あ
る
。
私
は
、
郷

里
か
ら
輩
出
し
た
近
江
商
人
の「
三

方
よ
し
」、
す
な
わ
ち「
売
り
手
よ
し

買
い
手
よ
し
世
間
よ
し
」の
家
訓
を

民
事
訴
訟
に
応
用
し
、「
原
告
よ
し
被

告
よ
し
裁
判
所
よ
し
世
間
よ
し
」の

民
事
訴
訟
・
民
事
訴
訟
法
の
構
築
を

目
指
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、「
四
方
よ

し
」ゆ
え
に
、「
司
法
よ
し
」に
つ
な
が

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、「
当
事
者
主
導
の
民
主

的
手
続
実
践
」を
促
進
で
き
る
よ
う

に
、
法
的
救
済
過
程
を
研
究
し
て
ゆ

き
た
い
。�

著
者
よ
り

石
橋
湛
山
の〈
問
い
〉 

日
本
の
針
路
を
め
ぐ
っ
て

望も
ち

月づ
き

詩し

史ふ
み（

大
学
法
学
部
准
教
授
）著

　「
小
日
本
主
義
」と
聞
い
て「
石
橋

湛
山
」を
想
起
す
る
人
は
少
な
く
な

い
。
確
か
に
彼
の
思
想
は「
小
日
本

主
義
」と
し
て
体
系
化
さ
れ
、
彼
も

「
小
日
本
主
義
者
」と
評
価
さ
れ
る
。

だ
が「
小
日
本
主
義
」概
念
に
は
曖
昧

さ
が
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず
、
戦
後

の
価
値
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
石

橋
の
思
想
を
こ
の
概
念
に
引
き
寄
せ

て
論
じ
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
る
の

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ「
理
想
化
さ

れ
た
石
橋
湛
山
像
」で
あ
る
。
そ
の

弊
害
は
何
か
。
例
え
ば
石
橋
を
引
き

合
い
に
出
し
て
現
実
政
治
を
批
判
す

る
こ
と
で
あ
る
。
要
は
石
橋
の
思
想

に
仮
託
し
て
自
己
の
思
想
を
語
っ
て

い
る
。こ
の
論
者
は
身
勝
手
に
も「
理

想
化
さ
れ
た
石
橋
湛
山
像
」を
実
像

法律文化社
6,600円（税込）

刊行年月 2020年11月30日

と
思
い
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
相
容

れ
な
い
思
想
像
を
一
切
受
け
付
け
な

い
傾
向
に
あ
る
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
本
書

は
言
論
人
、
政
治
家
と
し
て
活
動
し

た
石
橋
湛
山
の
思
想
を
検
討
し
た
も

の
で
あ
り
、
全
3
部
か
ら
な
る
。
本

書
の
独
自
性
は
、
曖
昧
な「
小
日
本

主
義
」概
念
に
依
拠
し
な
い
こ
と
、

「
真
」を
追
求
す
る
思
考
に
着
目
し
た

こ
と
に
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
少
し

紹
介
し
た
い
。
こ
こ
で
い
う「
真
」と

は《
日
本
人
の「
生
活
の
方
法
」と
し

て
有
効
性
を
持
つ
も
の
》を
意
味
す

る
。
そ
れ
に
連
関
す
る
の
が「
日
本
」

的
視
角
に
根
差
し
た
思
考
で
あ
る
。

「
日
本
」的
視
角
に
根
差
し
た
思
考
に

は
、「
国
民
的
使
命
観
」と「
道
徳
的
使

命
観
」が
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、

こ
の
使
命
観
が
二
つ
の《
問
い
》、
つ

ま
り《
日
本
か
ら
の
問
い
》（
＝「
日
本

は
世
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」）と

《
日
本
へ
の
問
い
》（
＝「
日
本
は
役
割

を
果
た
す
た
め
に
ど
う
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
か
」）を
生
み
出
し
た
。
こ
の

思
考
に
基
づ
く
石
橋
の
言
論
に
つ
い

て
は
、
特
に
第
2
部
を
お
読
み
い
た

だ
き
た
い
。

�

著
者
よ
り
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テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と 

戦
後
文
学 

芸
術
と
大
衆
性
の
あ
い
だ

瀬せ

崎ざ
き

圭け
い

二じ
（
大
学
文
学
部
教
授
）著

　
昨
年
一
二
月
に
刊
行
し
た
本
書
の

ア
イ
デ
ア
を
最
初
に
着
想
し
た
の
は
、

今
か
ら
一
〇
年
程
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
う
。
そ
の
と
き
の
私
は
某
国

立
大
学
の
文
学
部
に
勤
め
て
お
り
、

そ
こ
で
は
所
属
教
員
は
必
ず
科
研
費

に
応
募
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
規
定
が
あ
っ
た
。
応
募
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
理
由
を
記
し
た
書
類
を
作

成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
上
に
、
事

務
職
員
が
研
究
室
ま
で
注
意
を
し
に

や
っ
て
来
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い

た
。
し
か
た
な
く
自
宅
の
リ
ビ
ン
グ

で
ぼ
ん
や
り
と
研
究
の
ア
イ
デ
ア
を

練
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
寝
っ
転
が
っ

て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
妻
子
の
姿
が

私
の
視
界
に
入
っ
た
。

森話社
5,280円（税込）

刊行年月 2020年12月18日

　
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
私
の
専
門

で
あ
る
日
本
近
現
代
文
学
と
テ
レ
ビ

と
の
関
係
を
少
し
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
テ
レ
ビ
番
組
制
作
に
か
か
わ
っ

た
作
家
た
ち
の
名
前
が
何
人
も
挙
が

っ
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
テ
レ

ビ
が
ま
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た

と
き
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
期
待
し
た

小
説
家
、
詩
人
た
ち
も
多
く
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
研
究

計
画
に
仕
立
て
上
げ
て
科
研
費
に
応

募
し
た
と
こ
ろ
、
皮
肉
に
も
採
用
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た

研
究
の
成
果
が
本
書
で
あ
る
。
私
が

主
に
調
査
し
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代

に
芸
術
祭
に
参
加
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
あ
っ
た
が
、
遠
方
ま
で
そ
の
映

像
を
視
聴
し
に
行
っ
た
り
、
当
時
の

番
組
制
作
者
か
ら
話
を
聞
い
た
り
す

る
の
は
非
常
に
楽
し
か
っ
た
。
中
で

も
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
快
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
下
さ
っ
た

の
は
望
外
の
喜
び
と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
本
書
と
は
別
に『
谷
川
俊
太

郎
　
私
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界
　

『
あ
な
た
は
誰
で
し
ょ
う
』』（
ゆ
ま
に

書
房
　
二
〇
二
〇
年
三
月
）も
編
集

し
、
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

�
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ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク 

教
育
講
義

中な
か

川が
わ

吉よ
し

晴は
る（

大
学
社
会
学
部
教
授
）著

　
筆
者
は
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
を

専
門
と
す
る
が
、
本
書
で
は
、
そ
の

誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
発
展

過
程
を
辿
り
、
基
本
理
論
を
吟
味
し
、

さ
ら
に
実
践
例
を
紹
介
し
、
方
法
論

を
体
系
的
に
論
じ
た
。

　
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク（
全
体
論
的
）教

育
は
、
断
片
化
さ
れ
た
教
育
を
克
服

す
る
た
め
に
1
9
8
0
年
代
末
に
登

場
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

ル
ー
ツ
は
古
今
東
西
の
伝
統
や
思
想

の
な
か
に
広
く
見
出
さ
れ
る
。
ま
た

本
書
で
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育

に
隣
接
す
る
観
想
教
育
や
イ
ン
テ
グ

ラ
ル
教
育
と
い
っ
た
最
近
の
動
向
に

も
言
及
し
た
。

　
理
論
的
考
察
で
は
、
エ
マ
ソ
ン
、

出版館ブック・クラブ
2,860円（税込）

刊行年月 2020年11月20日

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
、
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
、

ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
ル
テ
ィ
、
ア
サ
ジ
ョ

ー
リ
と
い
っ
た
思
想
家
に
加
え
て
、

第
一
人
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ラ
ー

（
ト
ロ
ン
ト
大
学
オ
ン
タ
リ
オ
教
育

研
究
所
留
学
時
の
恩
師
）と
、
先
駆

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
残
し
た
オ
ル
ダ

ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く

論
じ
た
。

　
実
践
例
と
し
て
は
、
世
界
的
に
見

て
も
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
タ
イ
の
ル
ン
ア
ル
ン
・
ス
ク
ー
ル

を
紹
介
し
た
。
こ
の
学
校
と
は
こ
の

10
年
あ
ま
り
交
流
を
つ
づ
け
て
い
る

が
、
近
年
は
、
筆
者
が
所
属
す
る
教

育
文
化
学
科
の
海
外
実
習
先
の
一
つ

と
し
て
学
生
と
と
も
に
訪
問
し
て
い

る
。

　
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
教
育
の
多
元
的
理
論
に
も
と

づ
く
モ
デ
ル
を
描
き
だ
し
た
。
そ
の

ほ
か
第
6
章
で
は
、
筆
者
が
授
業
の

な
か
で
実
施
し
て
き
た
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
第
7
章
で
は
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
本
書
は
当
初
教
科
書
と
し
て
企
画

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
2
0
2
0

年
度
の
科
研
費
研
究
成
果
公
開
促
進

費
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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新
刊
紹
介

16
・
17
世
紀
の 

数
学
的
音
楽
理
論

大お
お

愛あ
い

崇た
か

晴は
る（

大
学
文
学
部
准
教
授
）著

　
世
界
史
の
教
科
書
な
ど
で
、
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
礎
教
育
を
な
し
た

自
由
学
芸
に
、
音
楽
が
算
術
・
幾
何

学
・
天
文
学
と
い
う「
理
系
」学
科
と

と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
違

和
感
を
覚
え
た
人
は
少
な
く
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
の「
音
楽
」は
、

歌
や
楽
器
演
奏
、
あ
る
い
は
作
曲
と

い
っ
た
実
技
の
こ
と
で
は
な
く
、
一

本
の
弦
を
ど
の
よ
う
な
比
率
で
分
割

す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
音
程
が
得
ら

れ
る
の
か
を
探
る
、
き
わ
め
て
原
理

的
か
つ
思
弁
的
な
知
の
営
み
で
あ
り
、

そ
の
た
め
数
学
の
一
部
と
さ
れ
た
。

そ
の
起
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
遡
り
、

例
え
ば
弦
を
二
対
一
の
比
で
分
割
す

晃洋書房
7,700円（税込）

判型 A5　頁数 288頁
ISBN  9784771034259

る
と
オ
ク
タ
ー
ヴ
が
生
じ
る
こ
と
を

発
見
し
た
の
は
、「
三
平
方
の
定
理
」

で
知
ら
れ
る
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
と
さ
れ

る
。
単
純
な
整
数
比
・
音
の
協
和
・

自
然
の
調
和
的
秩
序
が
一
体
で
あ
る

と
い
う
思
想
は
、「
天
球
の
音
楽
」な

ど
の
空
想
的
な
世
界
観
を
伴
い
つ
つ
、

近
世
に
至
る
ま
で
西
洋
音
楽
理
論
の

底
流
に
あ
り
続
け
た
。
書
名
に
あ
る

「
数
学
的
音
楽
理
論
」と
は
、
こ
う
し

た
音
程
と
数
比
の
関
係
性
を
め
ぐ
る

理
論
的
考
察
を
指
す
が
、
科
学
革
命

期
に
は
こ
の
古
来
の
理
論
も
変
革
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
書
は
、
十
六
世
紀
最
大
の
音
楽

理
論
家
ザ
ル
リ
ー
ノ
に
は
じ
ま
り
、

ケ
プ
ラ
ー
、
デ
カ
ル
ト
、
ガ
リ
レ
オ

と
い
っ
た
科
学
革
命
の
担
い
手
た
ち

が
、
数
学
的
音
楽
理
論
の
伝
統
を
い

か
に
引
き
受
け
、
変
容
さ
せ
た
の
か

を
詳
論
す
る
。
特
に
十
七
世
紀
イ
タ

リ
ア
の
数
学
者
メ
ン
ゴ
リ
の
音
程
知

覚
論
は
、
数
比
に
よ
る
音
程
の
客
観

的
理
解
と
、
主
観
に
お
け
る
音
程
認

識
が
ど
の
よ
う
に
接
合
さ
れ
て
い
た

か
を
示
す
興
味
深
い
例
で
あ
ろ
う
。

　
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
や
科
学

史
に
関
心
の
あ
る
向
き
に
も
、
ご
一

読
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

�
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超
大
国 

中
国
の
あ
ゆ
み

厳げ
ん

善ぜ
ん

平へ
い（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授　

）著

　
本
書
は
こ
こ
20
年
、
著
者
が
各
紙

誌
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
を
体
系
的
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
が
超

大
国
へ
ま
い
進
し
た
足
跡
を
主
と
し

て
社
会
と
経
済
の
両
面
か
ら
観
察
し

た
記
録
で
も
あ
る
。

　
伝
統
的
農
業
か
ら
近
代
的
産
業
へ

の
近
代
化
と
、
計
画
経
済
か
ら
市
場

経
済
へ
の
体
制
移
行
を
同
時
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

中
国
の
改
革
開
放
は
、
共
産
党
に
よ

る
絶
対
的
支
配
の
下
で
果
た
し
て
成

功
す
る
の
か
。

　
こ
れ
を
巡
っ
て
今
ま
で
多
く
の
論

者
が
多
様
な
見
解
を
示
し
て
き
た
が
、

本
書
は
在
日
中
国
人
学
者
に
よ
る
中

国
論
の
部
類
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。

反
中
や
嫌
中
あ
る
い
は
反
日
と
も
一

晃洋書房
3,080円（税込）

判型 A5　頁数 260頁
ISBN  9784771034426

線
を
画
し
、
日
中
双
方
を
冷
静
に
観

察
し
、
事
実
に
基
づ
く
分
析
に
徹
し
、

相
互
理
解
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
に

心
が
け
た
と
い
う
点
で
は
、
本
書
が

一
定
の
独
自
色
を
持
つ
と
考
え
る
。

　
本
書
の
元
に
な
る
論
稿
は
基
本
的

に
自
ら
の
学
術
研
究
の
成
果
、
お
よ

び
現
地
調
査
や
日
本
生
活
の
体
験
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と

に
、
著
者
の
多
く
の
主
張
が
概
ね
妥

当
で
あ
る
こ
と
が
時
間
の
経
過
と
共

に
実
証
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
①

経
済
成
長
に
及
ぼ
す
人
口
転
換
の
影

響
お
よ
び
相
応
の
対
策
、
②
農
業
・

農
村
・
農
民
と
い
う
三
農
問
題
へ
の

理
解
お
よ
び
問
題
解
決
の
処
方
、
③

日
中
経
済
の
逆
転
お
よ
び
日
中
関
係

の
あ
る
べ
き
姿
、
に
関
す
る
著
者
の

主
張
で
あ
る
。

　
相
手
に
親
近
感
を
持
た
な
い
日
中

双
方
の
国
民
が
多
い
中
、
こ
の
よ
う

な
本
を
上
梓
す
る
意
義
が
あ
る
の
か
。

事
実
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
そ
の
中

か
ら
真
理
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
相

互
理
解
の
深
化
に
非
常
に
重
要
だ
と

信
じ
る
。
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議
会
制
度
と
そ
の
運
用

に
関
す
る
比
較
研
究

武む
さ
し藏
勝か

つ

宏ひ
ろ（

大
学
政
策
学
部
教
授
）著

　
こ
の
1
年
半
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍

で
、
政
府
の
対
策
の
遅
れ
や
、
政
治

家
の
無
策
に
苛
立
ち
を
感
じ
ら
れ
た

方
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
日

本
以
外
の
主
要
国
で
は
、
政
府
が
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、
議
会
側
も

迅
速
な
立
法
措
置
で
対
応
し
た
の
に

対
し
、
日
本
で
は
、
実
効
性
を
強
化

す
る
た
め
の
法
改
正
に
1
年
近
い
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本

の
政
治
、
特
に
国
会
の
役
割
は
、
立

法
と
と
も
に
、
行
政
府
の
監
視
機
能

が
重
視
さ
れ
る
。
政
府
の
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
こ
と

は
当
然
と
し
て
も
、
こ
の
立
法
の
非

効
率
の
原
因
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

晃洋書房
5,280円（税込）

判型 A5　頁数 240頁
ISBN  9784771034747

　
そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
英
仏
独
伊
、

そ
し
て
日
本
の
議
院
内
閣
制
諸
国
を

対
象
に
、
各
国
議
会
の
制
度
・
運
用

の
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
日
本
の
国

会
は
、
本
会
議
の
審
議
時
間
が
極
め

て
短
く
、
与
党
が
法
案
を
修
正
し
た

り
、
政
府
に
質
問
し
た
り
す
る
機
会

が
極
端
に
少
な
い
な
ど
、
実
際
は
、

政
府
対
野
党
の
対
立
構
造
に
あ
る
。

そ
の
原
因
は
、
他
国
に
例
を
見
な
い

与
党
の
事
前
審
査
制
や
、
政
府
に
よ

る
議
事
運
営
権
の
欠
如
な
ど
日
本
の

国
会
制
度
や
運
用
の
変
則
性
に
あ
る
。

他
方
で
、
日
本
の
国
会
は
、
短
い
会

期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要

法
案
の
制
定
に
多
大
な
時
間
を
要
す

る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
危

機
管
理
に
お
い
て
負
に
作
用
す
る
の

は
皮
肉
的
と
も
い
え
る
。
で
は
、
そ

う
し
た
国
会
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、

何
が
必
要
な
の
か
。
本
書
で
は
、
衆

議
院
で
の
対
案
を
め
ぐ
る
論
争
を
活

発
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
切

り
離
し
た
調
査
委
員
会
等
で
の
行
政

監
視
機
能
の
強
化
を
提
案
し
た
。
本

書
は
学
生
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
社
会
人
や

高
校
生
な
ど
に
も
ぜ
ひ
一
読
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

�
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虫
た
ち
の
日
本
中
世
史 

『
梁
塵
秘
抄
』か
ら
の
風
景

植う
え

木き

朝と
も

子こ
（
大
学
文
学
部
教
授
）著

　
本
書
は
、
平
安
時
代
末
の
流
行
歌

謡
・
今
様
を
出
発
点
に
、中
世
の
人
々

と
虫
の
関
わ
り
を
追
い
か
け
、
小
さ

な
虫
の
世
界
か
ら
の
ぞ
い
た
中
世
の

風
景
を
切
り
取
っ
て
描
く
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
様
に
魅
せ
ら
れ
た
帝
王
・
後
白

河
院
が
、
そ
の
歌
詞
を
集
成
し
た
書

『
梁
塵
秘
抄
』に
は
、
消
え
な
い
火
を

灯
し
て
い
る
蛍
、
衣
を
一
生
懸
命
に

織
っ
て
い
る
機
織
虫（
キ
リ
ギ
リ
ス
）、

面
白
く
舞
う
蝶
や
蟷
螂
や
蝸
牛
、
拍

子
を
と
る
よ
う
に
跳
ね
て
い
る
稲
子

麿（
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
）、
鉦
鼓

を
打
つ
よ
う
な
声
で
鳴
い
て
い
る
蟋

蟀（
コ
オ
ロ
ギ
）、
人
の
頭
で
遊
ん
で

い
る
虱
、
子
ど
も
た
ち
と
戯
れ
る
蜻

ミネルヴァ書房
3,300円（税込）

刊行年月 2021年3月1日

蛉
な
ど
、
多
く
の
虫
が
登
場
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
虫
を
歌
い
込
ん
だ
今
様

か
ら
は
、
積
極
的
な
擬
人
化
を
ほ
ど

こ
さ
れ
た
愛
ら
し
く
親
し
み
や
す
い

虫
た
ち
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
こ
の
よ
う
な
虫
の
把
握
は
し
か

し
、
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
伝
統
的
な
和
歌
の
中
で
は
、

多
く
の
場
合
、
鳴
く
虫
が
聴
覚
的
に

捉
え
ら
れ
て
お
り
、
今
様
の
よ
う
に

舞
う
虫
、
遊
ぶ
虫
と
い
っ
た
捉
え
方

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
し
、
物
語

や
説
話
の
中
の
虫
に
は
、
今
様
に
歌

わ
れ
る
よ
う
に
人
と
親
し
く
交
わ
る

の
で
は
な
く
、
人
に
危
害
を
加
え
る

恐
ろ
し
さ
が
強
調
さ
れ
る
も
の
も
い

る
。

　
本
書
で
は
、
上
記
の
虫
に
加
え
、

百
足
・
蜘
蛛
・
松
虫
・
鈴
虫
・
轡
虫

を
取
り
上
げ
、
現
代
人
が
持
つ
、
虫

に
対
し
て
の
親
近
感
と
嫌
悪
感
と
い

っ
た
相
反
す
る
感
情
が
、
過
去
と
ど

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
学
・
芸
能
・
信
仰
な

ど
に
現
れ
る
虫
の
姿
を
た
ど
り
つ
つ

考
察
し
た
。

　
身
近
な
虫
と
人
と
の
関
わ
り
の
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
豊
か
な
世
界
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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新
刊
紹
介

百
人
一
首
を
読
み
直
す
２ 

―
言
語
遊
戯
に
注
目
し
て
―

吉よ
し

海か
い

直な
お

人と
（
女
子
大
学
特
任
教
授
）著

　
本
書
は
前
著『
百
人
一
首
を
読
み

直
す
︱
非
伝
統
的
表
現
に
注
目
し
て

︱
』の
続
編
で
あ
る
。
著
者
は
長
年

に
亘
っ
て
百
人
一
首
の
研
究
を
行
っ

て
き
た
が
、
そ
の
成
果
が
こ
の
二
冊

に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
前
著
は
副
題

が
示
す
よ
う
に
、
百
人
一
首
に
歌
語

の
初
出
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
非
伝

統
的
表
現
」に
注
目
し
て
撰
者
定
家

の
新
表
現
好
み
を
論
じ
て
み
た
。

　
そ
れ
に
続
い
て
本
書
で
は
、
百
人

一
首
に
掛
詞
な
ど
の
技
巧
つ
ま
り

「
言
語
遊
戯
」に
注
目
し
て
、
定
家
が

和
歌
の
技
巧
を
開
拓
し
て
い
る
こ
と

を
論
じ
て
み
た
。
そ
の
一
つ
が
三
重

の
掛
詞
で
あ
る
。
普
通
、
二
つ
の
意

新典社
2,915円（税込）

刊行年月 2020年9月10日

味
を
掛
け
る
の
が
掛
詞
と
さ
れ
て
い

る
が
、
定
家
は
さ
ら
に
三
つ
の
意
味

を
加
え
て
よ
り
複
雑
な
技
巧
を
開
拓

し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
小
式
部
内
侍
の「
大

江
山
」歌
や
参
議
雅
経
の「
み
吉
野

の
」歌
を
例
に
し
て
論
じ
て
い
る
。

「
大
江
山
」に
は「
多
く
の
山
」が
掛
け

ら
れ
、「
生
野
」に
は「
行
く
」だ
け
で

な
く「
幾
つ
も
」を
掛
け
る
こ
と
で
、

「
天
の
橋
立
」ま
で
の
道
の
困
難
さ
を

強
調
し
て
い
る
と
論
じ
た
。ま
た「
三

吉
の
」歌
の「
さ
夜
更
け
て
」に
は
、

「
夜
が
更
け
る
」「
秋
が
更
け
る
」の
み

な
ら
ず
、「
秋
風
が
吹
く
」ま
で
も
掛

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ

の
た
め
に
定
家
は「
風
ふ
け
て
」と
い

う
表
現
を
作
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
行
平
歌
の「
因

幡
」「
往
な
ば
」・「
松
」「
待
つ
」が
因

幡
国
歌
の
最
初
の
掛
詞
で
あ
る
こ
と
、

素
性
の「
長
月
」が「
長
い
」の
掛
詞
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
百
人
一
首

撰
入
歌
に
見
ら
れ
る
言
語
遊
戯
の
特

性
を
論
じ
て
い
る
点
に
本
書
の
斬
新

さ
が
認
め
ら
れ
る
。

�

著
者
よ
り

会
計
規
準
の
統
合
と
分
岐 

Ｅ
Ｕ
と
ド
イ
ツ
の
な
か
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

佐さ

藤と
う

誠せ
い

二じ
（
大
学
商
学
部
教
授
）著

　
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
が
国

境
を
越
え
自
由
に
行
き
来
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
最
近
の

E
S
G
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
）等
の
関
連
で
も
み
ら
れ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
国
際

的
な
基
準
・
標
準
）の
取
り
扱
い
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
を

会
計
学
の
領
域
で
取
り
上
げ
、
と
く

に
、
会
計
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
し
て
の
I
F
R
S
（
国

際
財
務
報
告
基
準
）の
最
大
利
用
者

で
あ
り
、
28
の
加
盟
国
を
含
む
統
一

経
済
圏
を
形
成
す
る
E
U
（
欧
州

連
合
）の
な
か
で
、
I
F
R
S
が
ど

う
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
、
問
題
点

も
含
め
検
討
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

森山書店
3,630円（税込）

刊行年月 2020年10月31日

　
念
頭
に
置
く
の
は
、「
統
合
と
多
様

性
」と
い
う
二
つ
の
観
点
で
あ
る
。

I
F
R
S
は
I
A
S
B
（
国
際
会

計
基
準
審
議
会
）が
策
定
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
結
局
、
ロ

ー
カ
ル
な
国
家
の
規
制
当
局
に
委
ね

る
し
か
な
く
、
そ
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ

ル
な
性
格
が
、
I
F
R
S
適
用
の

国
際
的
多
様
性
を
も
た
ら
す
基
本
的

要
因
と
な
る
。
E
U
の
場
合
、
規

制
市
場
の
上
場
企
業
に
対
し
、
２
０

０
０
年
か
ら
I
F
R
S
と
い
う
外

生
基
準
の
適
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

が
、
そ
の
順
法
性
は
、
基
本
的
に
は

加
盟
国
の
監
督
機
関
に
委
ね
ら
れ
る
。

本
書
で
は
、
加
盟
国
制
度
の「
多
様

性
」を
認
め
つ
つ
、
会
計
基
準
の「
緩

や
か
な
統
合
」を
求
め
る
E
U
と
そ

の
主
要
国
ド
イ
ツ
の
姿
を
描
き
出
そ

う
と
し
た
。

　
今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
よ
り
進

行
す
る
に
つ
れ
、
経
済
、
社
会
、
文

化
な
ど
多
く
の
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
要
請
が
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
そ
の
課
題
に

対
し
て
、
本
書
が
な
ん
ら
か
の
示
唆

を
与
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。
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フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ 

19
世
紀
ウ
ィ
ー
ン
の
製
作
家
と

音
楽
家
た
ち

筒つ
つ

井い

は
る
香か
（
女
子
大
学　
　

文
芸
学
部
助
教
）著

　
本
書
は
、
古
典
派
か
ら
初
期
ロ
マ

ン
主
義
に
か
け
て
の
ウ
ィ
ー
ン
の
音

楽
文
化
を
、
ピ
ア
ノ
製
作
史
の
側
か

ら
見
つ
め
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の

音
楽
史
研
究
は
、
主
に
作
曲
家
や
彼

ら
の
作
品
を
中
心
に
し
て
描
か
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
鍵
盤
音
楽
の
歴
史

が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

楽
器
製
作
史
研
究
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
。
な
お
、タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
フ

ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
」と
は
、
18
世
紀
、

19
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
使
わ
れ
て

い
た
ピ
ア
ノ
の
名
称
で
、
ま
た
現
在

で
は
、
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
と
区
別
す
る

アルテスパブリッシング
2,420円（税込）

判型 四六判　頁数 240頁
ISBN  9784865592221

た
め
に
歴
史
的
ピ
ア
ノ
を
総
称
し
て

こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
。

　
筆
者
は
、
2
0
0
6
年
か
ら
2
年

間
、
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
て
い
る
間
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
博
物
館
や
個
人

宅
で
数
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
古
楽

器
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。そ
の
都
度
、

心
が
動
か
さ
れ
た
の
は
そ
の
多
様
性

と
個
性
で
あ
る
。
形
状
、
色
、
装
飾
、

機
能
、
音
色
、
響
き
、
ど
れ
一
つ
と

っ
て
も
ま
っ
た
く
同
一
の
も
の
が
な

い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
当
時
の

鍵
盤
楽
器
は
、
受
注
者
の
要
望
に
応

じ
て
製
作
す
る
、
な
か
ば
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。
第
5
章「
シ
ュ

ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
の
顧
客
た
ち
」が
読

み
ど
こ
ろ
。
こ
こ
で
は
仲
介
者
が
製

作
家
に
宛
て
て
書
い
た
書
簡
が
紹
介

さ
れ
、
音
楽
愛
好
家
、
首
座
大
司
教

選
帝
侯
、音
楽
家
、大
公
妃
な
ど
様
々

な
顧
客
た
ち
の
要
望
や
、
当
時
の
鍵

盤
楽
器
製
作
の
状
況
を
手
に
取
る
よ

う
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま

で
と
は
少
し
異
な
る
視
点
か
ら
音
楽

史
を
見
る
面
白
さ
を
共
感
し
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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外観 ラーニングコモンズエントランス（Photo by Satoshi Asakawa）

カウンターテーブルから望むシンボルツリー（Photo by Satoshi Asakawa）

　
２
０
２
１
年
４
月
、
本
校
卒
業
生
か
ら
頂
い
た
高
額
寄
附

を
原
資
に
、
図
書
館
と
I
C
T
教
育
施
設
を
融
合
さ
せ
た
繋け
い

真し
ん

館か
ん

（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　
名
称
は
、
未
来
を
担
う
生
徒
た
ち
の
た
め
に
「
人
と
人
が

集
い
、
人
と
知
識
・
情
報
を
『
繋
ぐ
』
新
し
い
学
び
の
場
」

に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
と
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

第
8
章
32
節
「
あ
な
た
た
ち
は
『
真
理
』
を
知
り
、
真
理
は

あ
な
た
た
ち
を
自
由
に
す
る
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
繋
真
館
は
、
中
庭
の
既
存
の
樹
木
を
残
し
、
沢
山
の
緑
に

囲
ま
れ
た
「
香
里
の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
た
エ
リ
ア
に
建
て

ら
れ
た
「
静
的
空
間
」
と
「
動
的
空
間
」
が
共
存
す
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
図
書
館
で
す
。

　
ガ
ラ
ス
張
り
の
円
形
カ
ウ
ン
タ
ー
や
建
物
奥
の
自
習
ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
静
的
空
間
で
は
、
香
里
の
森
の
樹
木
を
感
じ
な

が
ら
静
か
に
読
書
や
学
習
に
集
中
で
き
ま
す
。
一
方
、
能
動

的
・
協
働
的
な
学
び
の
場
で
あ
る
動
的
空
間
で
は
、
書
籍
や

雑
誌
は
も
ち
ろ
ん
ノ
ー
ト
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
情

報
収
集
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
、
コ
モ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
３
つ
の
エ
リ
ア
で
目
的
に
合
わ
せ
た
多
彩
な

教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
部
に
あ
る
こ
の
繋
真
館
が
生
徒
た
ち
の

新
た
な
知
の
拠
点
と
な
り
、
生
徒
自

ら
が
問
題
発
見
・
解
決
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
自
治
自
立
の
精
神
を
育

む
新
し
い
知
的
創
造
空
間
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

繋真館紹介動画
QRコード

繋真館
（同志社香里中学校・高等学校）

建物案内no.36



　
２
０
２
１
年
9
月
、
旧
継
志
館
跡
地
に
継
志
寮
が
竣
工
し

ま
し
た
。
館
名
は
、
創
立
者
で
あ
る
新
島
襄
が
１
８
８
９
年

12
月
10
日
に
認
め
た
書
簡
の
一
文
「
誰
カ
余
之
志
を
継
き
此

事
業
を
成
就
セ
し
む
る
あ
る
へ
し
と
陳
へ
た
る
な
り
」（『
新

島
襄
全
集
第
４
巻
書
簡
編
Ⅱ
』）
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
寮

の
寮
生
に
は
、
新
島
襄
や
同
志
社
に
連
な
る
方
々
の
「
志
」

を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
実
現
を
先
導
す
る
よ
う
な
人
物
に
成
長

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
継
志
寮
は
同
志
社
大
学V

ISIO
N

2025 

に
て
掲
げ
ら
れ

た
「
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
が
区
別
な
く
生
活
を
共

に
し
、
学
び
あ
え
る
寮
」
を
具
現
化
し
た
本
学
初
の
「
教
育

寮
」
で
す
。
人
種
、性
別
、障
が
い
の
有
無
、文
化
等
の
様
々

な
違
い
や
背
景
を
持
つ
学
生
が
混
住
・
交
流
す
る
環
境
の
も

と
、
多
文
化
共
生
、
地
域
社
会
と
の
異
世
代
共
生
を
実
践
す

る
生
活
を
通
し
て
多
様
な
価
値
観
を
理
解
し
合
い
、
そ
の
違

い
を
新
た
な
創
造
へ
導
く
力
を
持
つ
人
物
の
養
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
建
物
は
地
上
3
階
・
地
下
1
階
建
て
の
鉄
骨
造
（
一
部
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
）
で
、
京
都
市
市
街
地
景
観
整

備
条
例
に
も
と
づ
く
勾
配
屋
根
と
軒
庇
の
外
観
で
あ
り
、
高

さ
を
低
く
抑
え
る
こ
と
で
周
囲
の
街
並
み
と
調
和
す
る
デ
ザ

イ
ン
で
す
。
建
物
内
部
に
は
、
地
階
と
1
階
に
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
ル
ー
ム
を
配
置
し
、
外
部
の
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
等
が
可
能
な
エ
リ
ア
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

継志寮
（同志社大学）

建物案内
no.37
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─  c o l l e c t i o n  1 4  ─

幻のヴォーリズ建築
―一九三五年同志社創立六〇周年記念計画―

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

（W
illiam

 M
errell V

ories,

一
八
八
〇
︱

一
九
六
四
年
）
は
、一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）

年
に
宣
教
を
志
し
て
来
日
し
、
東
京
の
山
の

上
ホ
テ
ル
や
、
京
都
の
東
華
菜
館
、
駒
井
家

住
宅
を
設
計
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
建
築
家

で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か

ら
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
か
け
て
建

て
ら
れ
た
同
志
社
の
建
築
に
も
深
く
か
か
わ

っ
た
。
同
志
社
に
お
け
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

事
務
所
に
よ
る
建
物
は
、ア
ー
モ
ス
ト
館（
国

登
録
有
形
文
化
財
）、同
附
属
家
、啓
明
館（
国

登
録
有
形
文
化
財
）、
新
島
遺
品
庫
が
現
存

し
て
お
り
、
相
国
寺
の
門
前
の
道
の
東
側
に

並
ん
で
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
こ
の
図
面
は
、「
創
立

六
十
周
年
記
念
募
金
計
画
　
昭
和
十
年
九

月
」（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

図１　同志社創立六拾周年記念計画
（「創立六十周年記念募金計画　昭和十年九月」所収）



同志社の逸品

の
ハ
リ
ス
理
化
学
館
、
現
在
の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
、
同
志
社
事
務

所
、弘
風
館
（
一
世
）、徳
照
館
（
一
世
）、そ
し
て
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
に
竣
工
し
た
致
遠
館
（
一
世
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
興

味
深
い
の
は
致
遠
館
（
一
世
）
で
、
こ
れ
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事

務
所
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
一
九
三
五
年
当
時
、
竣
工
か
ら
一
九

年
し
か
経
っ
て
い
な
い
建
物
で
あ
る
。

　
な
ぜ
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
は
こ
の
図
面
を
ひ
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。「
創
立
六
十
周
年
記
念
募
金
計
画
」
と
い
う
史
料
に
こ

の
図
面
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
一
つ
の
鍵
が
あ
る
。
一
九
三

五
年
に
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
計
画
さ
れ
た
募
金
で
は
、
建
築
設

備
資
金
、
福
利
奨
学
基
金
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
を
使
途
と
し
、
総
額

二
百
万
円
の
募
金
目
標
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。
募
金
の
期
間
に
つ
い

て
は
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
当
初
は
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
一

九
三
五
年
か
ら
五
年
間
の
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
大
掛
か

り
な
建
築
計
画
が
必
要
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、「
同
志
社
六
十

周
年
記
念
趣
意
書
　
昭
和
一
一
年
」（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ

ー
所
蔵
）
に
は
、
学
生
数
が
増
加
し
、
校
舎
が
老
朽
化
し
た
こ
と
、

そ
し
て
「
教
育
的
施
設
と
し
て
の
本
社
諸
校
舎
の
能
率
低
下
を
来

に
納
め
ら
れ
て
い
る
「
同
志
社
創
立
六
拾
周
年
記
念
計
画
」
と
題

さ
れ
た
複
数
枚
あ
る
図
面
の
中
の
う
ち
の
一
つ
、鳥
瞰
図（“BIR

D
 

EY
E V

IEW
 O

F D
O

SH
ISH

A
 K

Y
O

T
O

”）
で
あ
る
。
日
付

は
“A

ug. 1. 1935

”、
署
名
は
“W

. M
. V

ories &
 C

o. 

A
rchitects

”
と
あ
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
八
月
一
日
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
が
設
計
し
た
現
在
の
今
出
川
、
室
町
キ

ャ
ン
パ
ス
の
図
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
す
で
に
お
気
づ
き
か
と
思
う
が
、
こ
の
図
面
に
は
興
味
深
い
点

が
多
々
み
ら
れ
る
。
ま
ず
目
を
引
く
の
が
、
Ⓐ
本
館
と
書
か
れ
た
、

中
央
に
あ
る
ロ
の
字
型
の
大
き
な
校
舎
で
あ
る
。
本
館
の
塔
の
向

き
を
考
え
れ
ば
、
現
在
の
西
門
を
正
門
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
。
さ
ら
に
、
彰
栄
館
の
場
所
に
は
、
Ⓑ
新
築
大
体
育
館
が
み

ら
れ
る
。
大
体
育
館
内
に
は
温
水
プ
ー
ル
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
し

て
現
在
、
寒
梅
館
が
建
つ
場
所
に
は
、
Ⓒ
新
築
中
学
校
舎
お
よ
び

Ⓓ
寄
宿
舎
が
建
っ
て
い
る
。
Ⓔ
礼
拝
堂
、
Ⓕ
有
終
館
、
Ⓖ
図
書
館

（
啓
明
館
）、
Ⓗ
ア
ー
モ
ス
ト
館
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
一
方
、
一
九
三
五
年
当
時
は
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
図
面
に
は
見
ら
れ
な
い
建
物
が
多
々
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
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し
、
早
晩
大
改
築
を
す
る
必
要
に
直
面
」
し
た
た
め
と
書
か
れ
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
こ
の
図
面
は
、
募
金
を
集
め
る
た
め

の
い
わ
ば
青
写
真
と
な
り
、
実
際
に
前
述
の
「
同
志
社
六
十
周
年

記
念
趣
意
書
」
に
そ
の
体
育
館
の
図
面
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
た
ほ

か
、
同
志
社
創
立
六
〇
周
年
記
念
誌
『
我
等
ノ
同
志
社
』（
同
志

社
事
業
部
、
一
九
三
五
年
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

に
も
こ
の
図
面
に
類
似
し
た
図
面
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
約
五
年
に
わ
た
る
募
金
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ

る
建
築
計
画
は
成
就
し
な
か
っ
た
。
創
立
六
〇
周
年
記
念
募
金
で

集
ま
っ
た
資
金
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
二
月
に
建
て
ら

れ
た
精
思
館
の
土
地
購
入
費
お
よ
び
そ
の
建
築
費
な
ど
に
あ
て
ら

れ
た
。
精
思
館
は
、
大
学
の
大
教
室
と
専
門
学
校
の
教
室
不
足
を

補
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た
木
造
校
舎
で
、
冷
泉
家
の
横
の
藤
谷
子

爵
家
の
土
地
（
現
在
の
徳
照
館
付
近
）
を
購
入
し
建
て
ら
れ
た
。

　
計
画
が
変
更
さ
れ
た
の
は
、
単
に
募
金
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
。
戦
時
体
制
に
突
き
進
む
中
で
、
す
で
に
大
き
な
校
舎

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
戦
局
が
悪
化

し
、
長
期
勤
労
動
員
や
学
徒
出
陣
に
よ
っ
て
、
学
内
は
閑
散
と
し

た
と
い
う
。

　
も
し
、
こ
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
が
描
い
た
創
立
六
〇
周

年
記
念
計
画
が
達
成
さ
れ
て
い
れ
ば
、
現
在
は
ど
の
よ
う
な
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
っ
た
か
、
想
像
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
幻
の
ヴ
ォ

ー
リ
ズ
建
築
が
、
私
達
の
想
像
力
を
大
い
に
か
き
立
て
る
。

参
考
文
献

　
前 

久
夫
、
山
形
政
昭
「
同
志
社
の
近
代
建
築
（
下
）
︱
遺
構
と

資
料
︱
」（『
同
志
社
談
叢
』
第
四
号
、
同
志
社
社
史
資
料
室
、

一
九
八
四
年
）

　
河 

野
仁
昭
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
輪
︱
同
志
社
今
出
川
校
地
︱
』、

同
志
社
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年

　
山 

形
政
昭
「
同
志
社
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
」（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　

古
材
文
化
の
会
編
『
同
志
社
大
学
致
遠
館
調
査
報
告
書
』、

同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
〇
年
）

 

（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
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図１右側拡大（部分）

図１左側拡大（部分）
Ⓑ新築大体育館

運
動
場

Ⓗ
ア
ー
モ
ス
ト
館

Ⓖ
図
書
館

Ⓔ
礼
拝
堂

Ⓒ
新
築
中
学
校
舎

Ⓐ
本
館

Ⓓ
寄
宿
舎

Ⓕ
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に
潜
む
諸
問
題
を
歴
史
的
に
考
え

る
一
助
と
し
て
、
優
生
学
運
動
を

取
り
上
げ
、
身
体
の
社
会
性
に
注

目
し
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
０
７
年
か

ら
37
年
に
か
け
て
、
32
州
で
断
種

法
が
制
定
さ
れ
、
６
万
３
０
０
０

人
以
上
の
ア
メ
リ
カ
人
が
断
種
さ

れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
33
年
に

遺
伝
病
子
孫
予
防
法
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
日
で
は
、
こ
の
ア

メ
リ
カ
の
政
策
と
ナ
チ
ス
の
犯
罪

の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
優
生
思
想
に
基
づ
い
て

48
年
に
優
生
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、

特
定
の
疾
病
や
障
害
を
有
す
る
こ

と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
多
く
の

人
々
が
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術

ま
た
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
ま

し
た
。
96
年
の
母
体
保
護
法
ま
で
、

優
生
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て
い
た

優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
は
削
除

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
は
２
０
１
９
年
４
月
に
、
旧

優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術

等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金

優
生
学
登
場
の
社
会
的
背
景

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

警
察
や
人
々
に
よ
る
相
互
監
視
、
同
調
圧
力
な

ど
、
政
府
と
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
個
人
の
体

へ
の
介
入
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

本
日
は
社
会
と
個
人
の
関
係
性
お
よ
び
、
そ
こ

レクチャー

2021年度同志社大学アメリカ研究所 
春季公開講演会

「優生学運動とその遺産
―身体管理のポリティクス―」

※�本講演では、歴史的叙述においては「精神薄弱」（知的障害の古称）など、現在では不適切として使用されていな
い用語を訳語として使用しています。それは用語の定義が当時の思想を反映しており、現在使用される用語と含
意が異なるためです。

小
お

野
の

直
なお

子
こ

氏富山大学学術研究部　
人文科学系教授　
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義
運
動
家
た
ち
に
と
っ
て
、
実
験
科
学
的
な
根

拠
に
基
づ
く
優
生
学
は
魅
力
的
に
思
わ
れ
ま
し

た
。
科
学
が
何
よ
り
も
信
奉
さ
れ
た
時
代
で
あ

り
、
遺
伝
に
関
す
る
科
学
的
知
識
を
社
会
政
策

に
生
か
し
て
、
人
種
の
退
化
を
防
ぐ
た
め
の
手

段
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
優
生
学
で
し
た
。

文
明
を
強
化
す
る
た
め
に
は
市
民
が
健
全
な
精

等
な
人
種
あ
る
い
は
血
統
よ
り
も
、
よ
り
速
や

か
に
繁
殖
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
種
を
改
良
す
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
が
科

学
と
し
て
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
優
生
学
の
拡
大

を
推
進
し
た
の
は
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ル

の
遺
伝
の
法
則
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
。

し
ば
ら
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
メ
ン
デ
ル
の
業

績
は
１
９
０
０
年
に
な
っ
て
再
発
見
さ
れ
、
多

く
の
研
究
者
に
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
19
世
紀
末

か
ら
20
世
紀
へ
の
転
換
期
に
は
、
人
間
の
す
べ

て
の
特
質
が
遺
伝
に
由
来
す
る
と
い
う
認
識
が
、

漠
然
と
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
１
９
０
３
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
育
種

家
協
会
で
は
、
人
間
の
品
種
改
良
を
科
学
す
る

優
生
学
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が

１
９
１
０
年
に
は
優
生
学
部
門
に
格
上
げ
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
当
時
の
社
会
的
背
景
が
関

係
し
ま
す
。
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
移
民
流
入
に
よ
っ
て

工
業
化
と
都
市
化
が
進
行
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
労
働
争
議
や
、
女
性
参
政
権
・
産
児
制
限
を

要
求
す
る
運
動
が
起
こ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦

や
黒
人
大
移
動
な
ど
も
起
き
て
、
政
治
的
・
経

済
的
・
社
会
的
な
葛
藤
や
不
安
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

問
題
を
合
理
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
革
新
主

の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
国
会
で
成
立
し
、

公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
優
生
学
」
と
は
、
進
化
論
で
有
名
な
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
い
と
こ
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
の
科
学
者
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ル
ト
ン
が

１
８
８
３
年
に
作
っ
た
言
葉
で
す
。
よ
り
生
存

に
値
す
る
人
種
ま
た
は
血
統
に
対
し
、
よ
り
劣
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た
り
、
行
政
側
は
執
行
を
拒
否
し
た
り
、
法
案

が
議
会
を
通
過
し
た
後
で
も
知
事
の
拒
否
権
発

動
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
緯
を
た
ど
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の

頃
に
は
、
断
種
法
を
巡
る
議
論
が
激
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
焦
燥
感
を
深
め
た
優
生
主
義
者
や
断
種
推
進

主
義
者
た
ち
は
、
問
題
の
決
着
を
最
高
裁
で
つ

け
よ
う
と
し
ま
す
。
１
９
２
４
年
、
綿
密
に
練

ら
れ
た
断
種
法
が
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
制
定
さ
れ

ま
す
。
同
年
、「
バ
ッ
ク
対
ベ
ル
」
裁
判
が
起

き
ま
し
た
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
て
ん
か
ん
患

者
・
精
神
薄
弱
者
収
容
施
設
の
理
事
会
が
、
キ

ャ
リ
ー
・
バ
ッ
ク
と
い
う
17
歳
の
女
性
の
断
種

を
決
定
し
、
彼
女
に
対
し
て
手
術
を
行
う
こ
と

が
合
憲
か
否
か
を
争
う
裁
判
で
す
。
こ
れ
は
27

年
に
連
邦
最
高
裁
判
所
で
、
８
対
１
で
合
憲
で

あ
る
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
判

決
文
は
非
常
に
有
名
で
す
。
そ
の
一
部
に
は
こ

う
あ
り
ま
す
。「
明
白
な
不
適
者
が
同
種
を
再

生
産
す
る
こ
と
を
社
会
は
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
世
界
に
と
っ
て
よ
り
望
ま

し
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
強
制
接
種
を
認
め
る
原
則

は
、
卵
管
切
除
術
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
の

に
十
分
で
あ
る
」。

　
こ
れ
に
よ
り
、
20
年
代
の
終
わ
り
に
は
断
種

他
の
州
で
も
１
９
０
７
年
か
ら
17
年
に
か
け
て

15
以
上
の
州
で
断
種
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
動

き
は
南
部
を
除
き
、
ア
メ
リ
カ
全
域
に
及
び
ま

し
た
。

　
20
世
紀
の
初
頭
に
、
な
ぜ
断
種
法
が
認
め
ら

れ
た
の
か
。
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
次
の
よ
う
な

事
柄
で
し
た
。
第
一
に
、
当
時
は
精
神
障
害

者
・
精
神
薄
弱
者
・
て
ん
か
ん
患
者
・
貧
困

者
・
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
・
犯
罪
者
な
ど
、
望

ま
し
く
な
い
と
さ
れ
る
人
た
ち
が
増
加
し
て
い

る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
第
二
に
そ
う
し

た
社
会
的
「
不
適
者
」
は
、
正
常
な
人
々
よ
り

も
多
産
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
三
に
精
神
障
害
・
精
神
薄
弱
・
貧
困
・
犯
罪

性
な
ど
は
、
基
本
的
に
遺
伝
性
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
あ
り
ま
し
た
。
四
点
目
と
し
て
、
環
境

は
遺
伝
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
慈
善
や
福
祉
は

不
適
者
を
増
加
さ
せ
る
の
で
人
種
の
改
良
に
反

す
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
ま
し
た
。
施
設
へ
の

収
容
や
裁
判
費
用
な
ど
に
は
税
金
が
使
わ
れ
る

た
め
、
不
適
者
は
納
税
者
つ
ま
り
社
会
に
と
っ

て
負
担
に
な
り
、
重
荷
や
脅
威
で
あ
る
と
い
う

論
理
で
す
。

　
た
だ
、
断
種
法
を
制
定
し
た
州
で
も
、
断
種

政
策
の
基
準
へ
の
疑
義
が
法
廷
で
争
わ
れ
た
り
、

立
法
過
程
で
少
な
か
ら
ず
反
対
票
が
投
じ
ら
れ

神
と
健
康
な
身
体
を
必
要
と
す
る
と
い
う
主
張

の
も
と
、
望
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
遺
伝
子

を
排
除
す
る
政
策
と
し
て
、
移
民
制
限
や
生
殖

制
限
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
殖
制
限
の
方
法
と

し
て
は
、
隔
離
・
婚
姻
制
限
・
断
種
（
不
妊
化
）

が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

断
種
法
制
定
の
歴
史

　
ア
メ
リ
カ
で
は
19
世
紀
末
か
ら
、
法
的
な
根

拠
が
な
い
ま
ま
、
い
く
つ
か
の
州
で
刑
務
所
・

矯
正
施
設
・
精
神
病
院
・
精
神
薄
弱
者
収
容
施

設
な
ど
で
、
懲
罰
・
治
療
・
管
理
な
ど
を
目
的

と
し
た
不
妊
化
手
術
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
８
９
７
年
に
は
ミ
シ
ガ
ン
州
で
優
生
学
的
断

種
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
不
成
立

と
な
り
ま
し
た
。
１
９
０
１
年
に
も
ペ
ン
シ
ル

ヴ
ェ
ニ
ア
州
で
断
種
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
が
、

知
事
が
拒
否
権
を
発
動
し
ま
す
。
１
９
０
５
年

に
も
同
州
で
こ
の
法
案
が
再
提
出
さ
れ
、
や
は

り
知
事
が
拒
否
権
を
発
動
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
断
種
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
１
９
０

７
年
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
お
い
て
で
す
。
犯

罪
者
・
知
的
障
害
者
・
レ
イ
プ
犯
の
強
制
断
種

を
認
め
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
11
年
ま
で
に
同

州
で
は
８
７
３
人
の
男
性
が
断
種
さ
れ
ま
し
た
。
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れ
た
よ
う
な
、
単
純
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
優
生

断
種
政
策
へ
の
関
心
は
減
り
始
め
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
が
大
恐
慌
か
ら
立
ち
直
り
、
戦
時
生
産
が

雇
用
を
増
加
さ
せ
た
た
め
、
福
祉
の
経
費
が
急

激
に
減
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
る
い
は
戦

争
の
た
め
に
、
外
科
医
不
足
も
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

断
種
政
策
の
変
容
と
社
会
的
背
景

　
そ
う
し
た
中
で
42
年
、
連
邦
最
高
裁
判
所
で

断
種
に
関
す
る
重
大
な
判
決
が
下
さ
れ
ま
す
。

「
ス
キ
ナ
ー
対
オ
ク
ラ
ホ
マ
」
判
決
で
す
。
こ

れ
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
断
種
を
巡
る
裁
判
で
、

最
終
的
に
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
断
種
法
合
憲
判

決
を
覆
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
大

な
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
目
が
、
生
殖

の
権
利
が
人
間
の
基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
、
連
邦
最
高
裁
が
初
め
て
認
め
た
点
で

す
。
二
つ
目
は
、「
悪
意
の
あ
る
人
間
の
手
に

か
か
れ
ば
、
支
配
集
団
と
対
立
す
る
人
種
や
特

定
集
団
の
人
々
を
衰
退
さ
せ
、
絶
滅
に
追
い
込

む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
点
で

す
。

　
と
は
い
え
、
優
生
思
想
そ
の
も
の
が
完
全
に

姿
を
消
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ

で
は
優
生
学
が
民
族
浄
化
政
策
へ
と
転
換
し
ま

し
た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
ユ
ダ

ヤ
人
虐
殺
や
人
体
実
験
が
ナ
チ
ス
の
悪
行
の
核

心
と
考
え
ら
れ
、
優
生
断
種
は
非
難
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
規
模
に
行
わ
れ
た

ナ
チ
ス
の
断
種
政
策
は
、
確
か
に
他
国
と
比
較

法
は
24
州
で
制
定
さ
れ
、
南
部
の
州
も
例
外
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
30
年
代
に
世
界
を
襲
っ

た
大
恐
慌
は
、
優
生
主
義
者
に
と
っ
て
断
種
推

進
の
必
要
性
を
ま
す
ま
す
痛
感
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
断
種
手
術
の
大
半
は
公
立
施
設
の

収
容
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼

ら
は
基
本
的
に
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
た
た
め
、

優
生
主
義
者
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
る
断
種

支
持
を
各
方
面
か
ら
集
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
風
潮
の
も
と
で
、
北
欧
で
も
断
種

法
が
制
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
33

年
、「
遺
伝
病
子
孫
予
防
法
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
参
考
に
さ
れ
た
の
が
、
ア
メ
リ

カ
で
29
年
に
出
版
さ
れ
た
『
人
間
改
良
の
た
め

の
断
種
』
と
い
う
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
断

種
政
策
の
歴
史
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
す
。
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
ア
メ
リ
カ
の
断
種
政
策
に

お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
時
代
背
景
が
あ
り
、
20
年
代
の
断
種

数
は
人
口
10
万
人
あ
た
り
２
～
４
人
だ
っ
た
の

が
、
30
年
代
終
わ
り
に
な
る
と
20
人
に
達
し
、

41
年
ま
で
に
全
米
に
お
け
る
被
断
種
者
数
は
約

３
万
６
０
０
０
人
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
方
で
20
～
30
年
代
に
は
、
遺
伝
の
法
則
は

20
世
紀
初
頭
の
優
生
学
運
動
に
お
い
て
主
張
さ
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ま
し
た
。

　
35
年
の
社
会
保
障
法
で
、
要
扶
養
児
童
扶
助

が
成
立
し
ま
す
。
一
人
親
家
庭
の
16
歳
未
満
の

貧
困
児
童
を
対
象
に
し
た
制
度
で
す
。
こ
れ
が

62
年
に
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
と
名
称
変
更
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
児
童
に
対
す
る
扶
助

が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
経
費
は
、
40
年

に
は
１
億
３
３
０
０
万
ド
ル
だ
っ
た
も
の
が
、

60
年
に
は
９
億
９
４
０
０
万
ド
ル
に
な
り
、
67

年
に
は
22
億
ド
ル
に
増
加
し
ま
し
た
。
50
年
代

半
ば
ま
で
、
福
祉
の
受
給
者
は
主
に
働
き
手
の

夫
を
亡
く
し
た
同
情
す
べ
き
白
人
の
寡
婦
で
し

た
が
、
60
年
代
半
ば
以
降
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

女
性
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
性
的
に
不
品
行
な

黒
人
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
「
福
祉
の
女
王
」

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
福
祉
受
給
者
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
化
し
ま
し
た
。

　
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
全
体
に
お
け
る
人
口

の
増
加
や
離
婚
率
の
上
昇
に
伴
い
、
人
種
を
超

え
て
公
的
な
扶
助
を
求
め
る
女
性
が
増
え
て
い

っ
た
と
い
う
全
国
的
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
南
部
で
は
農
業
の
機
械
化
に
よ
っ
て
労
働
者

が
解
雇
さ
れ
、
さ
ら
な
る
低
賃
金
労
働
に
追
い

や
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
労
働
市
場
か
ら
排
除
さ

れ
る
黒
人
が
増
え
、
福
祉
受
給
者
が
増
え
て
い

っ
た
の
で
す
。
実
際
に
は
白
人
が
福
祉
受
給
者

す
れ
ば
極
端
な
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
似
た
よ
う
な
政
策
は
他
国
で
も
実
施
さ

れ
て
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

１
９
４
８
年
に
制
定
さ
れ
た
優
生
保
護
法
は
、

優
生
上
の
見
地
か
ら
、
不
良
な
子
孫
の
出
生
の

防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

政
策
は
50
～
60
年
代
に
は
ま
だ
問
題
視
さ
れ
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
新
た
な
社
会
的
・
文
化
的
な

不
安
を
反
映
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
60
年
代
ま
で
に
、
新
た
な
傾

向
の
強
制
断
種
が
連
邦
家
族
計
画
を
通
し
て
南

部
か
ら
全
国
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

「
自
発
的
な
」
選
択
を
装
っ
た
強
制
断
種
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
60
年
代

末
に
一
部
の
医
師
た
ち
が
、
生
殖
に
不
適
で
あ

る
と
み
な
し
た
女
性
に
対
し
て
、
望
ん
で
も
い

な
い
、
あ
る
い
は
理
解
で
き
な
い
手
術
に
同
意

す
る
こ
と
を
強
制
し
ま
し
た
。
患
者
は
訴
訟
を

起
こ
し
始
め
ま
す
が
、
医
師
は
断
種
が
患
者
の

希
望
で
あ
る
証
拠
と
し
て
、
患
者
が
署
名
し
た

同
意
書
を
法
廷
に
提
出
す
る
と
い
う
、
新
た
な

強
制
断
種
の
パ
タ
ー
ン
が
発
達
し
て
い
き
ま
す
。

背
景
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
福
祉
の
拡
大

と
、
福
祉
受
給
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
が
あ
り

の
最
大
集
団
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
黒
人
女
性

の
福
祉
受
給
率
が
高
く
な
っ
て
い
っ
た
の
は
事

実
で
す
。

　
当
時
は
世
界
的
な
人
口
爆
発
に
対
す
る
切
迫

感
が
あ
り
、
貧
困
層
を
対
象
と
す
る
家
族
計
画

に
対
し
て
資
金
と
人
員
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
家
族
計
画
は
、
基
本
的
に
は
貧
困
者
に
対

す
る
産
児
制
限
で
し
た
。
67
年
に
は
連
邦
政
府

が
家
族
計
画
に
参
入
し
ま
す
。
64
年
に
設
立
さ

れ
た
経
済
機
会
局
は
、
家
族
計
画
の
方
法
と
し

て
、
既
婚
女
性
に
子
宮
内
避
妊
器
具
や
経
口
避

妊
薬
ピ
ル
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
同
局
は
断

種
手
術
の
支
援
は
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
、
女

性
解
放
運
動
や
性
革
命
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

望
ま
な
い
妊
娠
・
出
産
を
防
ぐ
権
利
が
主
張
さ

れ
、
効
果
的
な
避
妊
法
と
し
て
断
種
を
求
め
る

人
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
71
年
、
経
済
機
会
局
は
断
種
手
術
の
実
施
に

あ
た
っ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
の
配
布
は
74
年
に
な
り
、
空
白
期

間
に
は
最
低
限
の
保
護
規
定
も
な
い
ま
ま
に
、

連
邦
の
資
金
援
助
の
も
と
で
断
種
手
術
が
実
施

さ
れ
続
け
ま
し
た
。
南
部
で
は
人
種
隔
離
政
策

撤
廃
を
巡
っ
て
白
人
と
黒
人
が
争
っ
て
い
た
た

め
、
黒
人
女
性
が
強
制
断
種
の
標
的
に
さ
れ
ま

し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
で
は
メ
キ
シ
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と
認
め
る
判
決
を
下
す
よ
う
に
な
る
と
、
産
児

制
限
の
手
段
と
し
て
の
断
種
手
術
に
対
す
る
要

求
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
断
種
手
術
の
技
術
も
急
速
に
発
展
し
、
安
全

か
つ
簡
単
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
医
療

行
為
と
し
て
安
全
な
避
妊
目
的
の
中
絶
や
断
種

手
術
を
選
択
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
中
産
階
級
の
白
人
で
し
た
。

連
邦
家
族
計
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
貧
困

者
の
中
絶
や
断
種
手
術
の
利
用
の
可
能
性
は
高

ま
り
ま
し
た
が
、
逆
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
概
念
が
発
達
し
た
た
め
、
福
祉
受
給

の
前
提
と
し
て
断
種
手
術
の
同
意
書
に
サ
イ
ン

を
要
求
さ
れ
る
こ
と
で
、
望
ま
な
い
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り

得
ま
し
た
。
断
種
へ
の
同
意
を
求
め
ら
れ
る
の

が
陣
痛
の
最
中
や
帝
王
切
開
手
術
の
直
前
だ
っ

た
り
、
鎮
痛
剤
を
打
た
れ
て
意
識
朦
朧
と
し
た

状
態
だ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
語
を
母
語
と
す
る
患
者
に
対
し
て
、

英
語
の
説
明
書
し
か
用
意
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
60
年
代
末
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

強
制
断
種
裁
判
も
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
原
告

た
ち
は
貧
し
く
、
も
と
も
と
被
害
を
受
け
や
す

い
女
性
た
ち
で
し
た
。

　
裁
判
所
は
こ
う
し
た
訴
え
を
却
下
し
て
い
ま

た
も
の
で
す
。
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、

医
療
倫
理
の
バ
イ
ブ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
の
基
本
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
り
、

患
者
の
権
利
と
い
う
受
け
止
め
方
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で

は
こ
の
傾
向
が
強
く
、
73
年
に
は
ア
メ
リ
カ
病

院
協
会
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
が

患
者
の
権
利
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

「
患
者
の
権
利
章
典
」
に
明
記
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
医
療
倫
理
が
医
師
の
義
務
か
ら
患
者

の
権
利
へ
と
移
行
し
た
こ
と
が
、
非
常
に
決
定

的
な
動
き
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
60
～
70
年
代
は
女
性
解
放
運
動
や
性
革
命
に

よ
っ
て
、
自
発
的
断
種
が
、
権
利
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
65
年
に
は
連
邦
最
高
裁

判
所
に
よ
る
「
グ
リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
対
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
」
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
夫
婦
が
避
妊

具
を
使
用
す
る
権
利
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
72
年
の
「
ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
ッ
ト
対
ベ
ア
ー

ド
」
判
決
で
は
、
非
婚
者
に
も
避
妊
具
を
使
用

す
る
権
利
が
拡
大
さ
れ
、
73
年
の
「
ロ
ー
対
ウ

ェ
ー
ド
」
判
決
で
は
中
絶
の
権
利
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
生
殖
の
管
理
に
対
す
る
人
々
の
認
識

が
変
化
し
た
わ
け
で
す
。
連
邦
最
高
裁
が
生
殖

の
管
理
を
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
権
利
で
あ
る

コ
人
移
民
の
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
人
口
と
福

祉
受
給
者
数
を
減
ら
す
手
段
と
し
て
、
医
療
関

係
者
は
メ
キ
シ
コ
人
女
性
と
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ

リ
カ
人
女
性
を
断
種
の
標
的
に
し
ま
し
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
や
黒
人

の
女
性
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
発
達
と 

断
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定

　
１
９
５
０
年
頃
か
ら
80
年
頃
ま
で
強
制
的
に

断
種
さ
れ
た
人
々
の
正
確
な
人
数
は
不
明
瞭
で

す
。
当
時
は
ま
だ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
の
概
念
や
政
策
が
発
展
途
上
で
し
た
。
45
～

46
年
に
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
は
、

人
体
実
験
に
つ
い
て
の
厳
し
い
倫
理
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
欧
米
の
医
師
の
中
に
は
こ
れ

を
深
刻
に
受
け
止
め
た
人
が
多
く
、
48
年
に
は

世
界
医
師
会
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宣
言
を
決
議
し
、

67
年
に
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
は
、
医
学
の
進
歩
の
た
め

に
は
人
体
実
験
が
不
可
欠
で
あ
る
点
は
認
め
た

上
で
、
科
学
や
社
会
に
対
す
る
貢
献
よ
り
も
被

験
者
個
人
の
利
益
と
福
祉
を
優
先
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
原
則
に
立
ち
、
臨
床
研
究
の
倫
理
を

守
る
た
め
の
具
体
的
な
手
続
き
を
明
ら
か
に
し
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し
た
が
、
よ
う
や
く
断
種
手
術
の
濫
用
が
問
題

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
注
目

し
た
い
の
が
73
年
の
「
レ
ル
フ
対
ワ
イ
ン
バ
ー

ガ
ー
」
裁
判
で
す
。
ア
ラ
バ
マ
州
の
10
歳
と
12

歳
の
黒
人
姉
妹
に
対
し
て
、
家
族
計
画
の
職
員

が
デ
ポ
・
プ
ロ
ベ
ラ
と
い
う
避
妊
薬
の
注
射
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
70
年
代
初
頭
、
デ
ポ
・
プ

ロ
ベ
ラ
は
実
験
的
な
避
妊
方
法
と
し
て
臨
床
試

験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
連
邦
政
府
か
ら
資
金
を

提
供
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
職
員
が
福

祉
受
給
者
に
対
し
て
注
射
を
し
て
い
ま
し
た
。

発
が
ん
性
の
恐
れ
が
判
明
し
た
た
め
、
73
年
春

に
臨
床
試
験
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
家
族
計
画

の
職
員
は
読
み
書
き
が
で
き
な
い
母
親
に
十
分

な
説
明
を
し
な
い
ま
ま
サ
イ
ン
を
さ
せ
、
姉
妹

に
断
種
の
注
射
を
し
続
け
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
政
治
家
が
医
学
的
な
自
己
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
に
参
入
し
始
め
、
一
般
大
衆
が
、
特
に

有
色
人
種
に
向
け
ら
れ
た
医
療
差
別
を
知
る
よ

う
に
な
っ
た
時
期
に
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
前

年
に
「
タ
ス
キ
ギ
ー
事
件
」
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
32
年
か
ら
72
年
ま
で
の
間
に
、
公
衆
衛

生
局
が
ア
ラ
バ
マ
州
タ
ス
キ
ギ
ー
で
約
６
０
０

人
の
黒
人
男
性
に
対
し
て
梅
毒
実
験
を
実
施
し
、

治
療
せ
ず
に
病
気
の
影
響
を
観
察
し
た
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
話
が
72
年
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
、
公
聴
会
が
開
か
れ
て

い
る
最
中
に
レ
ル
フ
姉
妹
の
裁
判
が
起
き
ま
し

た
。
特
に
公
民
権
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
人
々

に
と
っ
て
は
、
黒
人
が
第
二
級
市
民
で
あ
り
続

け
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
医

療
に
お
け
る
人
種
差
別
と
い
う
こ
と
で
、
後
に

二
つ
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
レ
ル
フ
対
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
判
決
で
は
、

断
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
命
じ
ら
れ
ま

し
た
。
最
終
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
た

の
は
78
年
で
、
手
術
か
ら
同
意
ま
で
の
待
機
時

間
の
延
長
、
21
歳
未
満
の
未
成
年
者
の
断
種
の

停
止
、
当
事
者
の
主
要
言
語
で
の
説
明
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
必
要
性
が
強
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
強
制
断
種
を
巡
る
論

争
は
一
応
終
結
し
ま
す
。
地
方
に
お
け
る
断
種

反
対
連
合
も
解
散
し
、
訴
訟
も
減
少
し
ま
し
た
。

た
だ
し
保
健
教
育
福
祉
省
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

順
守
を
呼
び
か
け
は
し
ま
し
た
が
、
監
督
す
る

権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
網
目
を
く
ぐ
っ
て
の
断
種
は
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
強
制
断
種
は
、
98
年
の
国
際
刑
事
裁
判
所
ロ

ー
マ
規
程
第
７
条
に
お
い
て
、「
人
道
に
対
す

る
罪
」
の
一
つ
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

強
制
断
種
は
今
な
お
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
例

え
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
刑
務
所
で
は
、
２

０
０
６
年
か
ら
２
０
１
０
年
の
間
に
、
少
な
く

と
も
１
４
８
人
の
女
性
が
強
制
断
種
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
強
制
断
種
の
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
る
と
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
要
因
が
い
く
つ

か
考
え
ら
れ
ま
す
。
生
殖
管
理
に
よ
る
納
税
者

の
負
担
軽
減
と
い
う
経
済
的
利
害
の
存
在
、
親

と
し
て
不
適
な
人
々
を
想
定
す
る
と
い
う
、
生

殖
管
理
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
思
想
的
枠
組
み

の
存
在
、
そ
し
て
医
師
の
専
門
的
な
判
断
に
よ

る
医
療
行
為
と
し
て
の
手
術
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
、
つ
ま
り
医
師
の
自
由
裁
量
に
よ
る
余
地

が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
３
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
42
年
の
「
ス
キ
ナ
ー
対
オ
ク
ラ
ホ
マ
」
判
決

で
は
、
断
種
が
特
定
集
団
の
人
々
を
衰
退
さ
せ

て
絶
滅
に
追
い
込
む
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
そ
の
可
能
性
は
失
わ

れ
て
い
な
い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。（
２
０
２

１
年
７
月
12
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）



１
．
同
志
社
創
立

150
周
年
記
念
事
業
の
意
義

　
２
０
２
５
年
に
同
志
社
は
創
立
150
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を

記
念
す
る
た
め
に
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
150
周
年
事
業
は
三
つ
の
大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
す
。
一
つ
目
は
、
150

年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
を
正
確
に
把
握
し
、
後
世
に

伝
え
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
建
学
の
精
神
、
教
育
の
理
念
を
念
頭
に
、
同

志
社
教
育
の
現
況
を
過
去
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
検
証
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
三

つ
目
は
か
つ
て
勝
海
舟
に
問
わ
れ
た
新

島
が
「
同
志
社
教
育
の
理
想
の
実
現
に

は
200
年
の
歳
月
が
必
要
」
と
答
え
て
い

る
よ
う
に
、
同
志
社
教
育
理
想
の
実
現

と
さ
れ
る
創
立
200
周
年（
２
０
７
５
年
）

に
向
け
て
、
創
立
150
周
年
を
機
に
学
生
・

生
徒
・
児
童
・
園
児
（
以
下
、「
学
生
な

ど
」）、
卒
業
生
、
教
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
新
た
な
歩
み
を
強
力
に
進
め
る
こ

と
で
す
。

　
過
去
・
現
在
・
未
来
を
視
野
に
入
れ
た
記
念
事
業
は
、
同
志
社
に
繋
が

る
多
く
の
関
係
者
、
同
志
社
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
、
国
内
外
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
全
般
を
も
対
象
と
し
、
同
志
社
の
真
価
を
広
く
強
く
発
信
す
る
好

機
と
す
べ
く
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
記
念
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
同
志
社
に
関
心
を
持
つ
方
だ
け
で
な
く
、
同
志
社
の
未
来
建
設
に
主

体
的
に
寄
与
す
る
理
解
者
を
ひ
と
り
で
も
多
く
得
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

同
志
社
創
立
150
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て
14
の
学
校
の
連
携
を
よ
り
深
め

る
こ
と
で
、
同
志
社
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

２
．
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
す

　
創
立
150
周
年
記
念
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
様
々
な
企
画
を
練
り
実
行

す
る
た
め
、
各
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
を
公
募
し
、
２
０
２
１
年
6
月
に
決
定
し
ま
し
た
。
6
月
25
、

26
日
に
初
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

周
年
事
業
を
通
し
て
社
会
に
対
し
て
同
志
社
の
何
を
発
信
し
て
い
く
か
、

現
時
点
に
お
け
る
課
題
や
今
後
行
っ
て
い
く
企
画
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

法
人
事
務
部
創
立
150
周
年
記
念
事
業
事
務
室

同
志
社
創
立
150
周
年
記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

同志社創立135周年記念「函館新島講座」
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

換
を
行
い
ま
し
た
。
周
年
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
こ
れ
か
ら
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
柔
軟
な
発
想
や
ア
イ

デ
ア
で
創
立
150
周
年
記
念
事
業
の
設
計
図
を
描
き
、
形
に
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
が
周
年
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
り
、
関
わ
っ
て
み
た
い
企

画
な
ど
が
あ
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
お
話
し
を
い
た
だ
く
か
、

創
立
150
周
年
記
念
事
業
事
務
室
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
以
下
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　http://w

w
w

.doshisha.ed.jp/w
orks/150th.htm

l

３
．
同
志
社
に
繋
が
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
記
念
事
業

　
社
会
に
広
く
同
志
社
の
周
年
事
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
多
く
の

同
志
社
関
係
者
に
創
立
150
周
年
記
念
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
志
社
創
立
150
周
年
記
念
事
業
委

員
会
か
ら
は
、
学
生
な
ど
が
参
加
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
徐
々
に
、
事
務
室
に
も
ア
イ
デ

ア
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
実
現
す
る

た
め
に
、
同
志
社
創
立
150
周
年
事
業
募
金
を
今
年
10
月
に
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
募
金
は
創
立
150
周
年
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
な
ど
で
記
念
事
業
に
合
わ
せ

た
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
創
立
150
周
年
事
業
募
金
（https://bokin.doshisha.

ed.jp/

）
に
ご
協
力
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

４
．
同
志
社
創
立

200
周
年
に
向
け
て 

　
今
回
の
周
年
事
業
で
は
、「
同
志
社
教
育
の
理
想
の
実
現
」
に
向
け
て

4
分
の
3
の
地
点
に
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
200
年
あ
る
い
は
そ
の

先
の
同
志
社
の
姿
に
つ
い
て
同
志
社
人
の
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
機
会
と

す
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
、
同
志
社
社
史
資
料

セ
ン
タ
ー
に
よ
り
『
同
志
社
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
作
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
先
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
か
ら
、『
我

等
ノ
同
志
社
（
創
立
60
周
年
記
念
誌
）』（
同
志
社
校
友
同
窓
會
報
第
百
號

特
輯
）
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ピ
ア
色
に
変
わ
っ
た
表
紙

か
ら
は
歴
史
を
感
じ
ま
す
。
内
容
は
祝
辞
や
寄
稿
文
、
写
真
に
加
え
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
未
来
イ
メ
ー
ジ
図
や
学
生
編
集
委
員
に
よ
る
将
来
の
大
学

像
に
対
す
る
提
言
（
例
え
ば
、
小
学
校
の
開
設
、
図
書
館
の
夜
間
開
放
、

同
志
社
大
学
出
版
部
や
博
物
館
の
新
設
）
な
ど
、
た
い
へ
ん
ユ
ニ
ー
ク
な

内
容
で
し
た
。

　
現
在
、
30
歳
の
方
は
50
年
後
に
80
歳
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
創
立
150
周
年
記
念
事
業
に
参
加
し
50
年
後
の
同
志
社
の
理
想
の
姿
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
る
な
ど
の
関
わ
り
を
持
ち
、
創
立
200
周
年
記
念
式
に
集

ま
っ
た
仲
間
と
そ
の
後
の
道
の
り
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
同
志
社
の
150
周
年
に

向
け
て
皆
さ
ん
の
英
知

を
結
集
し
、
こ
の
記
念

す
べ
き
事
業
に
楽
し
み

な
が
ら
参
加
、
協
力
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

『我等ノ同志社
（創立60周年記念誌）』の表紙
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障
が
い
学
生
支
援
室
か
ら
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
へ

　
２
０
２
１
年
４
月
、
障
が
い
学
生
支
援
室
が
改
組
さ
れ
「
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
（
通
称
：
Ｓ
Ｄ
Ａ

室
）」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
志
社
大
学
は
、他
大
学
に
先
ん
じ
て
「
大

学
」
が
障
が
い
学
生
の
支
援
を
す
る
先
駆
け
と
し
て
歴
史
が
古
く
、
国
内

で
も
障
が
い
学
生
支
援
の
先
導
的
大
学
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
改
組
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
障
が
い
学
生
の
支
援
に
限
定
せ
ず
、
同
志

社
大
学
を
選
ん
で
く
れ
た
す
べ
て
の
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮

し
て
輝
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
社
会
で
急
速
に
関
心
を
集
め
て
い
る
多
様
な
性
別
や
性
的

指
向
・
性
自
認
を
も
つ
学
生
へ
の
相
談
対
応
は
こ
れ
ま
で
手
つ
か
ず
の
状

態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ａ
室
は
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
や
、
多
様
な

性
的
指
向
・
性
自
認
（
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
）
を
も
つ
学
生
が
、
学
生
生
活
を
送
る

う
え
で
必
要
か
つ
適
切
な
支
援
と
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
学
生

が
相
互
に
多
様
な
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
よ
う

に
全
学
的
協
力
体
制
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
何
か

　

Diversity

は
、
日
本
語
で
は
「
多
様
性
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
単
に
「
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
」

と
い
う
状
態
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。
さ
て
、
皆
さ
ん
が
「
い
ろ
ん
な
人

が
い
る
よ
ね
…
」
と
言
う
と
き
は
、
ど
ん
な
時
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し

て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
文
脈
の
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
」
と
い
う
と
、こ
の
「
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
」

状
態
を
推
進
す
る
こ
と
（
例
え
ば
女
性
、
障
が
い
者
、
外
国
籍
の
方
の
比

率
を
向
上
さ
せ
る
）
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
構
成
員
の
「
多

様
性
」
そ
の
も
の
を
推
進
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
今

で
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
多
く
の
ユ
ー
ザ
が
使
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
「
ら
く
ら
く
ホ
ン
（
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）」
が
、
実
は
視
覚

障
が
い
の
女
子
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
が
発
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
有
名
で
す
。
多
様
性
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
前
述
の
通
り
、
単
に
「
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
」
状
態
と
い
う
の
は
、

自
分
と
は
異
な
る
背
景
や
価
値
観
を
持
つ
人
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
し

ま
う
リ
ス
ク
も
孕
ん
で
い
ま
す
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
「
多
様
性
」
を
活

か
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
長
　
阪さ

か

田た

真ま

己み

子こ

学
生
の
多
様
な
個
が
輝
く
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て

―
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
開
設
―
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禍
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
「
学
び
の
機
会
」
を
保
障
し
て
も
な

お
「
大
学
（
教
育
機
関
）」
が
果
た
す
役
割
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
私
た
ち
は
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
学
生
の
「
居
場
所
と
し
て
の
大

学
」の
役
割
で
す
。Inclusion

と
は
、ま
さ
に「
居
場
所
と
し
て
の
大
学
」

に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
存
在
を
認
め
ら
れ
、
互
い
に

尊
重
し
あ
え
る
仲
間
が
い
る
状
態
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
多
様
な
学
生
が

集
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
が
輝
く
た
め
に
は
、「
私
は
私

の
ま
ま
こ
こ
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
環

境
が
必
要
な
の
で
す
。

同
じ
志
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
学
生
の
個
が
輝
く
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て

　

本
学
に
在
籍
す
る
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
を
発
揮
し
て

輝
け
る
よ
う
、
そ
し
て
大
学
全
体
が
多
様
な
個
の
集
合
体
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
よ
う
関
連
部
署
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
と
な
る
こ
と
、

そ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ａ
室
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ａ
室
は
、Diversity

、

Equity 

そ
し
て Inclusion

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
同
じ
志
を
持
っ
て
集

ま
っ
て
き
た
す
べ
て

の
学
生
が
、
人
一
人

を
大
切
に
す
る
同
志

社
の
風
土
の
上
で
、

相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
の
実
現
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
か
ら
Ｄ
Ｅ
Ｉ
推
進
へ
： 

D
iversity, Equity and Inclusion

　
「
い
ろ
ん
な
人
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
た
め
に
は
、
単
に
「
い
ろ
ん
な
人
」
が
い
る
状
態
（
多
様
性
）

を
推
進
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
そ
の
「
機

会
」
に
す
ら
恵
ま
れ
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
近
年
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
推
進
す
る
上
で
は
、
3
つ
の
柱
（DEI

：Diversity, Equity 
and Inclusion

）
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は Diversity

で
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
個
々
の
力
が
発
揮
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
。

　

２
つ
目
は Equity

で
す
。Equity 
は
、「
公
平
性
」
を
意
味
す
る
言

葉
で
す
。
多
様
な
人
々
が
混
在
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
に
公
正
な
機
会
が
確
保

さ
れ
る
と
と
も
に
、
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
６
年
に
施
行
さ

れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
ま
さ
に
障
が
い
の
あ
る
方
（
学
生
）

の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
「
同
等
の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
」
と
そ
の
た

め
に
「
必
要
な
合
理
的
配
慮
（reasonable accom

m
odation

）
を

提
供
す
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
学
生
だ
け
で
は
な
く
、

多
様
な
背
景
を
持
つ
す
べ
て
の
学
生
に
等
し
く
学
び
の
機
会
と
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
教
育
機
関
と
し
て
の
責
務
、
そ
れ
がEquity

で
す
。

　
３
つ
目
の
柱
はInclusion

で
す
。Inclusion

は
「
包
摂
性
」
と
訳
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
し
て

そ
の
概
念
が
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
多
様
な
個
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
「
私
は
私
の
ま
ま
こ
こ
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
安
心
感
が
得
ら
れ
る
状
態
で
す
。
大
学
の
責
務
と
し
てEquity

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
り
し
も
の
コ
ロ
ナ

旧障がい学生支援室が毎年夏に実施してい
たChallengedキ ャ ン プ の 様 子（2011年
Challengedキャンプより）。Challenged
キャンプは肢体不自由の学生を「海に連れ
て行きたい」というスタッフの声からはじ
まり、2020年度で16回を数えた（2020年
度はコロナによりオンライン開催）。学生
自らが「インクルージョンとは何か」を考え
る機会となっている。

※本稿は、UDフォント（ユニバーサル・デザインフォント）を使用しています。
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私
は
、
２
０
２
０
年
度
に
同
志
社
女
子
大
学
に
着
任
し
、
前
任
の
関
谷

弘
志
先
生
か
ら
引
き
継
い
で
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
授
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は
、
管
弦
打
楽
器
専
攻
学
生
の
必
修
科
目
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
4
年
間
履
修
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

≲
授
業
と
し
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
は
？
≳

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
管
弦
打
楽
器
等

に
よ
る
、
指
揮
者
を
要
す
る
こ
と
が
多

い
編
成
の
も
の
を
言
い
ま
す
。
大
小
様 

々
な
編
成
が
あ
り
極
め
て
幅
広
い
分
野

を
総
合
す
る
も
の
で
す
。

　
世
界
中
、
ど
こ
の
音
楽
大
学
で
も
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
授
業
は
必
須
と
な
っ
て

い
ま
す
。
理
由
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、

大
雑
把
に
い
っ
て
以
下
の
３
つ
に
ま
と

め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

１
＝ 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
管
弦
打
楽
器

奏
者
に
と
っ
て
大
き
な
就
職
先
で
あ
り
、
定
収
入
を
得
ら
れ
る
職
に

就
く
た
め
の
職
業
訓
練
。

２
＝ 

合
奏
全
般
に
お
け
る
音
楽
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を

学
ぶ
。

３
＝
名
曲
の
演
奏
体
験
。

　「
音
楽
で
飯
を
食
う
」
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。

私
の
場
合
も
、
音
楽
大
学
に
進
学
し
た
い
と
親
に
言
っ
た
ら
、
お
前
は
河

原
乞
食
に
な
る
の
か
？
と
叱
ら
れ
た
く
ら
い
で
す
か
ら
、
い
つ
の
世
も
音

楽
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
経
済
的
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
皆
貧
乏
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
経
済

的
に
不
安
定
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
団
す
る
こ
と
で
、
定
収
入
を
得
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
演
奏
能
力
や
、
健
康
上
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
定
年
ま

で
ず
っ
と
そ
の
待
遇
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
学
音
楽
学
科
か

ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
就
職
す
る
例
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
可
能
性
が
小

さ
く
て
も
学
生
の
就
職
に
直
接
寄
与
で
き
る
授
業
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
お
け
る
音
楽
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
は
、

す
べ
て
の
合
奏
に
通
じ
る
も
の
で
す
。
指
揮
者
と
、
あ
る
い
は
演
奏
者
同

女
子
大
学
音
楽
学
科 

教
授　

牛う
し

渡わ
た

克か
つ

之し

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」と
い
う
授
業
に
つ
い
て

管弦楽団
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士
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
能
力
は
、
プ
ロ
の
演
奏
家
と
し
て
必
須
の
能
力

で
す
。
よ
く
「
音
を
合
わ
せ
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
音
楽
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
判
断
は
瞬
時
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
判
断
の
際
の
観
点
は
リ
ズ
ム
、
テ
ン
ポ
、
和
声
、

音
程
、
音
量
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
我
々

は
主
に
耳
を
使
っ
て
音
を
捉
え
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
目
を
使
っ
た
り
、

動
作
を
交
え
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
皮
膚
感
覚
の
よ
う
な
言
葉
で
は
表

せ
な
い
よ
う
な
感
覚
を
使
っ
て
演
奏
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
、
名
曲
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
し
て
演
奏
家
の

幸
福
は
名
曲
を
自
ら
の
手
で
演
奏
す
る
こ
と
で
す
。
と
か
く
専
門
課
程
に

学
ぶ
学
生
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
専
門
性
の
追
求
の
た
め
に
必
要
以
上
に

生
真
面
目
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
演
奏
は
そ
の
人
に
と
っ
て
の
大
き

な
喜
び
だ
っ
た
は
ず
で
す
し
、
だ
か
ら
音
楽
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
は
ず
な

の
に
、
長
時
間
の
練
習
や
厳
し
い
レ
ッ
ス
ン
が
そ
の
気
持
ち
を
萎
え
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
時
間
は
、
音
楽
的
な
喜
び
を
呼
び
覚
ま

す
時
間
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

≲
授
業
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
か
≳

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
授
業
は
毎
週
金
曜
日
4
講
時
、
５
講
時
に
開
講
し
、

関
谷
弘
志
先
生
（
嘱
託
講
師
）、
森
香
織
先
生
（
嘱
託
講
師
）
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
複
数
の
曲
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
1
曲
30
分
と
か
45
分
と

か
時
間
を
決
め
て
合
奏
練
習
を
行
い
ま
す
。
弦
楽
器
は
全
員
が
弾
い
て
い

ま
す
が
、
管
打
楽
器
で
学
生
数
が
多
い
パ
ー
ト
は
曲
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
月
曜
日
の
5
講
時
に
は
分
奏
の
授
業
が
あ
り
、

弦
楽
器
は
柳
生
厚
彦
先
生
（
嘱
託
講
師
）
が
、
管
打
楽
器
は
牛
渡
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
演
奏
会
が
近
く
な
る
と
集
中
練
習
の
期
間
が
あ
り
、
本
番

1
週
間
前
く
ら
い
か
ら
よ
り
徹
底
し
た
合
奏
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

≲
コ
ロ
ナ
禍
で
の
授
業
に
つ
い
て
≳

　
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
前
述
し
た
よ
う
に
肉
体
的
か
つ
心
理
的
な

極
め
て
細
か
い
作
業
を
瞬
時
に
行
う
も
の
で
す
。
い
か
な
る
遠
隔
授
業
で

も
合
奏
経
験
を
代
替
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
音
楽
学
科
で
は
、
独
自

に
定
め
た
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
、
対
面
授
業
の
機
会
を
有
意
義
に

使
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
中
止
に
な
っ
た
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
今
年
7

月
に
実
施
の
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
関
係
者
の
み

入
場
可
）。

　≲
こ
れ
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
授
業
≳

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
授
業
が
円
滑
に
実
施
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
あ
る
程
度
収
束
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
こ
と
に
大
き
な
期
待
を

も
っ
て
い
ま
す
し
特
効
薬
の
開
発
も
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
か
ら
弦
楽
器
学
生
の
減
少
、
管
打
楽
器
学
生
数
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
問
題
が
あ
り
、
常
に
悩
み
の
種
が
尽
き
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
音
楽
学
科
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
お
け
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
重
要
性
は
少
し
も

揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
そ
の

時
々
の
状
況
を
見
据
え
な

が
ら
、
最
適
な
経
験
を
学
生

に
与
え
る
こ
と
が
私
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

同志社女子大学学芸学部音楽学科

Orchestra Concert
2021 7. 18 (Sun) 14:00 開演 (13:30 開場)

新型コロナウイルス感染症の流行拡大を防ぐ
ため、以下および裏面記載の内容にご協力く
ださい
・会場内、およびその周辺ではマスクを着

用し、咳エチケットを実践してください。
・楽屋口での“出待ち”および出演者との面

会は禁止とさせていただきます。
・出演者への差し入れ（プレゼント）は受

け付けておりませんのでお控えください。

A.ドヴォルザーク 序曲「謝肉祭」 Op. 92
G.ドニゼッティ 歌劇「ドン・パスクァーレ」より『あの目に騎士は』

ソプラノ独唱：赤迫祐花（３年次生）
C.サン・サーンス 歌劇「サムソンとデリラ」より『愛の神よ！私を助けに来ておくれ』

メゾソプラノ独唱：黒木さくら（専攻科生）
W.A.モーツァルト ピアノ協奏曲第27番変ロ長調 K. 595 第１楽章

ピアノ独奏：戸間葉月（４年次生）
J.シベリウス 交響詩「フィンランディア」 Op. 26
尾高尚忠 フルート小協奏曲 Op. 30a 第１楽章

フルート独奏：中田礼歩（４年次生）
C.サン・サーンス 歌劇「サムソンとデリラ」より バッカナール
W.A.モーツァルト 交響曲第35番ニ長調 K. 385 「ハフナー」

※都合により、演奏曲目、曲順が変更になる場合があります。

〈指 揮〉森香織（本学講師）、関谷弘志（本学講師）
〈管弦楽〉同志社女子大学音楽学科管弦楽団

お問い合わせ 同志社女子大学学芸学部・文学研究科事務室(音楽学科)
Tel：0774-65-8501 https://www.dwc.doshisha.ac.jp

Access
同志社女子大学京田辺キャンパス
〒610‐0395 京都府京田辺市興戸南鉾立97‐1
近鉄「興戸」駅より徒歩10分
JR学研都市線「同志社前」駅より徒歩3分（正門まで）
※駐車場はございませんので公共交通機関をご利用ください。

同志社女子大学京田辺キャンパス
新島記念講堂
無料（要整理券）/ 全席指定 /
関係者のみ入場可
※当公演は新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、関係者のみの公開となります。
※就学前のお子様の入場はご遠慮ください。

会場

入場料

〈 Program 〉

2021年度オケコンチラシ
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は
じ
め
に

　
２
０
２
０
年
度
開
始
当
初
、
我
々
は
普
段
慣
れ
て
い
る
「
対
面
授
業
」

を
コ
ロ
ナ
で
封
じ
ら
れ
た
。
６
月
以
降
、
少
し
ず
つ
登
校
が
再
開
さ
れ
る

中
で
徐
々
に
授
業
も
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、「
コ
ロ
ナ
以
前
」
に
完
全
に
戻

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
が
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
そ
の

中
で
生
ま
れ
た
実
践
と
し
て
数
学
の
統
計
と
地
理
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
独
自

に
テ
ー
マ
と
仮
説
を
立
て
て
検
証
し
て
い
く
「
同
中
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」

を
取
り
上
げ
る
。
生
徒
に
対
し
て
は

「
〇
〇
（
地
名
）
は
□
□
（
何
ら
か
の
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
や
特
性
）

が
日
本
一
多
い
（
少
な
い
）。
そ
の
理
由
を
調
査
し
、
報
告
レ
ポ
ー
ト

を
作
成
せ
よ
！

と
い
う
課
題
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。
取
り
組
み
を
細
分
化
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

　
ａ
．
テ
ー
マ
の
設
定
　
ｂ
．
仮
説
の
考
案
　
ｃ
．
統
計
デ
ー
タ
集
め

　
ｄ
．
グ
ラ
フ
作
成
　
　
ｅ
．
仮
説
の
検
証
　
ｆ
．
ス
ラ
イ
ド
作
成

　
ａ
・
ｂ
・
ｅ
・
ｆ
を
社
会
科
が
受
け
持
ち
、
ｃ
・
ｄ
を
数
学
科
が
受
け

持
っ
た
。
社
会
科
だ
け
で
「
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」
に
取
り
組
ん
だ
場
合
、

デ
ー
タ
分
析
や
グ
ラ
フ
作
成
が
弱
点
と
な
る
。
数
学
科
だ
け
で
は
デ
ー
タ

の
分
析
や
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
と
し
て
も
「
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
デ
ー

タ
分
析
や
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
の
か
？
」
と
い
う
目
的
が
あ
い
ま
い
に
な

っ
て
し
ま
う
。
社
会
科
で
「
学
び
の
文
脈
」
を
本
物
に
近
づ
け
、
数
学
の

学
び
に
よ
っ
て
互
恵
的
に
支
え
ら
れ
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
強
み

を
生
か
し
、
弱
点
を
補
い
合
い
、
か
つ
生
徒
に
も
実
り
あ
る
学
び
の
機
会

を
提
供
で
き
る
「
三
方
よ
し
」
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

生
徒
の
ふ
り
返
り
レ
ポ
ー
ト

（
※
こ
の
字
体
は
生
徒
の
ふ
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
よ
り
抜
粋
　
注
目
す
べ
き

記
述
は
筆
者
が
傍
線
を
引
い
た
）

「
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
後
輩
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
よ
り
抜
粋

　�

　
こ
の
課
題
は
テ
ー
マ
を
決
め
て
仮
説
を
立
て
、
自
分
で
立
証
し
た
こ
と

を
グ
ラ
フ
を
入
れ
て
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
と
っ
て

も
大
変
で
す
。
で
も
、
こ
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
と
、
様
々
な
力
が
つ

き
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
で
考
え
る
力
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
力

な
ど
で
す
。
特
にkeynote

やPow
erPoint

な
ど
を
使
っ
て
ス
ラ
イ
ド
を

作
る
の
は
将
来
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
自
分
の
知
識
が
増
え
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
か
を
考
え
な
が
ら
作
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
・
高
等
学
校 

教
諭　

篠し
の

原は
ら

貴た
か

明あ
き

創
造
的
な
学
び
で「
教
科
の
壁
」に
風
穴
を

～
数
学×
地
理
コ
ラ
ボ
の
取
り
組
み
～
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「
こ
の
課
題
を
通
し
て
成
長
し
た
点
、
感
じ
た
こ
と
、
身
に
つ
い
た
力
な
ど
、

自
由
に
記
述
」
よ
り
抜
粋

　�
　
ま
ず
、
何
か
を
調
べ
る
と
き
に
い
つ
も
だ
っ
た
ら
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
ら
出
て
く
る
け
ど
、
今
回
は
答
え
が
な
い
か
ら
自
分
で
仮
説
を
立
て

る
の
が
と
い
う
新
し
い
試
み
で
、
自
分
で
考
え
る
っ
て
面
白
い
な
と
思

っ
た
し
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
で
グ
ラ
フ
を
作
っ

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
た
の
で
こ
れ
も
今
ま
で
や
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
だ
っ
た
ら
ネ
ッ
ト
か
ら
拾
っ
て
き
て
た
の

で
、
自
分
で
作
る
と
新
し
い
発
見
や
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　�

　
普
段
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
統
計
に
な
っ
た
の
か
を
、
仮
説
を
立
て
、
関
係
性
の

あ
り
そ
う
な
物
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
調
べ
、
実
際
に
当
て
は
め
て
説
を
立

証
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
物
事
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
力
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　�

　
今
ま
で
統
計
を
見
て
も
「
へ
ぇ
ー
そ
う
な
ん
や
ー
」
と
思
っ
て
終
わ

り
だ
っ
た
の
で
統
計
結
果
か
ら
仮
説
を
立
て
て
さ
ら
に
統
計
結
果
を
使

っ
て
仮
説
を
立
証
す
る
な
ん
て
初
め
て
で
ま
ず
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
学
び
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
関
係
あ
る
や
ろ
！
み

た
い
な
仮
説
が
あ
ま
り
関
係
な
か
っ
た
り
、
意
外
な
と
こ
ろ
が
関
係
あ

っ
た
り
し
て
色
々
な
デ
ー
タ
を
見
て
、
組
み
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
の
面

白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
自
分
が
立
て
た
仮
説
の
真
否
が
気
に
な
り
、
裏
付
け
と
な
る
資
料
を
探

し
、
仮
説
と
検
証
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
繰
り
返
す
作
業
に
夢
中
に

な
っ
た
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
探
究
の
醍
醐
味
と
い

え
る
。
自
分
が
打
ち
立
て
た
仮
説
に
客
観
性
を
持
た
せ
、
説
得
力
を
高
め

る
た
め
に
統
計
資
料
を
探
し
、
グ
ラ
フ
化
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
）
す
る
と
い

う
経
験
も
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
さ
に
数
学
と
社
会
科
の
学
び
の「
お

い
し
い
ト
コ
取
り
」
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
正
解
の
な
い
問
い
、
か
つ
探
究
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と

も
生
徒
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
見
て
取
れ
る
。
石
川
一
郎
『
学
校
の
大

問
題
　
こ
れ
か
ら
の
「
教
育
リ
ス
ク
」
を
考
え
る
』
Ｓ
Ｂ
新
書
、

２
０
２
０
年
Ｐ
185
で
は
「
探
究
的
学
び
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

　 

な
に
か
を
「
観
察
」
し
て
、「
違
和
感
」
を
覚
え
て
、「
想
像
」
を
巡
ら

し
、「
推
測
」「
予
測
」
を
し
て
、「
仮
説
」
を
構
想
し
、「
検
証
」
を
し

て
「
再
構
成
」
し
、「
共
有
」
し
「
対
話
」
を
す
る
中
で
さ
ら
に
練
り

上
げ
て
、「
経
験
」
と
し
て
落
と
し
込
ん
で
い
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が

自
然
と
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
人
生
に

お
い
て
永
遠
に
探
究

を
続
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

「
同
中
ナ
イ
ト
ス
ク
ー

プ
」
で
は
こ
の
「
探
究

的
学
び
モ
デ
ル
」
を
そ

れ
ぞ
れ
一
巡
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
一
定
の
手

ご
た
え
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。「
こ
の
プ
ロ

セ
ス
が
自
然
と
で
き

る
」よ
う
な「
探
究
人
」

へ
と
生
徒
を
導
い
て
い

け
る
よ
う
な
学
び
の
デ

ザ
イ
ン
を
コ
ラ
ボ
授
業

で
も
単
独
授
業
で
も
模

索
し
続
け
て
い
き
た
い
。

生徒の作品
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１
．
は
じ
め
に

　「
学
び
に
向
か
う
力
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
の
力
を
育
む
た
め
の
授

業
の
あ
り
方
や
、
教
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
増
え
た
。
生
徒

に
社
会
科
の
学
習
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
問
う
と
、「
難
し
い
言
葉
を
覚

え
る
の
が
楽
し
い
」
と
い
う
生
徒
か
ら
、「
暗
記
が
苦
手
だ
か
ら
嫌
い
」

と
い
う
生
徒
ま
で
、
背
景
に
こ
そ
差
は
あ
れ
「
社
会
≒
暗
記
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
や
は
り
根
強
い
よ
う
だ
。

　
新
し
く
示
さ
れ
た
力
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
教
員
と
と
も
に
生
徒
も
視

点
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
気
づ
き
か
ら
、
私

が
担
当
す
る
授
業
で
は
、
生
徒
の
生
活
経
験
に
も
と
づ
く
対
話
を
学
び
の

出
発
点
と
す
る
流
れ
づ
く
り
を
意
識
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
高
２
「
現

代
社
会
」
で
の
授
業
の
様
子
と
、
自
分
な
り
の
言
葉
で
「
人
生
」
を
語
ろ

う
と
す
る
高
校
生
の
姿
を
ご
紹
介
し
た
い
。

２
．
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
授
業

　
取
り
上
げ
た
の
は
『
挑
戦
！
ラ
イ
フ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
ゲ
ー
ム
』
で
あ
る
。

生
徒
の
多
く
が
す
で
に
遊
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
生
ゲ
ー
ム
と
同
じ
く
、
自

分
の
選
ん
だ
コ
マ
を
さ
い
こ
ろ
の
目
の
数
だ
け
進
め
、
就
職
や
結
婚
な
ど

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
教
材
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、

人
生
ゲ
ー
ム
に
比
べ
て
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
実

社
会
の
し
く
み
を
忠
実
に
再
現
し
た
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
ム
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
就
職
か
ら
始
ま

る
が
、
こ
こ
で
選
択
し
た
職
業
や
性
別
に
よ

っ
て
後
の
展
開
に
差
が
生
ま
れ
る
。
給
料
日

に
は
お
金
を
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、
職
業

に
よ
っ
て
額
の
異
な
る
税
金
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ゲ
ー
ム
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て

ボ
ー
ド
上
の
役
所
に
税
金
が
た
ま
っ
て
い
く

様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

特
に
魅
力
的
に
感
じ
た
の
は
、
投
票
の
疑
似

体
験
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
中
盤
に
設
定
さ
れ
た
総
選
挙
の
マ
ス
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
争
点
が
示
さ
れ
、
各
人
の
投
票
結
果
に
よ
っ
て
、
選
挙
後
の

ゲ
ー
ム
の
展
開
が
変
化
す
る
。
有
権
者
に
な
る
の
を
目
前
に
控
え
た
高
校

生
に
、
社
会
の
し
く
み
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
こ
の
ゲ
ー
ム

を
教
材
に
選
定
し
た
。

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校 

教
諭　

中な
か

優ゆ
う

己き

高
校
生
が
語
る「
人
生
」と
は
…
？

～
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
主
権
者
教
育
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

３
．
生
徒
の
す
が
た

　
こ
れ
ま
で
に
は
青
年
期
を
テ
ー
マ
に
、
行

動
経
済
学
や
ゲ
ー
ム
理
論
を
活
か
し
た
思
考

実
験
に
取
り
組
み
、
個
人
の
利
益
と
社
会
全

体
の
幸
福
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る
授

業
を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
本
格
的
に
憲
法

や
選
挙
の
し
く
み
に
つ
い
て
学
ぶ
に
あ
た
り
、

難
解
な
用
語
や
概
念
に
も
抵
抗
感
な
く
向
き

合
い
、
教
科
書
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
見
方

が
で
き
る
よ
う
、
政
治
分
野
の
学
習
の
導
入

と
し
て
こ
の
ゲ
ー
ム
を
位
置
付
け
た
。

　
生
徒
は
教
室
に
入
る
な
り
、
す
ぐ
に
ゲ
ー

ム
に
関
心
を
示
し
「
と
に
か
く
目
の
前
の
ゲ

ー
ム
を
と
こ
と
ん
遊
ぼ
う
！
」
と
伝
え
る
と
、

驚
き
と
喜
び
の
入
り
混
じ
っ
た
反
応
が
返
っ

て
き
た
。
ゲ
ー
ム
を
開
始
す
る
と
、
少
し
で
も
給
料
の
多
い
職
業
を
求
め

る
生
徒
や
、
収
入
に
対
す
る
税
金
の
多
さ
に
愕
然
と
す
る
生
徒
、
さ
ら
に

は
自
分
や
周
り
の
置
か
れ
た
状
況
を
吟
味
し
な
が
ら
一
票
を
投
じ
る
生
徒

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
授
業
は
に
ぎ
や
か
な
ム
ー

ド
の
も
と
進
行
し
た
。

　
授
業
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
社
会
の
し
く
み
に
対
し
て
「
え

え
や
ん
！
」「
お
か
し
い
ん
ち
ゃ
う
？
」
と
感
じ
た
点
、
さ
ら
に
は
そ
れ

ら
を
改
善
す
る
方
法
を
検
討
さ
せ
た
。
す
る
と
税
制
や
選
挙
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
指
摘
す
る
声
が
多
く
見
ら
れ
た
。「
税
は
政
府
に
取
ら
れ
る

も
の
」
と
い
う
印
象
を
持
つ
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
た
が
、
ゲ
ー
ム
を
通

じ
て
「
税
は
み
ん
な
で
出
し
合
い
、
社
会
で
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
使

う
も
の
」
と
い
う
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た
生
徒
も
い
た
。

さ
ら
に
、
多
数
決
の
結
果
が
必
ず
し
も
社
会
全
体
の
意
見
を
カ
バ
ー
す
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
よ
り
多
様
な
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、

海
外
の
選
挙
制
度
に
ま
で
関
心
の
範
囲
を
広
げ
ら
れ
た
生
徒
も
い
た
。
こ

う
し
た
気
づ
き
は
、
細
か
な
知
識
や
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
前
の
状
態

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４
．「
学
び
に
向
か
う
力
」
に
向
か
う
授
業
へ
…

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
後
に
「
人
生
と
は
？
」
と
い
う
問
い
を
設
け
た
。
す

ご
ろ
く
形
式
の
ゲ
ー
ム
性
か
ら
「
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」「
小
さ

な
選
択
の
積
み
重
ね
で
大
き
く
変
わ
る
」
と
い
う
人
生
観
を
言
葉
に
す
る

と
同
時
に
、「
運
ま
か
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
、慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
」

「
判
断
力
を
高
め
る
に
は
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
っ
た
今
後
の
授
業
の
動
機
付
け
に
も
つ
な
が
る
意
見
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、「
人
生
は
お
金
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
」「
ゴ

ー
ル
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
人
生
の
醍
醐
味
だ
」
と
い
う
声
が
多
く
見

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
現
状
の
社
会
に
適
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

人
が
幸
せ
に
な
れ
る
方
策
を
追
求
す
る
視
点
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後

そ
の
視
点
を
深
化
さ
せ
て
い
く
教
員
の
使
命
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
秋
に
は
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
の
世
界
を
飛
び
出
し
て
、

実
社
会
が
大
き
く
動
く
様
子
を
生
徒
は
目
の
当
た
り
に
す
る
だ
ろ
う
。

日
々
接
す
る
報
道
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
に
対
し

自
分
の
意
見
を
持
っ
て
主
権
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
取
り
組
み
を
出
発
点
に
、
生
徒
の
学
び
に
向
か
う

力
を
後
押
し
し
、
得
た
力
を
源
に
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
り
だ
す
、
い
わ

ば
「
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
」
生
き
方
を
探
究
す
る
授
業
を
こ
れ
か
ら

も
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
。

※ 

授
業
で
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ま
と
め
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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教
諭　

米よ
ね

澤ざ
わ

利と
し

聡ふ
さ

ス
プ
リ
ン
グ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

年
生
に
と
っ
て
は
宿
泊
を
伴
わ
な
い
方
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
研
修
が
始
ま
る
と
、
本
校
で
は
中
学
１
年
生
に
対
し
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

授
業
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
（
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
実
施
）、
生
徒

は
と
て
も
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
。
研
修
は
生
徒
10
名
に
対
し
、
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
先
生
一
人
が
担
当
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
も
ば
ら
ば
ら
で
生
徒
同
士

も
初
対
面
の
中
、
最
初
に
グ
ル
ー
プ
内
で
英
語
で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
は
出
身
国
も
様
々
で
（
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
）、
出
身
国
の
映
像
や
生
徒
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る
お
菓
子
等
を
用
い

な
が
ら
自
己
紹
介
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
や
活
動
を
通
じ
、
午
後

に
は
少
し
新
し
い
環
境
に
な
じ
ん
で
き
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
朝
か
ら
生
徒
た
ち
も
英
語
モ
ー
ド
で
私
が
出
欠
点
検
の
た
め
教
室

に
入
っ
て
も
自
然
に
英
語
で
返
答
し
て
く
れ
る
な
ど
、
生
徒
の
適
応
力
の

高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
２
日
目
は
さ
ら
に
ペ
ア
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
最
終
日
の
発
表
に
向
け
て
の
準
備
な
ど
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

　
２
０
２
１
年
3
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
校
内
に
て
春
休
み
英
語
集
中
研

修
（
ス
プ
リ
ン
グ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
）
を
行
い
ま
し
た
。
本
校

で
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
株
式
会
社
ア
イ
エ
ス

エ
イ
に
依
頼
し
、
外
国
人
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら
い
英
語
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
は
中
学
１
年
生
で
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
行
事
で
す
。

例
年
は
終
業
式
後
に
学
校
を
離
れ
て
自
然
豊
か
な
京
北
に
て
宿
泊
を
伴
っ

た
研
修
を
行
う
の
で
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

た
め
に
宿
泊
を
避
け
、
校
内
で
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事

態
宣
言
が
再
度
発
令
さ
れ
、
直
前
ま
で
実
施
可
能
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

状
況
の
中
、
参
加
者
は
例
年
よ
り
少
な
く
30
名
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

外
国
人
講
師
の
先
生
に
も
本
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
い
、
研
修
前
の
検
温
や
マ
ス
ク
着
用
で
の
研
修
の
実
施
な
ど
を
依
頼

し
ま
し
た
。
実
施
前
は
宿
泊
が
な
く
校
内
で
の
実
施
の
た
め
に
生
徒
の
参

加
希
望
者
が
減
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
色
々
心
配
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
行
っ
て
み
る
と
生
徒
に
と
っ
て
は
宿
泊
に
よ
る
準
備
や
負
担
が
な

く
、
普
段
通
り
に
登
校
し
、
英
語
の
研
修
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
中
学
１
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ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

先
生
と
の
対
話
も
自
然
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
先
生
が
、
交
代
で
各
教
室

を
回
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う

の
で
、
生
徒
は
３
人
の
講
師
の
先
生

に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
日
目
終
了
時
に
は
頭
の
中
が

英
語
だ
ら
け
と
の
感
想
が
生
徒
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
で
何

を
言
わ
れ
て
い
る
か
は
だ
い
ぶ
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
自
分
か
ら
表

現
を
す
る
の
に
困
難
を
感
じ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
そ
れ
で
も
時
間
と
共

に
新
し
い
友
人
と
協
力
し
て
講
師
の

先
生
方
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
終
日
は
各
グ
ル
ー
プ
で
場
面
を

決
め
た
上
で
の
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）

を
行
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
何
度
も
グ

ル
ー
プ
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
講
師
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な

が
ら
完
成
を
目
指
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
イ
ラ
ス
ト
や
道
具
を
用
い

て
、
聞
く
人
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
ス
キ
ッ
ト
を
目
指
し
ま
し
た
。
研

修
初
日
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、
堂
々
と
英
語
を
用
い
て

発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら
こ
の
よ
う
な
話
す
活
動
も

英
語
の
授
業
中
に
行
う
の
が
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
な
か
な
か
普
段

で
は
活
動
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
あ
ま
り
で
き
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た

研
修
を
通
じ
て
英
語
を
使
う
体
験
を
持
て
た
の
は
有
益
だ
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
最
後
に
は
担
当
の
先
生
か
ら
生
徒
一
人
ず
つ
修
了
証
を
も
ら
い
、

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
実
施
後
の
生
徒
の
感
想
で
も
、
多
く
の

生
徒
が
英
語
研
修
を
有
意
義
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
春
休
み
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
校
舎
内
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
静
か
な
校
舎
の
中
で
英
語
で
行
わ
れ
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
参
加
し
て
い
な
い
生
徒
に
対
し
て
も
刺
激
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

意
外
な
反
応
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
来
た
高
校
生
か
ら
英
語
研
修
の
様

子
を
見
て
高
校
生
向
け
の
英
語
講
座
も
開
設
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
夏
休
み
も
残
念
な
が
ら
、
海
外
研
修
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
が
、
中
学
生
と
高
校
生
に
分
か
れ

て
校
内
に
て
英
語
を
使
っ
た
短
期
研

修
を
行
う
予
定
で
す
。
国
内
や
校
内

で
も
十
分
に
英
語
を
使
っ
た
研
修
を

行
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
は
プ
ラ

ス
材
料
に
な
り
ま
し
た
。

グループワーク

スキットの様子
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７
月
25
日
京
田
辺
校
地
、
8
月
1
日

今
出
川
校
地
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
2
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。
今
年
度
は
来
場
型

に
加
え
て
、
８
月
7
日
か
ら
3
日
間
、

本
学
の
学
び
を
伝
え
る
学
部
・
学
科
・

コ
ー
ス
紹
介
を
ラ
イ
ブ
配
信
（
入
学
セ

ン
タ
ー
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
）
で
実
施
し
た
。

　
来
場
型
は
教
室
の
コ
ロ
ナ
定
員
を
参

加
者
の
上
限
と
す
る
た
め
、
事
前
予
約

制
と
し
た
。
申
込
開
始
後
、
1
時
間
た

ら
ず
で
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
満
員
と

な
る
ほ
ど
、
受
験
生
及
び
保
護
者
の
期

待
が
う
か
が
え
た
。

　
開
催
当
日
は
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま

れ
た
。
大
学
紹
介
、
入
試
説
明
及
び
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
、
事
前
予
約

制
の
た
め
従
来
の
よ
う
な
混
雑
も
な
く
、

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
場

者
数
は
京
田
辺
校
地
8
9
2
組
1
、

5
2
9
名
、
今
出
川
校
地
9
2
5
組
1
、

6
6
5
名
で
、
全
国
各
地
か
ら
来
場
が

あ
っ
た
。

　
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
9
割

以
上
が
「
大
変
満
足
」「
満
足
」
と
回

答
し
、「
受
験
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
対
策
も
万

全
で
、
説
明
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
学
生
の

生
の
声
が
聞
け
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
、
本
学
の
魅
力
を
大
い
に
P
R
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
方
、
学
部
・
学
科
・
コ
ー
ス
紹
介

ラ
イ
ブ
配
信
も
、
来
場
型
同
様
事
前
予

約
制
と
し
、
7
、
2
9
6
名
の
申
込
み

が
あ
っ
た
。
申
込
者
は
8
月
末
ま
で
オ

ン
デ
マ
ン
ド
で
動
画
を
視
聴
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
延
べ
2
万
回
を
超

え
る
視
聴
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
来
場
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

瞬
時
に
満
員
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
8

月
10
日
・
11
日
今
出
川
校
地
、
8
月
12

日
京
田
辺
校
地
に
お
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス

自
由
見
学
を
開
催
。
入
学
課
に
よ
る
キ

ャ
ン
パ
ス
紹
介
の
あ
と
、
各
自
で
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
学
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
今
出
川
校
地
3
5
6
組
6
1
3
名
、

京
田
辺
校
地
1
3
8
組
2
4
9
名
が
参

加
し
た
。

大学入学課

オープンキャンパス2021
開催
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〇
学
会
で
の
学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表

　
２
０
２
１
年
３
月
20
日
に
第
35
回
日

本
助
産
学
会
学
術
集
会
で
実
施
さ
れ
た

学
生
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
に
お
い
て
、
本

学
看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻
助
産
学

実
践
分
野
の
大
学
院
生
の
チ
ー
ム
が

「
日
本
助
産
学
会
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
、
テ
ー
マ
を
「
助
産
の
力

で
健
康
な
社
会
を
！
─
助
産
の
力
を
未

来
に
つ
な
ぐ
─
」
と
し
、
各
校
の
教
育

活
動
の
発
表
、
情
報
共
有
の
場
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

校
に
つ
き
10
分
の
持
ち
時
間
で
、
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
内
容
は
、
昨
年
11
月
に
取
り
組

ん
だ
「
子
宮
頸
が
ん
啓
発
活
動
～
テ
ィ

ー
ル
&
ホ
ワ
イ
ト
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
～
」

に
つ
い
て
の
活
動
紹
介
で
し
た
。
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
栄
光
館
を
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
の
テ
ィ
ー
ル
&
ホ
ワ
イ
ト
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
際
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の

様
子
や
、
京
都
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
、

子
宮
頸
が
ん
制
圧
に
向
け
た
W
H
O
の

世
界
戦
略
開
始
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
際
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
全
９
つ
の
教
育
機
関
か
ら
２

校
が
表
彰
校
に
選
ば
れ
、
本
学
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
「
日
本
助
産
学
会
賞
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
日
本
助
産
学
会
長
よ

り
「
学
生
の
皆
様
の
行
動
力
、
そ
し
て

発
想
豊
か
な
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が

た
く
さ
ん
詰
め
込
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
審
査
員
一
同
、

関
心
し
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
京
都
の

街
に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
非
常
に
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。“
検
診
を
広
め

る
”
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、“
助

産
師
の
活
動
を
社
会
に
広
げ
る
、
社
会

に
伝
え
る
”
こ
と
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
子
宮
頸
が
ん
啓
発
活
動
〜
テ
ィ
ー
ル

&
ホ
ワ
イ
ト
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
〜
へ
の

想
い

　
子
宮
頸
が
ん
は
20
～
30
代
女
性
に
多

い
「
が
ん
」
で
す
。
一
方
、
わ
が
国
の

検
診
受
診
率
は
、
先
進
国
の
中
で
最
も

低
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
２
０
１
３

年
に
厚
生
労
働
省
が
積
極
的
勧
奨
を
中

止
し
て
以
来
、
事
実
上
止
ま
っ
た
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
き
っ

か
け
に
、
助
産
師
を
め
ざ
す
大
学
院
生

達
が
予
防
の
最
新
知
識
を
学
び
、
女
子

大
学
生
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

女子大大学院看護学研究科長　眞
ま

鍋
な べ

えみ子
こ

看護学研究科の
助産学生チーム、

「日本助産学会賞」を受賞
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本
校
で
は
伝
統
的
に
「
性
の
学
び
」

に
つ
い
て
科
学 

（
人
生
生
物
学
） 

的
に
、

ま
た
性
健
康
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
中

学
理
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
で

き
た
。
そ
こ
に
は
同
志
社
大
教
員
で
も

あ
っ
た
山
本
宣
治
（
１
８
８
９
～
１
９

２
９
）
の
思
想
が
根
底
に
流
れ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
人
と
人
の
実
距
離

が
離
れ
、
I
C
T
機
器
を
利
用
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
」
が
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
時
代
も
継
続
す
る
と
い
う
流
れ
の

中
で
も
、
ヒ
ト
は
身
近
な
生
物
と
接
す

る
こ
と
で
本
来
生
き
る
上
で
必
要
な
感

性
を
育
ん
で
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

生
き
も
の
の
リ
ア
ル
を
求
め
る
生
徒

　
昨
年
の
中
学
３
年
生
に
は

個
性
派
が
揃
っ
て
い
た
。
ヘ

ビ
の
飼
育
を
地
道
に
続
け
た

生
徒
は
後
輩
か
ら
「
蛇
つ
か

い
の
お
兄
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば

れ
、
岩
倉
川
の
淡
水
魚
を
５

年
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
生

徒
は
極
限
ま
で
カ
ワ
ム
ツ
の

感
覚
に
接
近
し
て
い
た
。
現

在
在
学
中
の
生
徒
に
は
「
カ

メ
博
士
」「
鳥
博
士
」
も
い
て
、
理
科

室
で
は
博
物
的
な
会
話
が
飛
び
交
っ
て

実
に
楽
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。

自
身
の
存
在
を
客
観
視
す
る
力
を
育
て
る

　
本
校
理
科
の
授
業
に
は
そ
の
後
の
人

生
に
影
響
を
与
え
そ
う
な
課
題
が
多
い
。

解
剖
実
習
に
は
、「
カ
エ
ル
・
ア
サ
リ
・

ニ
ボ
シ
・
ニ
ワ
ト
リ
頭
部
」が
あ
り
、「
マ

メ
三
種
栽
培
」「
生
物
精
密
ス
ケ
ッ
チ
」

「
岩
石
標
本
作
成
」
と
経
験
す
る
。
そ

し
て
３
年
生
は「
生
と
性
と
死
の
学
び
」

と
出
会
い
、
自
身
の
人
生
を
深
め
て
卒

業
す
る
。

　
生
物
の
発
生
、
細
胞
分
裂
、
遺
伝
な

ど
の
基
礎
学
習
に
加
え
、
性
交
、
受
精
、

妊
娠
、
着
床
、
出
産
等
の
ヒ
ト
の
性
を
学

び
、
さ
ら
に
性
行
為
感
染
症
（
S
T
I
）、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
L
G
B
T
Q
に
つ
い
て
も

考
え
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
死
の
学
び
」

に
挑
戦
す
る
。

　「
延
命
を
拒
否
す
る
少
女
」
の
動
画

は
多
く
の
生
徒
が
涙
す
る
。「
人
生
カ

レ
ン
ダ
ー
」
は
命
に
ピ
リ
オ
ド
が
あ
る

時
点
か
ら
逆
算
す
る
形
で
記
入
し
今
後

の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。「
ハ
ッ
ピ

ー
バ
ー
ス
デ
イ
3
．
11
」
で
は
東
日
本

大
震
災
当
日
に
生
ま
れ
た
生
命
の
輝
き

と
出
会
う
。
そ
ん
な
学
び
の
経
験
か
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
な
道
に
進
ん
で
も
、
物

事
の
本
質
を
見
極
め
ら
れ
る
人
に
育
っ

て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。

中学校・高等学校教諭　田
た

邉
な べ

利
と し

幸
ゆ き

 

生と性と死の学び
～デジタル全盛時代に敢えて～

この分野の多様な視点

中学３年生「理科Ⅱ」サブテキスト

「課題:ザ・骨格」（2019年度生徒作品）
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〇
突
然
奪
わ
れ
た
観
戦
の
機
会

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
こ
と
、

試
合
が
で
き
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
幸
い

な
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
噛
み
し
め
て

い
る
毎
日
で
す
。
一
方
で
、
試
合
の
観

戦
の
機
会
を
突
然
奪
わ
れ
た
保
護
者
の

方
々
は
煮
え
切
ら
な
い
も
の
を
抱
え
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
は
観
戦
の
許

可
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
万
が
一
の
時
の
こ
と
を
考
え
て
、

サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
保
護
者
に
は
本
校

で
の
試
合
も
他
校
で
の
試
合
も
観
戦
を

お
断
り
し
ま
し
た
。

　
中
学
3
年
（
現
高
1
）
は
結
局
試
合

を
観
て
も
ら
う
機
会
が
な
い
ま
ま
最
後

の
大
会
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
と
か
そ
の
機
会
を
と
い
う
こ
と
で
12

月
に
国
際
中
学
校
と
の
引
退
試
合
を
、

ス
タ
ジ
ア
ム
を
借
り
て
組
み
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
大
阪
モ
デ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
が
上

が
っ
た
こ
と
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
、
保
護
者
の
方
々
は
中
学
サ
ッ
カ

ー
部
の
最
後
の
1
年
の
試
合
を
観
る
こ

と
な
く
卒
業
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
今
で
も
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て
い
る
し
何
と
か
で
き
な
か
っ
た
か

と
悔
や
ん
で
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

〇
新
し
い
観
戦
様
式

　
現
在
は
、
顧
問
間
で
検
討
を
重
ね
た

結
果
本
校
で
行
わ
れ
る
試
合
に
つ
い
て

は
、
教
員
の
i
P
a
d
を
使
い
、
学

校
の
W
i
-F
i
が
届
く
ぎ
り
ぎ
り
の

と
こ
ろ
か
ら
「
Z
o
o
m
」
を
使
い

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
試
合
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
U
R
L
を

保
護
者
の
方
々
に
送
信
し
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
参
加
す
る
形
で
観
戦
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

参
加
率
は
非
常
に
高
く
、
生
徒
ら
の
活

躍
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
画
像
が
少
し
荒
く
、
ま
た
撮
影
可
能

な
場
所
の
関
係
で
ど
う
し
て
も
見
切
れ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
ボ
ー
ル

の
場
所
に
よ
っ
て
は
何
が
起
き
て
い
る

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
面
も
多
々
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
今
後
の
改
善
す
べ
き
点

で
す
が
、こ
れ
も「
新
し
い
観
戦
様
式
」

と
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
1
日
で
も
早
く
生
徒
た
ち

の
活
躍
を
保
護
者
の
皆
様
に
直
接
観
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
日
が
来
て
く

れ
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
す
。

コロナ禍におけるクラブの
試合観戦対応について

―香里中高サッカー部の取り組み―
香里中学校・高等学校教諭　新

あ ら

井
い

翼
つばさ
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本
校
の
入
試
広
報
活
動
は
こ
れ
ま
で
、

４
月
の
W
A
K
U
W
A
K
U
同
女
た

ん
け
ん
、
６
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
、
来
校
・
対
面
型
の
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
に
行
い
、
受
験
者
・
保
護
者
の

皆
様
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
や
設
備
、

生
徒
の
様
子
や
学
校
の
雰
囲
気
を
実
感

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。

　
２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
例
年
８
０
０

～
１
０
０
０
名
ほ
ど
の
参
加
の
あ
っ
た

W
A
K
U
W
A
K
U
同
女
た
ん
け
ん
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
受
験
生
・

保
護
者
の
皆
様
へ
志
望
校
決
定
の
た
め

の
情
報
を
提
供
す
べ
く
、
感
染
対
策
を

十
分
に
施
し
た
上
で
、
受
験
学
年
の
み

を
対
象
に
人
数
を
制
限
し
て
の
学
校
見

学
会
を
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
急
遽

実
施
し
、
あ
わ
せ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

説
明
会
、
校
内
案
内
動
画
の
配
信
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
例
年
７
月
に
実
施
し

て
い
る
塾
対
象
の
入
試
説
明
会
も
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
私
立
中
高
連
合
会
や
各
塾
な
ど

が
主
催
す
る
個
別
相
談
会
も
軒
並
み
中

止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
７
月
か
ら

Z
ｏ
ｏ
ｍ
や
電
話
を
利
用
し
て
の
リ

モ
ー
ト
相
談
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
影
響
で
、
校
内
の
見
学
希
望
の

連
絡
が
相
次
い
だ
た
め
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
個
別
に
校
内
見
学
を
受
け
付
け

た
と
こ
ろ
、
80
組
の
小
中
学
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
以
降
も
全
て

の
イ
ベ
ン
ト
は
来
校
者
数
を
制
限
し
て

の
完
全
予
約
制
と
し
、
2
0
2
1
年
度

も
こ
の
形
式
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
対
面
で
の
入
試
広
報
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
が
困
難
に
な
る
中
で
、
や
む
を
得
ず

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
切
り
替
え
ま

し
た
が
、
遠
方
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
け
た
り
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
よ
り
都

合
の
良
い
時
間
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
た
り
と
、
こ
れ
ま

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
な
い
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
、

実
際
に
学
校
を
訪
れ
た
い
と

の
希
望
が
募
る
傾
向
が
あ
り
、

決
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で

入
試
広
報
イ
ベ
ン
ト
は
完
結
し
な
い
と

い
う
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
本
校
に

限
ら
ず
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
入
試
広

報
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
ま
し

た
。
今
後
の
感
染
状
況
や
、
そ
れ
に
伴

う
入
試
広
報
活
動
へ
の
影
響
を
予
測
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
培
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
う
ま

く
活
用
し
て
、
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
も

対
面
型
イ
ベ
ン
ト
と
の
併
用
で
効
果
的

な
入
試
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
で
す
。

コロナ禍の入試広報活動

女子中学校・高等学校　入試センター主任　吉
よ し

田
だ

和
か ず

高
た か
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国際中学校・高等学校教諭　古
こ

城
じょう

正
ま さ

裕
ひ ろ

北信越インターハイに
単複出場、

一年生の挑戦

　
緊
急
事
態
宣
言
下
、
学
校
で
は
練
習

が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
中
、
選
手
た

ち
は
民
間
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
練

習
し
て
き
た
。
昨
年
か
ら
公
式
大
会
は

こ
と
ご
と
く
中
止
さ
れ
、
皆
が
試
合
経

験
を
十
分
に
積
む
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
、
今
春
、
よ
う
や
く
公
式
戦
に
参
加

で
き
た
。

【
選
手
紹
介
】

　
今
春
、１
年
の
藤
田
佳
乃
（
ふ
じ
た
・

よ
し
の
）
は
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選

手
権
Ｕ
16
歳
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
準

優
勝
。
そ
の
１
か
月
後
、
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
が
参
加
す
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
予
選
（
Ｕ
18
歳
レ
ベ
ル
）
で
も
高
い

集
中
力
と
優
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
勝
ち

進
み
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
を
決
め
た
。

　
同
じ
く
１
年
の
畭
凛
花
（
は
り
・
り

ん
か
）
は
Ｕ
16
歳
ま
で
を
大
阪
府
で
活

躍
。
全
国
中
学
校
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
共
に
ダ
ブ
ル
ス
で

優
勝
経
験
の
あ
る
選
手
。
シ
ン
グ
ル
ス

も
迫
力
の
あ
る
大
胆
な
プ
レ
イ
で
周
囲

の
目
を
引
き
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は

堂
々
ベ
ス
ト
４
入
り
を
し
た
が
、
本
大

会
出
場
へ
の
涙
を
飲
ん
だ
。

　
ダ
ブ
ル
ス
の
藤
田
・
畭
組
は
、
準
決

勝
を
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
競
り
負
け
第
３

位
と
な
り
、
相
手
ペ
ア
が
優
勝
し
て
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
を
決
め
た
。
一
方
、
２
年

の
藤
井
玲
奈
（
ふ
じ
い
・
れ
い
な
）、

１
年
の
新
井
愛
梨（
あ
ら
い
・
あ
い
り
）

組
は
息
の
合
う
プ
レ
イ
で
決
勝
ま
で
勝

ち
進
み
準
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
女
子

ダ
ブ
ル
ス
の
本
大
会
に
は
京
都
府
か
ら

２
組
が
出
場
で
き
る
。
２
番
目
の
代
表

を
決
め
る
順
位
戦
で
は
同
校
対
決
の
藤

田
・
畭
対
藤
井
・
新
井
と
な
り
、
藤
田
・

畭
組
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。

【
北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
】

　
明
朗
快
活
で
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
文

武
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
２
人
に

抱
負
を
聞
い
て
み
た
。

　「
本
大
会
で
は
経
験
豊
富
な
３
年
生

が
多
く
出
場
し
て
き
ま
す
が
、
学
年
に

捉
わ
れ
ず
挑
戦
す
る
心
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
会
ま
で
の
期
間
を
有
意
義
に
使
い
、

本
番
で
は
ど
ん
ど
ん
勝
ち
抜
い
て
い
き

ま
す
。」
と
い
う
。
箴
言
の
聖
句
を
思

い
出
し
た
。「
勤
勉
な
人
の
計
画
は
、

つ
い
に
そ
の
人
を
豊
か
に
す
る
、
す
べ

て
怠
る
も
の
は
貧
し
く
な
る
。」頑
張
れ
、

１
年
生
た
ち
！
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7
月
5
日
か
ら
7
月
9
日
ま
で
の
一

週
間
、
放
課
後
4
時
か
ら
6
時
ま
で
の

間
に
、
来
年
度
入
学
志
願
者
の
ご
家
族

に
本
校
の
校
舎
や
児
童
の
学
習
成
果
を

見
学
し
て
い
た
だ
く
ス
ク
ー
ル
ツ
ア
ー

を
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
、
例
年
の
よ
う
な
大

規
模
な
学
校
公
開
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

少
し
で
も
本
校
の
事
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
児
童
た
ち
が
下
校
し
た
後

の
時
間
に
教
員
が
ガ
イ
ド
を
し
て
、
校

内
を
案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
と
黄
色
と
青
を
使
っ
た
、
デ
ザ
イ

ン
性
の
高
い
特
徴
的
な
校
舎
や
、
和
洋

含
め
た
２
万
冊
以
上
の
蔵
書
の
あ
る
国

内
で
も
有
数
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
陽
光

が
た
っ
ぷ
り
入
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
た

チ
ャ
ペ
ル
、
多
目
的
に
使
用
で
き
る
畳

ス
ペ
ー
ス
、
広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る
自

然
環
境
い
っ
ぱ
い
の
中
庭
を
見
学
し
た

ご
家
族
た
ち
は
、
本
校
を
と
て
も
気
に

い
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　
参
加
し
た
保
護
者
の
方
か
ら
は
、「
窓

が
多
く
て
、
明
る
い
で
す
ね
。」、
お
子

さ
ん
か
ら
は
「
遊
具
が
面
白
そ
う
。
早

く
遊
ん
で
み
た
い
。」
と
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
P
Y
P

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
探
究
学
習
の
成
果
を
示
し
た
日
英
両

言
語
で
製
作
さ
れ
た
掲
示
物
は
、
ど
れ

も
個
性
的
で
、
こ
れ
か
ら
入
学
を
予
定

さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
に
は
、

と
て
も
興
味
深
い
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
中
に
は
、
本

校
の
探
究
学
習
に
つ
い
て
熟

知
さ
れ
て
い
る
保
護
者
も
お

ら
れ
て
、「
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト

の
セ
ン
ト
ラ
ル
ア
イ
デ
ア
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。」

「
6
年
生
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
は
、
ど
う
や
っ
て
進
め
て

い
く
の
で
す
か
。」
と
い
う

ご
質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
、

十
分
な
説
明
が
で
き
ず
満
足

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
保
護
者
の
方
の
本
校
へ

の
関
心
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
喜
ば
し
く
思
い
ま
し
た
。

　「
来
年
の
4
月
に
絶
対
こ
の
学
校
に

入
学
し
た
い
で
す
。」
と
笑
顔
で
本
校

を
後
に
さ
れ
る
ご
家
族
の
姿
を
見
て
、

我
々
教
職
員
も
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
こ
う
と
、

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

同志社国際学院初等部
家族でスクールツアー

国際学院初等部教頭　西
に し

村
む ら

孝
こ う

次
じ



同
志
社
　
ナ
ウ

同志社

   ナウ
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♪
失
意
を
原
動
力
に

　
2
0
2
0
年
２
月
、
翌
月
か
ら
休
校

措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
取
り
組
ん
で
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
衣
装
や
セ
ッ
ト
の
準
備
も
整
い
、
子

ど
も
た
ち
も
本
番
に
向
け
て
の
最
終
調

整
に
入
っ
た
段
階
で
の
知
ら
せ
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
何
度
も
話
し
合
い

ま
し
た
が
、
上
演
は
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
感
染
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
の

選
択
は
間
違

い
で
は
な
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。で
も
、

や
り
た
か
っ

た
子
の
気
持

ち
を
考
え
た

ら
、
最
悪
の

決
断
。
思
い

出
す
と
今
で

も
胸
が
苦
し

く
な
り
ま
す
。

♪�

一
人
で
も
や
り
た
い
子
が
い
た
ら
…

「
や
る
！
」

　
リ
モ
ー
ト
授
業
で
始
ま
っ
た
2

�

0

�
2
�

0
年
度
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
の
失
敗
を

糧
に
、「
一
人
で
も
や
り
た
い
子
が
い

れ
ば
、
何
か
形
を
残
せ
る
も
の
を
作
ろ

う
」
と
い
う
一
心
で
走
り
出
し
ま
し
た
。

　
１
学
期
、
ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は

Z
o
o
m
で
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
ま
し

た
。
操
作
ミ
ス
で
み
ん
な
を
驚
か
せ
て

し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た

が
、
笑
い
な
が
ら
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　
２
学
期
に
は
聖
歌
隊
活
動
を
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
実
施

し
ま
し
た
。
毎
年
中
高
生
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ

ス
マ
ス
」
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
学
期
に
は
映
像
で
表
現
す
る
新
し

い
形
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
一
か
ら
創
り
上

げ
ま
し
た
。
ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
一

年
間
の
集
大
成
「M

usic G
athering

」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

♪
そ
し
て
「
ナ
ウ
」
２
０
２
１
年
度

　
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
か
ら
緊
急

事
態
宣
言
に
移
行
し
、
ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
活
動
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
ス
タ
ー
ト
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち

は
慣
れ
っ
こ
で
す
。
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
、
お
互
い
に
手
ほ
ど
き
を
し
合
う

様
子
に
脱
帽
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。

今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

が
飛
び
交
い
ま
す
。
動
画
編
集
を
か
っ

て
出
る
児
童
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
に
、

自
力
で
ど
う
に
か
す
る
力
、
仲
間
を
頼

る
力
を
ビ
ン
ビ
ン
感
じ
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
７
月
７
日
、
校
長
の
誕
生

日
に
「
ま
ん
防
」
な
ら
ぬ
、「
マ
ン
ボ

ー
N
o
・
5
」
を
世
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
難
し
い
局
面
で
は

あ
り
ま
す
が
、
小
学
生
は
ユ
ー
モ
ア
を

武
器
に
走
り
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度

の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
た
く
ま
し
い
姿
を
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同志社小学校音楽科　江
え

藤
と う

―ブラウン多
た

恵
え

諦めなければ、何でもできる
～音楽 with コロナ～
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お問い合わせ：法人部法人事務室
　　　　　　　京都市上京区今出川通烏丸東入
　　　　　　　TEL：075-251-3006　FAX：075-251-4980　E-mail：ji-hojin@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　https://www.doshisha.ed.jp/

お 知 ら せ

　平素から学校法人同志社へのご理解、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、世界中で多くの人々の生活が一変しました。学校法人同志社が設置する学校
には、約4万2000名の学生、生徒、児童、園児が在籍していますが、政府の緊急事態宣言を受け、一時はすべての
学校が休校等になり、教室で学ぶことができない状況を余儀なくされました。 
　各学校では、緊急対策本部を立ち上げるなど、地域や卒業生のお力添えのもとで、社員が英知を出し合い、インタ
ーネット学習環境の整備など、力を合わせて、学生、生徒、児童、園児に寄り添いながら、教育水準、教育環境の維
持・向上のために努力を続けています。
　ワクチン接種が進められていますが繰り返される緊急事態宣言の発令など、感染予防と経済活動の両立で長期化する
Withコロナ社会においては、学費支弁者への影響も大きく、就学をあきらめなければならない在学生が生じています。
　そこで本法人としては、同志社教育を受けることを希望し入学した在学生が失意のうちに終わることがないよう、
窮地に立たされている在学生に対して、支援金を給付しております。
　しかし、これらの取組を学費収入等で賄うことは難しいことから、「新型コロナウイルス感染症
に伴う在学生支援募金」を開設し、卒業生、教職員のほか、広く社会の各方面からのご支援によ
り多くの在学生が学び続けています。
　つきましては、本募金事業の趣旨をご理解いただき、今後も引き続
き温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【お申込方法】
　「学校法人同志社 募金のご案内」からご寄付いただけます。

 　https://bokin.doshisha.ed.jp/fund/shien.html
　クレジットカード、口座振替、ネットバンキング、コンビニ支払い、金融機関窓口からの振込での
お申込みが可能です。 
　インターネットからのお申込みが困難な場合やご不明な点がある場合は、下記にお問合せください。

新型コロナウイルス感染症に伴う
在学生支援募金についてのお願い

学校法人 同志社　　　　
総長・理事長　八田 英二

寄付金募集要項

【募金目的】長期化する新型コロナウイルスの感染拡大により、学費の支弁に著しい支障の生じた在学生に対し、
支援金を給付すること。

【募集期間】2020年6月1日から2026年3月31日まで
【お申込金額】個人 … 一口　1万円（一口未満のご寄付についても有難くお受けいたします）
　　　　　　 法人／団体 … 一口　10万円

【学校指定について】
　支援を必要とする在学生数（学生、生徒、児童、園児）は、学校によって異なるため、支援対象者は同志社が
決定し、同志社在学生修学特別支援金として給付させていただきます。
　ただし、ご寄付いただく際に特段のご希望がおありの場合は、寄付金の一部もしくは全額について、特定の学
校をご指定いただくことができます（例：全額を同志社女子中高を指定。半分を同志社国際学院、残りを同志社
に一任。etc.）。なお、この場合に大学を指定された場合は「ALL　DOSHISHA募金　特定寄付奨学金」として、
女子大学を指定された場合は「サポーターズ募金“ぶどうの樹”経済的困窮学生に対する奨学金」として在学生
に給付させていただきます。

【税制上の優遇】
　学校法人同志社は、文部科学省より「税額控除対象法人」および「特定公益増進法人」の認可を受けており、
同志社へのご寄付は個人によるご寄付の場合、所得税の「税額控除」または「所得控除」のいずれかを選択いた
だけます。
　さらに、お住まいの地域によっては、住民税の「税額控除」の対象になります。
　詳細は、https://bokin.doshisha.ed.jp/tax/index.htmlを参照ください。
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お 知 ら せお 知 ら せ

　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
同志社ギャラリーでは新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施し
ております。来館前に同志社ギャラリーHPにある「新型コロナウイルス
感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防にご協力
くださいますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で開館状況を変更することがございます。来館前に
同志社ギャラリーHPでご確認ください。

【常 設 展】ギャラリー内には₆つの常設展示室が設けられています。₁階には「新島
襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
₂階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。（₂か月に₁回程度の展示替え有）

【企 画 展】第23回企画展
タイトル：「平安遷都前の京都盆地—飛鳥・奈良時代のムラと寺」
期　　間：2021年10月22日（金）～12月₅日（日）（月曜日・祝日は休館）
場　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー₂階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　催：同志社大学歴史資料館

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】  日曜日（企画展開催中は開館）、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期

休暇中の一定期間、年末年始。
※  開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：https://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

入場無料
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お 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治₈）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒₈名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
新島旧邸では新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施しておりま
す。来館前に同志社社史資料センター新島旧邸HPにある「新型コロナウ
イルス感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防に
ご協力くださいますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で公開状況を変更することがございます。来館前に
同志社社史資料センターHPでご確認ください。

【公開期間】①通常公開　10月₇日～11月30日、2022年₃月₁日～₃月31日
　　　　　　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
②特別公開　10月₁日～₅日（秋の特別公開）
　　　　　　11月29日（創立記念日）
　　　　　　2022年₃月20日～22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp/

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。
②特別公開
　旧邸周囲および建物内部（母屋₁階と附属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】  10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の₁週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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スタークウェザーと山本覚馬
－創設期における新島襄の同志たち－

お 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第25回企画展

　1876年、同志社女子大学の前身である女子塾が創設されました。これは新島襄とそ
の協力者たちの努力の賜物でした。今回の企画展では、特に、宣教師アリス・J・スタ
ークウェザーと新島夫人八重の兄であった山本覚馬に焦点を当て、近代都市として復活
を遂げた明治期の京都の様子とともに紹介します。今年はスタークウェザーが没してち
ょうど百年という節目の年にあたります。この展示が同志社女子教育の原点を振り返る
機会となれば幸いです。

期　　　　間：2021年11月19日（金）～2022年7月29日（金）
時　　　　間：10：00～16：00
閉 　 室 　 日： 土・日・祝日　および2021年11月29日、12月28日～2022年1月5日、5月2日  

（ただし、2021年11月20日～21日、2022年7月18日は開室しております）
場　　　　所：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

同志社女学校最初の校舎（版画）と左から山本覚馬、新島襄、アリス・J・スタークウェザー
　 同志社社史資料センター提供

 
 

 

   

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

大学神学部助教 木谷　佳楠
大学文学部准教授 山田　　徹

大学社会学部准教授 轡田　竜蔵
大学法学部教授 勝山　教子

大学経済学部教授 久保徳次郎
大学商学部准教授 内野　雅之

○大学政策学部教授 服部　篤子
大学文化情報学部助教 深川　大路

大学理工学部教授 稲葉　　稔
大学生命医科学部准教授 貞包浩一郎

大学スポーツ健康科学部准教授 海老根直之
大学心理学部教授 及川　昌典 

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 REGINE DIETH
大学グローバル地域文化学部准教授 SUSANNA PAVLOSKA

女子大学学芸学部教授 山本　裕樹
女子大学現代社会学部教授 大津　正和

女子大学薬学部准教授 根木　　滋
女子大学看護学部准教授 片山由加里

女子大学表象文化学部教授 中井　精一
女子大学生活科学部准教授 麻生　美希

中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一
香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 齋藤　道子
国際学院事務長 堀岡　英利

幼稚園教諭 竹中　琴恵
法人事務部長 柳井　　望
大学広報部長 朝田　邦裕

法人事務部校友同窓課長 矢田　直人
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。

●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-８５８０ 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学広報課

同志社時報　第152号
編集人　　服部篤子
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課同志社時報係

電話（075）251−3120
印刷所　株式会社 ＩＴＰ

２０２１年１０月１日発行

編
　
　
　
　
集
　
　
　
　
後
　
　
　
　
記

　
今
号
の
特
集
「
選
ば
れ
る
学
校
と

は
？
」は
、２
０
３
０
年
代
の
近
い
将
来

の
教
育
を
描
き
、そ
の
た
め
の
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
く
内
容
に
な
り
ま
し

た
。座
談
会
は
、中
学
受
験
や
大
学
入
試

改
革
に
詳
し
い
富
田
亮
氏
、教
育
改
革

に
む
け
た
情
報
発
信
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
松
原
和
之
氏
、そ
し
て
、学
校
教
育
現

場
か
ら
は
立
命
館
一
貫
教
育
部
の
岸
田

康
子
氏
、同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校

の
竹
山
幸
男
副
校
長
の
登
壇
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

　
教
育
改
革
が
長
く
謳
わ
れ
続
け
る
も

の
の
変
化
は
あ
ま
り
に
も
緩
や
か
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、登
壇

い
た
だ
い
た
方
々
の
話
は
先
駆
的
で
あ

り
挑
戦
的
な
も
の
で
し
た
。「
教
育
の
多

様
化
」「
自
立
し
た
学
習
者
」と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
で
て
い
ま
す
。自
立
は
他

者
と
の
関
り
か
ら
生
ま
れ
、そ
し
て
、一

人
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
受
容
す
る
と

こ
ろ
か
ら
確
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
意
味
で
は
、

ご
発
言
の
あ
っ
た「
つ
な
ぐ
」「
支
え
る
」

と
い
う
役
割
を
学
校
や
教
員
が
す
る
こ

と
の
必
要
性
は
容
易
に
理
解
で
き
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、「
と
も
に
育
て
る
」と
い
う

考
え
の
具
現
化
と
し
て
、例
え
ば
、小
学

生
も
大
学
教
員
が
育
て
、大
学
生
も
小

学
校
教
員
が
育
て
る
こ
と
が
あ
っ
て
い

い
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
ど
こ

で
育
ま
れ
て
い
く
の
か
、生
徒
や
学
生

た
ち
と
共
に
話
し
合
い
創
造
し
て
い
き

た
い
問
い
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
自
由
に
組
織
を
超
え
て
学
び
を
深
め

る
学
習
ス
タ
イ
ル
は
、パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
が
突
然
起
き
る
の
で
は
な
く
、各

組
織
の
制
度
設
計
、そ
し
て
、私
学
間
の

連
携
な
ど
多
く
の
教
育
現
場
の
実
験
が

実
装
さ
れ
、そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。こ
の
過
程
を

我
々
が
共
有
で
き
る
こ
と
も
重
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。本
号
の
特
集

は
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
ど
う
創
造
し

て
い
く
の
か
、と
い
う
話
で
も
あ
っ
た

こ
と
に
お
気
づ
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
本
号
は
、多
く
の
貴
重
な
玉
稿
に
支

え
ら
れ
て
読
み
応
え
の
あ
る
冊
子
と
な

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。よ
り
多
く
の
方
の
手
に
届
き
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
服
部
）







 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

� （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
The Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校

Doshisha
Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校

Doshisha Kori
Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University

Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s

College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）

＊
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